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第 1 章： 概要 
 

CA Configuration Automation は、企業内の分散したハードウェアおよびソフ

トウェア サービスを一元化されたブラウザベースのウィンドウから管理

するための、標準ベースの製品スイートです。 

CA Configuration Automation のインストール メディアを使用して、以下の

一連の製品をインストールできます。 

■ CA Embedded Entitlements Manager 

■ CA Business Intelligence 

■ CA Network Discovery Gateway 

■ CCA サーバ 

■ CCA エージェント 

■ CCA グリッド ノード 

■ CA Catalyst サーバ 

■ CA Catalyst コンテナ 

■ CA Catalyst CCA コネクタ 

注： CA Business Intelligence を介して CA Configuration Automation と CA 

CMDB を統合するために、CA Configuration Automation DVD に CA CMDB 

Integration インストーラが用意されています。 

この章では、CA Configuration Automation によって提供される機能の概要、

およびこの製品を構成するコンポーネントについて説明します。 この章

には以下のセクションがあります。 

■ 主要な機能 (P. 10) 

■ 主要なテクノロジ (P. 12) 
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主要な機能 

CA Configuration Automation は、変更、構成、およびコンプライアンスを管

理するためのアプリケーションレベルのベスト プラクティス プラット

フォームを提供します。 企業内のコンポーネントを、ネットワーク レベ

ル、サーバ レベル、サービス レベル、およびソフトウェア レベルで検出

し管理できます。 CA Configuration Automation では、以下の主要な操作を

実行できます。 

ディスカバリ 

CA Configuration Automation は、サーバ上およびネットワーク上に存在

するソフトウェア コンポーネントの包括的で最新のインベントリを

確立することによって企業アプリケーションの管理を開始します。 迅

速にコンポーネントを検出し、クロスプラットフォームの完全なアプ

リケーションのインベントリを取得できます。ディレクトリ、ファイ

ル、レジストリ、データベース テーブル、構成パラメータなどの詳細

レベルによる検出が可能です。 

コンポーネント ブループリントは、アプリケーションベースのディス

カバリの基盤です。 アプリケーションの基本構造の概要を示し、CA 

Configuration Automation エージェントによるサーバ上のアプリケー

ションの検索を可能にします。 CA Configuration Automation には、一般

的に使用されるアプリケーション用のブループリントが事前定義され

ています。また、検出対象となるソフトウェアのブループリントをユー

ザが作成することもできます。 

モニタ 

CA Configuration Automation は、スナップショットを使用して企業内を

監視することにより、コンポーネントまたはサーバの変更を検出でき

ます。 詳細スナップショットに構成データをアーカイブするために、

アプリケーション インベントリを自動的に再取得することができま

す。 スナップショットは、トラブルシューティング、レコードの保持、

リリース管理、移行計画などの目的で使用します。 

また、スナップショットを「ゴールド基準」として指定し、アプリケー

ションの状態を監査および変更検出のベースラインとして使用できま

す。 
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変更の検出 

CA Configuration Automation の包括的な変更検出機能によって、時間の

経過に伴うアプリケーションの状態の比較、および別のサーバ上の同

類アプリケーションとの比較を行うことが可能になります。 システム

設定変更に関する詳細なナレッジにより、以下の利点が提供されます。  

■ データ センター間での整合性を確立する 

■ 構成変更に起因する操作上の問題を特定する 

■ 開発から稼働前、実稼働、サービス サポートへのライフサイクル

の移行を合理化する 

CA Configuration Automation の比較およびモニタリング機能を使用す

ると、時間の経過に伴う企業の概要を示し、ネットワーク、サーバ、

またはアプリケーション内の任意の時点で何が変更されたかを調査で

きます。 
 

ルール コンプライアンス 

CA Configuration Automation によって収集される詳細情報を使用し、

ルール コンプライアンスをチェックすることによって、複雑なアプリ

ケーションが内部および法規制上のコンプライアンスを満たしている

ことを確認できます。 CA Configuration Automation の柔軟で詳細なポリ

シー定義、および事前定義されたルールやユーザ定義ルールの自動適

用は、アプリケーションの管理やベスト プラクティスの確立に役立ち

ます。 企業のパフォーマンス構成、セキュリティの設定、および従属

する変更要素の監査によって、アプリケーション インフラストラク

チャはより強固になり、組織はエラーの発生しやすい手動での確認か

ら解放されます。 

レポート 

CA Configuration Automation では、正式なアプリケーション インフラス

トラクチャ レポートのスケジュールを設定できます。変更やポリシー

違反を知らせる電子メール通知がオンデマンドで送信されます。 重要

な意思決定を行うために必要な適切な人が確実に入手できるようにす

るため、提供されたレポート テンプレートをカスタマイズして基準を

選択できます。 
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主要なテクノロジ 

CA Configuration Automation には、以下の主要なコンポーネントが含まれて

います。 

■ CA Configuration Automation サーバ 

■ CA Configuration Automation データベース 

■ CA Configuration Automation エージェント 
 

■ CCA グリッド ノード 
 

■ CA ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイ（NDG）サーバ 
 

■ CA EEM 

■ <CA Business Intelligence> のレポート機能 

以下のセクションでは、これらのテクノロジについて説明します。 
 

CA Configuration Automation サーバ 

CA Configuration Automation サーバ は、セントラル レジストリとして機能

するブラウザベースのユーザ インターフェースを提供します。これによ

り、永続ストレージの管理、データ アクセスの管理、および CA 

Configuration Automation エージェントとの通信の管理を行います。 

CA Configuration Automation サーバ は CA Configuration Automation の中心

となる機能であり、ディスカバリ、構成、調整、分析の諸機能など、この

製品の運用におけるすべての面を管理します。 

ユーザ インターフェースにアクセスするために追加のクライアント ソフ

トウェアをインストールする必要はありません。CA Configuration 

Automation には、サポートされたブラウザを備えた任意の Windows サー

バからアクセス可能です。 

企業内に複数の CA Configuration Automation サーバ をインストールできま

す。 たとえば、主要なビジネス機能（開発、QA、製造など）へのサービ

ス提供、または主要な地理的な場所（ニューヨーク、シカゴ、サンフラン

シスコなど）へのサービス提供のため、複数の異なる CA Configuration 

Automation サーバ をセットアップしたほうがいい場合があります。 
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CA Configuration Automation データベース 

CA Configuration Automation データベース には、収集された CA 

Configuration Automation のデータおよび構成情報がすべて格納されます。

格納される情報には次のものがあります。 

■ サーバ構成（ハードウェア、ソフトウェア、システム情報） 

■ サービスの構成、ブループリント、プロファイル、およびコンポーネ

ント 
 

■ ネットワーク設定、プロファイル、スキャン ポリシー、アクセス認証

情報 
 

■ サーバおよびサービス スナップショット 
 

■ コンプライアンス ルール グループ 

■ ジョブ、およびジョブ スケジューラの情報 
 

CA Configuration Automation サーバ の各インスタンスには、対応するデー

タベース インスタンスが必要です。 複数の CA Configuration Automation 

サーバ で同一のデータベース サーバ上の同一のデータベースを共有する

ことができます。ただし各サーバは、データベース インスタンス内にデー

タを格納するための独自のテーブル スペースおよびテーブルのセットを

持っている必要があります。 
 

CCA Agent 

CA Configuration Automation エージェントは軽量の実行可能ファイルであ

り、サーバに向けられる操作を検査し、それを企業内の CA Configuration 

Automation によって管理されるサーバ上で実行されるブループリント

ベースのコンポーネントに実装します。 CCA エージェントは、サーバとソ

フトウェアの両方の構成に関して詳細な構成管理を実行できます。 

CA Configuration Automation エージェントは、UNIX ベースのサーバ上に

デーモンとして、または Windows ベースのサーバ上にサービスとしてイ

ンストールされます。 
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CA Configuration Automation でサーバおよびサービスを詳しく管理するに

は、CA Configuration Automation エージェントを企業内のすべての管理対象

サーバにインストールする必要があります。 また、CA Configuration 

Automation サーバ のコンポーネントを検出し管理するため、すべての CA 

Configuration Automation サーバ マシンに対して CA Configuration 

Automation エージェントをインストールすることを強く推奨します。 

注：  CA Configuration Automation は、対象のシステムに関して、SSH、Telnet、

および WMI を使用したエージェントの不要な安全な問い合わせおよび監

視機能を提供します。 このオプションは、エージェントのインストール

が現実的でない場合、または対象のプラットフォームで CA Configuration 

Automation エージェントがサポートされていない場合に有効な選択肢と

なることがあります。 
 

CCA グリッド ノード 

グリッド処理は、複数のグリッド ノードに処理の負荷を分散させてパ

フォーマンスを向上させるために使用されます。 1 台のサーバで複数のス

レッドを使用して、複数の CCA グリッド ノードをサポートすることがで

きます。 CA Configuration Automation の処理はグリッドに対応しており、

処理を独立した実行可能エンティティに分割することができます。 これ

らの実行可能エンティティは、グリッド サーバ、グリッド ノード、およ

びスレッドに分散して実行されます。 

CCA グリッド ノードは Linux、UNIX および Windows のプラットフォームで

サポートされており、各プラットフォーム専用のインストール プログラ

ムがあります。 CCA グリッド ノードをインストールし、CA Configuration 

Automation サーバ にそれを登録した後は、CA Configuration Automation 

ユーザにとってグリッド処理は不可視になります。 
 

CA ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイ 

NDG サーバは、企業内のサーバおよびサービスの場所を特定し監視する 

CA Configuration Automation のディスカバリ処理を行います。 CA 

Configuration Automation サーバ をインストールする前に、サポートされて

いる Windows プラットフォームに NDG サーバをインストールする必要が

あります。 CA Configuration Automation インストール プログラムによって、

NDG サーバの名前、およびディスカバリ処理に使用するポートの入力が求

められます。 
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CA EEM 

CA Embedded Entitlements Manager（CA EEM）は、CA Configuration Automation 

ユーザ インターフェースに対してユーザやグループの管理およびロール

ベースの認証サービスを提供します。 
 

Business Objects 

Business Objects は CA Configuration Automation に付属するサードパーティ

製のビジネス インテリジェンス プラットフォームであり、対話型のレ

ポート機能を提供します。 事前定義済みの CA Configuration Automation レ

ポートが Business Objects サーバ上でホストされます。 
 

インストールの前提条件 

CA Configuration Automation をインストールする前に、以下の項目を確認し

てください。 

■ ソフトウェアをインストールしようとしているコンピュータのオペ

レーティング システムに関して実用的な知識を有している必要があ

ります。 

■ CA Configuration Automation データベース で使用するデータベース ソ

フトウェアの知識および管理上のサポートが必要です。 

■ システムがリリース ノートに記載されている要件を満たしているこ

とを確認します。 リリース ノートには、ハードウェアの要件、オペレー

ティング システムのサポート、データベースの要件、CA ソフトウェア

のサポート、および Web ブラウザのサポートなどの情報が記載されて

います。 
 

■ CA Configuration Automation のインストールおよび使用に関する既知

の問題や一般的な考慮事項が記載された Readme ファイルを読みます。 

Readme ファイルは、Windows の場合は CA Configuration Automation 

サーバ インストール ウィザードの最初のページにリンクがあります。

Linux および UNIX の場合はインストール メディアのルート ディレク

トリに置かれています。  
 

■ 「ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイのインストール (P. 23)」

の説明に従って NDG サーバをインストールします。 
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■ インストールまたはアップグレードを実行するユーザに以下のデータ

ベース ユーザ権限があることを確認します。 

Microsoft SQL Server ユーザ権限 

■ 最小インストール権限： dbcreator 

■ 最小ユーザ権限： db_owner 

Oracle ユーザ権限 

ユーザには、表領域に対して領域が割り当てられている必要がありま

す。 ユーザに RESOURCE ロールが割り当てられている場合、そのユー

ザには unlimited tablespace 権限が付与されます。 ユーザに RESOURCE 

ロールが割り当てられていない場合は、以下のように alter コマンドを

使用して、領域を割り当てる必要があります。 
alter user cca quota unlimited on CCADATA;  

alter user cca quota unlimited on CCAINDEX;  
 

以下の権限が必要です。 

■ CREATE PROCEDURE 

■ CREATE SEQUENCE 

■ CREATE SESSION 
 

■ CREATE TABLE 

■ CREATE TRIGGER 

■ CREATE VIEW 
•  
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■ 企業内で <CA Business Intelligence> をまだインストールしていない場

合は、CA Configuration Automation をインストールする前に <CA 

Business Intelligence> をインストールする必要があります。 インストー

ル ウィザードの最初の画面には、これを実行するためのオプションが

用意されています。 環境内に NDG サーバがすでにインストールされて

いる場合は、CA Configuration Automation サーバ のインストールにおい

てそのサーバを使用するように構成できます。 

レポート サーバのインストールにおける考慮事項については、「<CA 

Business Intelligence> のインストールに関する注意事項 (P. 19)」を参照

してください。 

■ 企業内で CA EEM をまだインストールしていない場合は、CA 

Configuration Automation をインストールする前に CA EEM をインス

トールする必要があります。 インストール ウィザードの最初の画面に

は、これを実行するためのオプションが用意されています。 環境内に 

CA EEM がすでにインストールされている場合は、CA Configuration 

Automation サーバ のインストールにおいてそのサーバを使用するよ

うに構成できます。 

インストールにおける考慮事項およびインストール手順については、

CA EEM 製品のドキュメントを参照してください。 
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第 2 章： <CA Business Intelligence> のインス

トールに関する注意事項 
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CA Configuration Automation をインストールする前に、CA Configuration 

Automation のレポート機能を提供する <CA Business Intelligence> Enterprise 

ソフトウェアをインストールする必要があります。 <CA Business 

Intelligence> のインストール時には、以下の点について考慮してください。 

■ <CA Business Intelligence> をインストールするには、CA Configuration 

Automation インストール プログラムを使用します。 ウィザードの最初

の画面には、必要なすべてのコンポーネントをインストールするため

のリンクが用意されています。 基本的な手順については、CA 

Configuration Automation のメディアの dvd2¥BOXI¥Docs にある <CA 

Business Intelligence> のドキュメントを参照してください。 

■ <CA Business Intelligence> は、通常は以下の構成でインストールされま

す。  

■ <CA Business Intelligence> Central Management Server のデータベー

スとして使用する MySQL 

■ アプリケーション サーバとして Apache Tomcat  

上級ユーザ向けにカスタム インストールが用意されています。カスタ

ム インストールでは、Microsoft SQL データベースなどの既存のデータ

ベースを使用するように、または IIS などの既存のアプリケーション 

サーバを使用するように <CA Business Intelligence> Enterprise レポー

ティング ソフトウェアを構成できます。 これらのカスタム構成を使用

する場合は、「<CA Business Intelligence> インストール ガイド」を参照

してください。 

■ インストール時にサーバ インテリジェンス エージェントの画面で

［ノード名］フィールドに SIA ノードを識別するための一意の名前を

入力するように求められたら、空白文字、ハイフンなどの英数字以外

の文字は使用しないでください。 デフォルトではノード名はシステム 

ホスト名と同じですが、ホスト名に空白文字、ハイフンなどの英数字

以外の文字が含まれている場合は、エージェント用に別の名前を入力

してください。 

■ マップされたドライブから <CA Business Intelligence> をインストール

する際に問題が発生する場合があります。 こうした潜在的な問題を回

避するため、ローカル ドライブから <CA Business Intelligence> をインス

トールしてください。 

■ <CA Business Intelligence> を完全に空のドライブにインストールする場

合、ディスク容量の要件の確認のメッセージが表示されることがあり

ます。 このエラーを解決するには、ドライブに何らかのファイルを置

いてください。 
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■ インストール時に致命的なエラーを示すウィンドウが断続的に表示さ

れる場合があります。 この場合、ウィンドウで［OK］をクリックする

と、インストールは正常に完了します。 
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第 3 章： ネットワーク ディスカバリ ゲート

ウェイのインストール 
 

NDG サーバがサポートされているのは Windows プラットフォームのみで

す。 NDG サーバは CA Configuration Automation インストール ウィザードか

らインストールでき、これは CA Configuration Automation のインストール

の前提条件です。 CA Configuration Automation インストール プログラムに

よって、NDG サーバの場所およびポート番号の入力が求められます。 

サポート対象の Windows プラットフォームであれば、CA Configuration 

Automation サーバ と同じホストに NDG サーバをインストールできます。 

注： NDG の要件として、ユーザが http://www.winpcap.org/ から WinPcap 

4.0.2 をダウンロードしてインストールすることがあります。 このインス

トールは、NDG インストールの開始前に実行できるほか、NDG インストー

ル ウィザードがホスト コンピュータ上に WinPcap を見つけられない場合

はダウンロードを求めるプロンプトが表示されるため、そこで実行するこ

ともできます。 
 

CA Network Discovery Gateway のインストール 

次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation インストール メディアの DVD1 にある 

setup.exe をダブルクリックします。 

2. ［セットアップ］ウィンドウで、CA Network Discovery Gateway インス

トール ウィザード リンクをクリックします。 

以下のいずれかの画面が表示されます。 

■ ［前提条件］画面に、必要な WinPcap 4.0.2 プログラムがホストに

インストールされていないことが示されます。 ［今すぐインストー

ル］をクリックして WinPcap をインストールします。 

■ 最初のウィザード ページが表示されます。 
 

3. ［次へ］をクリックします。 
 

4. ［使用許諾契約］ページで、契約をスクロールして確認し、［使用許

諾契約の条項に同意する］をクリックして［次へ］をクリックします。 
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5. ［インストール場所］ページで、デフォルトの場所（C:¥Program 

Files¥CA¥SharedComponents¥NDG）をそのまま使用するか別の場所を参

照し、［次へ］をクリックします。 
 

6. ［Windows サービス設定］ページ上で、以下のいずれかのオプション

をクリックして、CA Network Discovery Gateway サービス

（candgateway.exe）が Windows Softagent ディスカバリ中に Windows 

Management Instrumentation（WMI）サービスで Windows サーバにアク

セスするために使用する認証情報を指定します。 

ローカル システム アカウント 

Windows Softagent ディスカバリ用に現在のホスト システム上で発

行された認証情報を使用します。 

インストール プログラムは、［デスクトップとの対話をサービス

に許可］オプションを使用しません。 

このアカウント 

NDG がドメインの Windows Server 2008 および Vista コンピュータ

を検出する必要がある場合は、Windows ドメイン ユーザ アカウン

トおよび対応するパスワードを指定します。 これらの Windows オ

ペレーティング システムに含まれる WMI サービスでは、管理ドメ

イン ユーザが接続を適切に確立する必要があります。  

注： ［このアカウント］フィールドに指定するユーザ アカウント

の情報については、「Windows オペレーティング システム用の 

WMI アクセス (P. 171)」の「リモート ホストへの NDG リモート ア

クセシビリティ」テーブルを参照してください。 これらのテーブ

ルには、Windows 環境での、WMI を使用するリモート ホスト マシ

ンへの NDG アクセスに関する情報が含まれています。  
 

7. ［ネットワーク ディスカバリ エージェント ポート］ページで、デフォ

ルト ポート（8081）をそのまま使用するか、適切なポート番号を入力

して［次へ］をクリックします。 
 

8. インストール サマリ ページで、サマリ詳細を確認します。 
 

9. （オプション）他のウィザード ページに戻って更新する場合は［前へ］

をクリックします。 
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10. ［インストール］をクリックします。 

インストール処理が開始されます。 完了したら、インストール完了

ページでインストールが成功したことを確認します。 

11. ［完了］をクリックします。 

インストール ウィザードを閉じます。［セットアップ］ウィンドウが

再度表示されます。 CA Configuration Automation サーバ を Linux または 

UNIX オペレーティング システムにインストールしている場合を除き、

［セットアップ］ウィンドウから他の必要なコンポーネントもインス

トールできます。 
 

ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイを手動または自動的に

インストールする 

Windows のコマンド ウィンドウから CA NDG（ネットワーク ディスカバリ 

ゲートウェイ）を自動的にインストールできます。 自動的なインストー

ルでは、install.properties と呼ばれる応答ファイルを作成するために、まず

レコード モードで NDG インストール プログラムを対話形式で実行する

必要があります。 このファイルには、インストール プログラム プロンプ

トにユーザの応答が保存され、その後に続くインストール中に、インス

トール プログラムに情報が提供されます。 
 

コマンド ラインから NDG をインストールして install.properties ファイルを作成す

る方法 

1. http://www.winpcap.org/ から WinPcap をダウンロードおよびインス

トールします。 

2. コマンド ウィンドウを開きます。 
 

3. コマンド ウィンドウを開き、インストール メディアの以下の場所に移

動します。 

dvd1¥NDG 
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4. 以下のコマンドを使用してインストール プログラムを開始します。 

installndg.exe -r c:¥<ファイルへのパス>¥install.properties 

指定されたディレクトリに installer.properties ファイルが作成され、イ

ンストール プログラムが開始し、［はじめに］ページ（必要なソフト

ウェアが検出されない場合は［見つからない前提条件コンポーネン

ト:］ページ）が表示されます。  

5. インストール プログラム プロンプトに応答します。 

入力したデータを使用して NDG がインストールされます。 このデータ

も、今後使用できるように install.properties ファイルに記録されます。  
 

install.properties ファイルを使用して NDG を自動的にインストールする方法  

1. http://www.winpcap.org/ から WinPcap をダウンロードおよびインス

トールします。 

2. 以下のコマンドを使用してインストール プログラムを開始します。 

installndg.exe -i silent -f c:¥<ファイルへのパス>¥install.properties 

インストール プログラムが開始し、その後指定されたディレクトリ内

で install.properties ファイルを検索します。 ファイルが見つかると、イ

ンストール プログラムに必要な値が提供されます。 
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注: 

■ CA ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイがインストールされてい

るかどうかを確認するには、以下のレジストリ エントリをクエリしま

す。 

[HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Microsoft¥Windows¥CurrentVersion¥Uninstall¥CA 

Network Discovery Gateway]"UninstallString"="¥"C:¥¥Program 

Files¥¥CA¥¥SharedComponents¥¥Network Discovery Gateway¥¥Uninstall¥¥Uninstall 

CA Network Discovery Gateway.exe¥"" 

キーが見つかった場合、CA ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイ

はインストールされています。 

■ コマンド ラインの自動的なアンインストールは、上記の箇条書きの 

UninstallString レジストリ エントリで定義されています。 

デフォルトでは、このエントリでは、インストール プログラムが使用

したモードと同じモードで実行されます（つまり、インストールが自

動で実行された場合、アンインストールも自動です）。 

■ プログラムが確実に自動的にアンインストールされるようにするには、

レジストリから読み取られた文字列に、-i silent パラメータを追加しま

す。 例： 

"C:¥Program Files¥CA¥SharedComponents¥Network Discovery 
Gateway¥Uninstall¥Uninstall CA Network Discovery Gateway.exe" -i silent 
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第 4 章： CA Configuration Automation サー

バ のインストール 
 

この章では、サポートされているすべてのプラットフォームに CA 

Configuration Automation サーバ ソフトウェアをインストールする方法に

ついて説明します。 この章には以下のセクションがあります。 

■ インストールのガイドラインおよび注記 (P. 29) 

■ Windows への CA Configuration Automation サーバ のインストール (P. 

31) 

■ Solaris または Linux への CA Configuration Automation サーバ のインス

トール (P. 39) 

■ CA Configuration Automation サーバ のサイレント インストール (P. 56) 

■ インストール ログ ファイル (P. 60) 

注：  インストールの前にリリース ノートを読んで、CA Configuration 

Automation サーバ のインストールにおけるリリース固有の情報、システ

ム要件、およびサポートされる環境について確認してください。 

インストール中に問題が発生する場合は、「インストールのトラブル

シューティング (P. 147)」を参照してください。 
 

インストールのガイドラインおよび注記 

このセクションには、CA Configuration Automation サーバ ソフトウェアを

インストールする前に知っておくべき一般的なガイドラインおよび注記

が記載されています。 
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推奨されるインストール ディレクトリの使用 

CA Configuration Automation ソフトウェアは、デフォルトのターゲット イ

ンストール ディレクトリにインストールすることを推奨します。 推奨さ

れるデフォルト以外のディレクトリにソフトウェアをインストールする

場合は、尐なくとも CA Configuration Automation サーバ および CA 

Configuration Automation エージェントを別のサブディレクトリにインス

トールしてください。 

また、UNIX プラットフォームに CA Configuration Automation ソフトウェア

をインストールする場合は、標準的なディレクトリ命名規則に従ってくだ

さい（たとえば空白文字や特殊文字を使用しないでください）。 
 

複数サーバ インストールにおける一意のポート番号の使用 

同一のサーバ上で複数の CA Configuration Automation サーバ を実行するこ

とを計画している場合は、それぞれのインストールにおいて CA 

Configuration Automation ポート番号および AJP ポート番号を一意に構成

する必要があります。 
 

ネットワーク マウント ドライブへのインストール 

セキュリティ上の理由によって、Windows サービスはネットワーク マウ

ント ドライブへのアクセス権を持っていません。 CA Configuration 

Automation サーバ は Windows サービスとしてインストールされます。し

たがって、ネットワーク マウント ドライブへのインストールはサポート

されません。  
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Windows への CA Configuration Automation サーバ のインストー

ル 

インストール ウィザードを使用して、CA Configuration Automation サーバ 

ソフトウェアをサポート対象の Microsoft Windows オペレーティング シス

テムにインストールすることができます。 

注： Administrator ユーザ、または管理者権限を持つユーザとしてログイン

する必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation インストール メディアの dvd1 フォルダに

ある setup.exe をダブルクリックします。 

CA CCA セットアップのウィンドウが表示されます。 

2. ［CA CA Configuration Automation サーバ インストール ウィザードを実

行］リンクをクリックします。 

初期ページが表示されます。 
 

3. ［次へ］をクリックします。 
 

4. ［使用許諾契約］ページで、使用許諾契約を確認し、［使用許諾契約

の条項に同意する］を選択して［次へ］をクリックします。 
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5. ［サーバ タイプ］ページで以下のいずれかのオプションを選択し、

［次へ］をクリックします。 

標準サーバ 

単一の CA Configuration Automation サーバ インスタンスをインス

トールする場合に指定します。 

テナント マスタ 

マスタ CA Configuration Automation サーバ インスタンスをインス

トールする場合に指定します。 マスタ インスタンスは、マスタ テ

ナントや他のテナント上のデータに対するアクセスや管理ができ

ない複数のテナント インスタンスをホストできます。 

テナント 

CA Configuration Automation のテナント インスタンスをインストー

ルする場合に指定します。 各テナントは、マスタ CA Configuration 

Automation サーバ にアクセスします。 Tenant を選択した場合は、

以下のフィールドに入力します。 

テナント名 

テナント組織名を定義します。 

マスタ サーバ名 

指定されたテナントが接続するマスタ CA Configuration 

Automation サーバ インスタンスの名前を定義します。  
 

マスタ ポート番号 

マスタの CA Configuration Automation サーバ インスタンスのリ

スニング ポートを定義します。 

デフォルト： 8080 
 

マスタ ユーザ 

マスタ CA Configuration Automation サーバ インスタンス上の管

理者のユーザ名を定義します。 

デフォルト： ccaadmin 

マスタ ユーザ パスワード 

指定したマスタ ユーザに関連付けられるパスワードを定義し

ます。 
 

 



Windows への CA Configuration Automation サーバ のインストール 

 

第 4 章： CA Configuration Automation サーバ のインストール  33  
 

6. ［インストーラ フォルダの選択］ページで以下のいずれかのアクショ

ンを実行します。 

■ （推奨）［次へ］をクリックしてデフォルトのインストール場所

を選択します。 

■ 別のインストール場所を入力します。 指定したフォルダが存在し

ない場合は、インストール ウィザードによってそのフォルダが作

成されます。 

■ ［選択］をクリックし、CA Configuration Automation サーバ インス

トール場所を選択します。 

デフォルト以外のインストール場所を指定する場合は、場所にはドラ

イブ文字およびフォルダ名を含める必要があります（たとえば C:¥CA）。 

ドライブのルート レベル（たとえば C:¥）に CA Configuration Automation 

をインストールすることはできません。 

デフォルト： C:¥Program Files¥CA¥CA Configuration Automation サーバ 
 

7. ［Windows サービス設定］ページで、CA Configuration Automation サー

バ サービスと関連付けるアカウントを以下から 1 つ選択し、［次へ］

をクリックします。 

ローカル システム アカウント 

Windows Softagent ディスカバリ用に現在のホスト システム上で発

行された認証情報を定義します。  

このアカウント 

CA Configuration Automation サーバ サービスに関連付けるユーザ名

およびパスワードを定義します。 
 

8. ［データベース サーバ］ページで、以下のフィールドに入力し、次に、

［次へ］をクリックします。 

データベース タイプ 

CA Configuration Automation データベース に使用されるデータベー

スのタイプを定義します。 

サーバ名 

CA Configuration Automation データベース サーバの名前または IP 

アドレスを定義します。 

アプリケーションでは、IPv6 アドレスに対して最大拡張形式およ

び最大圧縮形式のアドレスがサポートされています。 リンクの

ローカル IPv6 アドレスはサポートされていません。 
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ポート番号 

データベースのリスニング ポート番号を定義します。 デフォルト

をそのまま使用するか、またはデータベース ソフトウェアをイン

ストールしたときに、ベンダーが推奨するデフォルトのポート番

号を使用しなかった場合は別のポート番号を入力します。- 

デフォルト 

■ Microsoft SQL Server： 1433 

■ Oracle： 1521 

インスタンス名 

（Microsoft SQL Server のみ）データベース インスタンス名を定義

します。 
 

9. ［データベース情報］ページで、以下のフィールドに入力し、［次へ］

をクリックします。 

データベース アクション 

以下のいずれかのアクションを指定します。  

■ データベースおよびユーザの作成 

■ データベースの作成 

■ 既存のデータベースを使用 

データベース管理者 

データベース管理者の名前を定義します。 以下のいずれかのアク

ションを実行します。 

■ デフォルトの管理者名（system または sa）を使用します。 

  注：  Oracle データベースでは、デフォルトのデータベース管理

者（system）を使用しないでください。 Oracle データベース管

理者の場合、CA Configuration Automation オブジェクトは管理者

のテーブルスペースに作成されます。system 管理者テーブルス

ペースにはユーザ オブジェクトを含めることができません。 

■ データベース インスタンスを作成する権限を持つデータベー

ス管理者ユーザの名前を入力します。  

  注： このオプションは、インスタンスを作成している場合にの

み表示されます。 
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データベース管理者パスワード 

前のフィールドで指定したデータベース管理者ユーザに関連付け

られるパスワードを定義します。 

注： このオプションは、インスタンスを作成している場合にのみ表

示されます。 
 

データベース名 

CA Configuration Automation データベース のスキーマを作成または

更新する権限を持つデータベース名を定義します。 
 

データベース ユーザ 

データベース ユーザ名を定義します。 
 

データベース ユーザ パスワード 

指定した CA Configuration Automation データベース ユーザに関連

付けられるパスワードを定義します。 ［パスワードの再入力］

フィールドにパスワードを再度入力します。 
 

Oracle SID 

（Oracle のみ） Oracle データベース システム識別子（インスタン

ス名）を定義します。  

パーティション テーブルを使用（Enterprise Server のみ） 

CCA データベースでパーティション テーブルを使用するように指

定します。 

注： データベース設定を変更するには、インストールを完了し、

cca.properties ファイルを編集します（「データベースのプロパティを

編集 (P. 153)」を参照）。 

（Microsoft SQL Server のみ） CA Configuration Automation サーバ が SQL 

クエリ内の正規表現を実装するために SQL Server の CLR 関数を使用し

ていることを示す警告が表示されます。 
 

10. グローバルの CLR 有効フラグが設定されていることを確認し、［はい］

をクリックします。 

［Web サーバ構成］ページが開き、サービス名が表示されます。 サー

ビス構成により、WMI ディスカバリが適切に動作します。 Service 

Control Manager を使用して、サービスを実行するユーザ アカウントを

変更できます。 
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11. 以下のフィールドに記入して、［次へ］をクリックします。 

HTTP ポート 

CA Configuration Automation サーバ と通信するために Tomcat が使

用するポートを定義します。 

リダイレクト ポート 

Tomcat がリダイレクト リクエストをリスンするポートを定義し

ます。 

シャットダウン ポート 

Tomcat がシャットダウン リクエストをリスンするポートを定義

します。 
 

12. ［グリッド構成］ページで、以下のフィールドに入力し、［次へ］を

クリックします。 

TCP ベース ポート 

CA Configuration Automation がグリッド プロセス リクエストをリ

スンするポートを定義します。 

TCP ポート範囲 

グリッド リクエストの処理で使用可能なポートの範囲をベース 

ポートとの相対で定義します。 
 

13. ［ブループリント インポート］ページで、インストールするコンポー

ネント ブループリントのタイプを選択し、［次へ］をクリックします。 

標準ブループリント  

CA Configuration Automation コンポーネント ブループリントがこれ

まで提供してきた詳細の構成管理を提供します。 

軽量ブループリント  

ソフトウェア コンポーネントおよびそれらの関係を検出するため

のエンジンとして CA Configuration Automation を使用している 

CA CMDB のユーザ向けです。 

軽量コンポーネント ブループリントは、CA CMDB のユーザにとっ

て有用なデータの検出のみを行うことによって、パフォーマンス

と拡張性を向上させます。 軽量コンポーネント ブループリントに

は、ファイル、レジストリ エントリ、および構成データは通常含

まれていません。 ディスカバリ パラメータと、CA CMDB にエクス

ポートされるデータ（CI、属性、関係）は含まれます。 

［通知構成］画面が表示されます。 
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14. ［通知構成］ページで、以下のフィールドに入力し、［次へ］をクリッ

クします。 

メール サーバ 

メール サーバ名を定義します。 

メール差出人アドレス 

システムが生成する通知電子メールに表示される電子メール アド

レスを定義します。 

デフォルト： ccaserver@noreply.serverName.domainName 
 

15. ［CA Embedded Entitlements Manager 設定］ページで、以下のフィール

ドに入力し、［次へ］をクリックします。 

サーバ名 

CA EEM サーバの名前を定義します。 この名前は、EEM サーバのイ

ンストール中に入力された名前に一致する必要があります。 名前

が一致しない場合、CA Configuration Automation サーバ UI の［アク

セス管理］ページを表示できません。 ［アクセス管理］ページは CA 

EEM が CA Configuration Automation サーバ UI に表示される場所で

す。 詳細については、製品ガイドまたはオンライン ヘルプを参照

してください。 

管理者 

CA EEM 管理者ユーザ名を定義します。 
 

管理者パスワード 

指定した管理者に関連付けられるパスワードを定義します。 
 

CCA 管理者 

CA Configuration Automation 管理者ユーザ名を定義します。 

デフォルト： ccaadmin 
 

CCA 管理者パスワード 

指定したユーザ CCA 管理者に関連付けるパスワードを定義します。 

デフォルト： ccaadmin 
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16. ［レポート設定］ページで、以下のフィールドに入力し、［次へ］を

クリックします。 

サーバ名 

<CA Business Intelligence> レポート サーバの名前を定義します。 

ポート 

<CA Business Intelligence> レポート サーバのリスニング ポートを

定義します。  

デフォルト： 6400 
 

管理者 

<CA Business Intelligence> レポート サーバの管理者ユーザ名を定義

します。 

デフォルト： Administrator 
 

管理者パスワード 

指定した管理者に関連付けられるパスワードを定義します。 
 

Web サーバ プロトコル 

Web サーバ プロトコルを定義します。 
 

Web サーバ名 

Web サーバ名を定義します。 
 

Web サーバ ポート 

Web サーバ リクエストを処理するポートを定義します。 
 

17. ［インストール前サマリ］ページで、サマリを確認し、［インストー

ル］をクリックします。 

インストール処理が開始されます。 完了したら、［インストール完了］

ページでインストールが成功したことを確認します。 

18. ［完了］をクリックします。 

インストール ウィザードが閉じます。 
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CA Configuration Automation サーバ が正しくインストールされたことを確

認するための詳細については、以下のトピックを参照してください。 

■ CA Configuration Automation サーバ のインストールの確認 (P. 149) 

■ CA Configuration Automation サーバ へのログイン  (P. 150) 

「Windows への CA Configuration Automation エージェントのインストール 

(P. 65)」の説明に従って、CA Configuration Automation エージェントを CA 

Configuration Automation サーバ ホスト システムにインストールすること

を推奨します。 
 

Solaris または Linux への CA Configuration Automation サーバ の

インストール 

Solaris または Linux に CA Configuration Automation サーバ ソフトウェアを

インストールするには、以下のオプションがあります。 

■ コンソールを使用したインストール (P. 40) 

■ ウィザードを使用したインストール (P. 48) 
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コンソールを使用したインストール 

コンソール モードを使用して、コマンド ラインから CA Configuration 

Automation サーバ を対話形式でインストールできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ターゲット サーバのターゲット インストール ディレクトリへの書き

込み権限を持ち、ソフトウェアのインストールが許可されたユーザと

してログインします。 

2. お使いのオペレーティング システム用のインストール プログラムが

含まれるディレクトリに移動します。 

Linux 

$ cd /dvd1/CCA/Server/Linux 

Solaris 

$ cd /dvd1/CCA/Server/Solaris 

注： このセクション内の残りの例およびプロンプトでは Solaris サーバ

を使用します。 サーバのインストール手順およびプロンプトは Linux 

でも同じです。 
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3. 以下のコマンドを入力します。 

$ ./installserver.bin -i console 

インストール プログラムは、必要なファイルを一時的な作業領域に抽

出することによってインストール プロセスを準備します。 この準備に

は数分間かかる場合があります。 

適切な /tmp 領域が使用可能でない場合、インストール プログラムは

ユーザのホーム ディレクトリ内の領域の使用を試みます。 たとえば、

root としてログインしている場合、インストール プログラムは一時的

な作業領域として / をチェックして使用します。 インストール処理が

正常に完了したら、アプリケーションは一時領域を解放します。 

インストール プログラムは基本的なインストールのナビゲーション

およびキャンセル手順を開始して提供します。 以下の主要な点に注意

してください。 

■ 前の手順に戻るには、「back」と入力します。 

■ インストールをキャンセルするには、「quit」と入力します。 

注： インストールをキャンセルする場合、インストールされたファ

イルは自動的に削除されません。 これらのファイルを削除するに

は、提供されるアンインストーラを使用します。 アンインストー

ラは、手順 7 で指定するターゲット インストール ディレクトリの

中にあります。 
 

4. Enter キーを押してインストールを続行します。 

［使用許諾契約］ページが表示されます。 
 

5. 使用許諾契約の各ページを確認し（サード パーティのソフトウェア ラ

イセンス条項および条件も含む）、Enter キーを押します。 

使用許諾契約の最後に以下のプロンプトが表示されます。 

使用許諾契約の条項に同意しますか? (Y/N) 
 

6. 使用許諾契約に同意してインストール処理を続行するには、Y を入力

します。 

次のプロンプトが表示されます。 

インストール先を指定してください。 

デフォルトのインストール フォルダ： /opt/CA/CCAServer 

絶対パスを入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押してく

ださい。 
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7. 推奨されるデフォルトの場所を使用する場合は Enter キーを押します。

または、CA Configuration Automation サーバ をインストールするディレ

クトリのパスを入力します。 

パス名には、英数字、アンダースコア（ _ ）、スラッシュ（ / ）文字

のみを使用できます。 空白または他の特殊文字を埋め込むことは許可

されていません。 指定したディレクトリが存在しない場合、インス

トール プログラムによって作成されます。 

インストール プログラムは、CA Configuration Automation 構成情報およ

びデータを格納するために使用するデータベースのタイプを指定する

ようにユーザに要求します。 

データベース サーバ 

1- SQL Server 

2- Oracle 

データベース タイプ： 
 

8. 使用するデータベースに対応する数字を入力し、Enter キーを押します。 

インストール プログラムは、データベース タイプの選択を確認し、

データベース サーバ名を指定するようにユーザに要求します。 

データベース タイプ： 1 

サーバ名（デフォルト： localhost）： 
 

9. 以下のいずれかの操作を実行します。 

■ 選択したデータベースがインストールされているサーバ名または 

IP アドレスを入力します。 

■ データベースが CA Configuration Automation サーバ をインストー

ルしているサーバ上にある場合は Enter キーを押します。 

注： アプリケーションでは、IPv6 アドレスに対して最大拡張形式およ

び最大圧縮形式のアドレスがサポートされています。 リンクのローカ

ル IPv6 アドレスはサポートされていません。 

インストール プログラムは、データベース ポート番号またはインスタ

ンス名を定義するようにユーザに要求します。 

ポート番号（デフォルト： 1433）： 

デフォルト：  

SQL Server： 1433 

Oracle： 1521 
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10. 以下のいずれかの操作を実行します。 

■ デフォルトのポートまたはインスタンス名をそのまま使用する場

合は Enter キーを押します 

■ データベース ソフトウェアをインストールしたときにベンダーが

推奨するデフォルトのポート番号を使用しなかった場合は、別の

ポート番号を入力します。 

Oracle データベースを使用している場合、インストール プログラムは

サービス名を指定するようユーザに要求します。 

サービス名（デフォルト： ORCL）： 
 

11. データベース タイプに応じて、以下のいずれかを実行します。 

SQL Server 

デフォルトのインスタンス名をそのまま使用して Enter キーを押

すか、または別の名前を入力して Enter キーを押します。 

Oracle  

デフォルトのサービス名をそのまま使用して Enter キーを押すか、

または別の名前を入力して Enter キーを押します。 

インストール プログラムは、データベース アクションを指定するよう

ユーザに要求します。 

データベース アクション 

1- データベースおよびユーザの作成 

2- データベースの作成 

3- 既存のデータベースを使用 

注：  このインストール プロセス外で CA Configuration Automation デー

タベース ユーザが作成されている場合、そのユーザにデータベースの

作成および接続の権限が付与されていることを確認してください。 該

当する権限がユーザにない場合、インストール処理は失敗します。 
 

12. データベース アクションの数字を入力し、Enter キーを押します。 

インストール プログラムは、データベース管理者ユーザ名を定義する

ようユーザに要求します。 

データベース管理者（デフォルト： sa）： 
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13. データベース管理者のユーザ名を入力するか、デフォルト（SQL Server 

データベースの場合は sa）をそのまま使用する場合は Enter キーを押

します。  

注： Oracle データベースの場合、デフォルトのデータベース管理者

ユーザ名（system）は使用しないでください。 アプリケーションでは 

Oracle データベース管理者のテーブルスペースに CA Configuration 

Automation オブジェクトを作成します。system ユーザ テーブルスペー

スにはユーザ オブジェクトを含めることができません。 

インストール プログラムは、管理者パスワードを指定するようユーザ

に要求します。 

データベース管理者パスワード： 
 

14. 手順 13 で定義したデータベース管理者に関連付けられたパスワード

を入力します。 

■ SQL Server データベースを使用している場合、インストール プログ

ラムはデータベース名を指定するようユーザに要求します。 

データベース名（デフォルト： cca）： 

■ Oracle データベースを使用している場合、インストール プログラ

ムはテーブルスペース名を定義するようユーザに要求します。 

テーブル スペース名（デフォルト： cca）： 
 

15. データベース タイプに応じて、以下のいずれかを実行します。 

SQL Server 

デフォルトのデータベース名をそのまま使用して Enter キーを押

すか、または別の名前を入力して Enter キーを押します。 

Oracle 

デフォルトのテーブルスペース名をそのまま使用して Enter キー

を押すか、または別の名前を入力して Enter キーを押します。 

インストール プログラムは、データベース ユーザ名を指定するよう

ユーザに要求します。 

データベース ユーザ（デフォルト： cca）： 
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16. CA Configuration Automation データベース ユーザ名を入力して Enter 

キーを押すか、またはデフォルトをそのまま使用して Enter キーを押

します。 

インストール プログラムは、データベース ユーザのパスワードを指定

するようユーザに要求します。 

データベース ユーザ パスワード: 
 

17. 手順 16 で指定した CA Configuration Automation データベース ユーザ

に関連付けられたパスワードを入力し、Enter キーを押します。 

インストール プログラムはパスワードを確認するようユーザに要求

します。 

パスワードの再入力： 
 

18. パスワードを再入力し、Enter キーを押します。 

インストール プログラムによって CA Configuration Automation データ

ベース のインスタンスおよびユーザ（必要な場合）が作成され、デー

タベースがロードされ、CA Configuration Automation サーバ 構成ファイ

ルが作成されます。 

注： データベース設定のいずれかを変更するには、インストールを完

了し、cca.properties ファイルを編集します（「データベースのプロパ

ティを編集」を参照）。 
 

19. Tomcat が通信に使用するポート、およびリダイレクトまたはシャット

ダウンのリクエストをリスンするポートを入力して Enter キーを押し

ます。 

Web サーバ設定 

Apache Tomcat は自動的にインストールされます。  使用されるポートを指定し

ます。 

HTTP ポート（デフォルト： 8080）： 

リダイレクト ポート（デフォルト： 8443）： 

シャットダウン ポート（デフォルト： 8005）： 

使用するグリッド構成を入力するプロンプトが表示されます。 
 

20. 以下の情報を入力して Enter キーを押します。 

TCP ベース ポート（デフォルト： 8065）： 

TCP ポート範囲（デフォルト： 15）： 

インストール プログラムは、デフォルトの Network Discovery Gateway 

を構成するようユーザに要求します。 
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21. 以下の情報を入力します。 

Network Discovery Gateway 構成 

Network Discovery Gateway サーバ（デフォルト： localhost.localdomain）： 

Network Discovery Gateway ポート（デフォルト： 8081）： 

インストール プログラムは、インストールするコンポーネント ブルー

プリントのタイプを選択するようユーザに要求します。 
 

22. インストールするコンポーネント ブループリントのタイプを選択し、

Enter キーを押します。 

標準 

CCA コンポーネント ブループリントがこれまで提供してきた詳細

の構成管理を提供します。 

軽量 

ソフトウェア コンポーネントおよびその関係を検出するためのエ

ンジンとして CA Configuration Automation を使用している 

CA CMDB ユーザをサポートします。 

軽量コンポーネント ブループリントは、CA CMDB のユーザにとっ

て有用なデータの検出のみを行うことによって、パフォーマンス

と拡張性を向上させます。 軽量コンポーネント ブループリントに

は、ファイル、レジストリ エントリ、および構成データは通常含

まれていません。 ディスカバリ パラメータと、CA CMDB にエクス

ポートされるデータ（CI、属性、関係）は含まれます。 
 

23. 以下の情報を入力して Enter キーを押します。 

通知構成 

メール サーバ（デフォルト： mail.localdomain）： 

メール差出人アドレス（デフォルト： 

ccaserver@noreply.localhost.localdomain）： 
 

24. 以下の情報を入力して Enter キーを押します。 

CA Embedded Entitlements Manager 設定 

EEM サーバ情報 

サーバ名： 

管理者（デフォルト： eiamadmin）： 

管理者パスワード： 

CCA 管理者ユーザ（デフォルト： ccaadmin）： 

CCA 管理者ユーザ パスワード： 

パスワードの再入力： 
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25. レポート設定情報を入力し Enter キーを押します。 

サーバ名（デフォルト： localhost.localdomain）： 

ポート（デフォルト： 6400）： 

管理者（デフォルト： Administrator）： 

管理者パスワード： 

HTTP サーバ名（デフォルト： localhost.localdomain）： 

HTTP ポート（デフォルト： 8080）： 

26. インストール プログラムにより、CA Configuration Automation サーバ 

を開始するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されます。  

続行してもよろしいですか? 

1- はい 

2- いいえ 

目的の操作に対応した数字を入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter 

キーを押してください。 
 

27. CA Configuration Automation サーバ を開始する場合は Enter キーを押

します（これは「Yes」を意味します）。 

［インストール前サマリ］で、続行する前に以下の情報を確認できま

す。 

製品名： 

CA Configuration Automation サーバ 

インストール フォルダ： 

/opt/CA/CCAServer 

ディスク空き容量情報（インストール先）： 
 

28. Enter キーを押します。 

インストール処理が開始されます。 完了したら、インストール完了

ページでインストールが成功したことを確認します。 

29. Enter キーを押してインストール プログラムを終了します。 
 

CA Configuration Automation サーバ が正しくインストールされたことを確

認するための詳細については、以下のトピックを参照してください。 

■ CA Configuration Automation サーバ のインストールの確認 (P. 149) 

■ CA Configuration Automation サーバ へのログイン (P. 150) 

CA Configuration Automation サーバ をインストールして確認したら、CA 

Configuration Automation エージェントを CA Configuration Automation サー

バ ホスト システムにインストールします。 Linux または UNIX への CA 

Configuration Automation エージェントのインストール (P. 69) 
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ウィザードを使用したインストール 

次の手順に従ってください： 

1. ターゲット サーバのターゲット インストール ディレクトリへの書き

込み権限を持ち、ソフトウェアのインストールが許可されたユーザと

してログインします。 

2. お使いのオペレーティング システムに応じて、CA Configuration 

Automation サーバ インストール プログラムが含まれるディレクトリ

に移動します。 

Linux 

$ cd dvd1/CCA/Server/Linux 

Solaris 

$ cd dvd1/CCA/Server/Solaris 
 

3. 以下のコマンドを入力します。 

$ ./installserver.bin 

インストール プログラムは、必要なファイルを一時的な作業領域に抽

出することによってインストール プロセスを準備します。 この準備に

は数分間かかる場合があります。 

適切な /tmp 領域が使用可能でない場合、インストール プログラムは

ユーザのホーム ディレクトリ内の領域の使用を試みます。 たとえば、

root としてログインしている場合、インストール プログラムは一時的

な作業領域として / をチェックして使用します。 インストール処理が

正常に完了したら、アプリケーションは一時領域を解放します。 

インストール ウィザードが開始され、［はじめに］が表示されます。 
 

4. ［はじめに］画面を読み、［次へ］をクリックします。 

注： インストールをキャンセルした場合、インストールされたファイ

ルは自動的に削除されません。 これらのファイルをアンインストール

するには、提供されるアンインストーラを使用します。 アンインス

トーラは、手順 7 で指定したターゲット インストール ディレクトリ内

にあります。 
 

5. ［使用許諾契約］ページで、使用許諾契約を確認し、［使用許諾契約

の条項に同意する］を選択して［次へ］をクリックします。 
 

6. ［重要情報］ページで、著作権およびソフトウェア用途情報を確認し、

［次へ］をクリックします。 
 



Solaris または Linux への CA Configuration Automation サーバ のインストール 

 

第 4 章： CA Configuration Automation サーバ のインストール  49  
 

7. ［インストール場所の選択］ページで以下のいずれかのアクションを

実行します。 

■ 推奨されたデフォルトのインストール場所（/opt/CA/CCAServer）を

そのまま使用し、［次へ］をクリックします。 

■ 別のインストール場所を入力します。 

■ ［選択］をクリックし、CA Configuration Automation サーバ インス

トール場所を選択します。 

UNIX ベースのシステムでは、パス名に使用できる文字は英数字、アン

ダースコア（ _ ）、およびスラッシュ（ / ）のみです（空白文字や他

の特殊文字は使用できません）。 指定したディレクトリが存在しない

場合は、インストール ウィザードによって、ディレクトリが作成され

ます。 

［データベース サーバ］画面が表示されます。 
 

8. ［データベース サーバ］ページで、以下のフィールドに入力し、次に、

［次へ］をクリックします。 

データベース タイプ 

CA Configuration Automation データベース に使用されるデータベー

スのタイプを定義します。 

サーバ名 

CA Configuration Automation データベース サーバの名前または IP 

アドレスを定義します。 

アプリケーションでは、IPv6 アドレスに対して最大拡張形式およ

び最大圧縮形式のアドレスがサポートされています。 リンクの

ローカル IPv6 アドレスはサポートされていません。 
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ポート番号 

データベースのリスニング ポート番号を定義します。 デフォルト

をそのまま使用するか、またはデータベース ソフトウェアをイン

ストールしたときに、ベンダーが推奨するデフォルトのポート番

号を使用しなかった場合は別のポート番号を入力します。- 

デフォルト 

■ Microsoft SQL Server： 1433 

■ Oracle： 1521 

インスタンス名 

（Microsoft SQL Server のみ）データベース インスタンス名を定義

します。 
 

9. ［データベース情報］ページで、以下のフィールドに入力し、［次へ］

をクリックします。 

データベース アクション 

以下のいずれかのアクションを指定します。  

■ データベースおよびユーザの作成 

■ データベースの作成 

■ 既存のデータベースを使用 

データベース管理者 

データベース管理者の名前を定義します。 以下のいずれかのアク

ションを実行します。 

■ デフォルトの管理者名（system または sa）を使用します。 

  注：  Oracle データベースでは、デフォルトのデータベース管理

者（system）を使用しないでください。 Oracle データベース管

理者の場合、CA Configuration Automation オブジェクトは管理者

のテーブルスペースに作成されます。system 管理者テーブルス

ペースにはユーザ オブジェクトを含めることができません。 

■ データベース インスタンスを作成する権限を持つデータベー

ス管理者ユーザの名前を入力します。 

  注： このオプションは、インスタンスを作成している場合にの

み表示されます。 
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データベース管理者パスワード 

前のフィールドで指定したデータベース管理者ユーザに関連付け

られるパスワードを定義します。  

注： このオプションは、インスタンスを作成している場合にのみ表

示されます。 
 

データベース名 

CA Configuration Automation データベース のスキーマを作成または

更新する権限を持つユーザ名を定義します。 
 

データベース ユーザ 

データベース ユーザ名を定義します。 
 

データベース ユーザ パスワード 

指定した CA Configuration Automation データベース ユーザに関連

付けられるパスワードを定義します。 ［パスワードの再入力］

フィールドにパスワードを再度入力します。 
 

Oracle SID 

（Oracle のみ） Oracle データベース システム識別子（インスタン

ス名）を定義します。  

注： データベース設定を変更するには、インストールを完了し、

cca.properties ファイルを編集します（「データベースのプロパティ

を編集 (P. 153)」を参照）。 

（Microsoft SQL Server のみ） CA Configuration Automation サーバ が 

SQL クエリ内の正規表現を実装するために SQL Server の CLR 関数

を使用していることを示す警告が表示されます。 
 

10. グローバルの CLR 有効フラグが設定されていることを確認し、［はい］

をクリックします。 
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11. ［Web サーバ構成］ページで、以下のフィールドに入力し、［次へ］

をクリックします。 

HTTP ポート 

CA Configuration Automation サーバ と通信するために Tomcat が使

用するポートを定義します。 

リダイレクト ポート 

Tomcat がリダイレクト リクエストをリスンするポートを定義し

ます。 

シャットダウン ポート 

Tomcat がシャットダウン リクエストをリスンするポートを定義

します。 
 

12. ［グリッド構成］ページで、以下のフィールドに入力し、［次へ］を

クリックします。 

TCP ベース ポート 

CA Configuration Automation がグリッド プロセス リクエストをリ

スンするポートを定義します。 

TCP ポート範囲 

グリッド リクエストの処理で使用可能なポートの範囲をベース 

ポートとの相対で定義します。 
 

13. ［ブループリント インポート］ページで、インストールするコンポー

ネント ブループリントのタイプを選択し、［次へ］をクリックします。 

標準ブループリント  

CA Configuration Automation コンポーネント ブループリントがこれ

まで提供してきた詳細の構成管理を提供します。 

軽量ブループリント  

ソフトウェア コンポーネントおよびそれらの関係を検出するため

のエンジンとして CA Configuration Automation を使用している 

CA CMDB のユーザ向けです。 

軽量コンポーネント ブループリントは、CA CMDB のユーザにとっ

て有用なデータの検出のみを行うことによって、パフォーマンス

と拡張性を向上させます。 軽量コンポーネント ブループリントに

は、ファイル、レジストリ エントリ、および構成データは通常含

まれていません。 ディスカバリ パラメータと、CA CMDB にエクス

ポートされるデータ（CI、属性、関係）は含まれます。 
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14. ［通知構成］ページで、以下のフィールドに入力し、［次へ］をクリッ

クします。 

メール サーバ 

メール サーバ名を定義します。 

メール差出人アドレス 

システムが生成する通知電子メールに表示される電子メール アド

レスを定義します。 

デフォルト： ccaserver@noreply.serverName.domainName 
 

15. ［CA Embedded Entitlements Manager 設定］ページで、以下のフィール

ドに入力し、［次へ］をクリックします。 

サーバ名 

CA EEM サーバの名前を定義します。 この名前は、EEM サーバのイ

ンストール中に入力された名前に一致する必要があります。 名前

が一致しない場合、CA Configuration Automation サーバ UI の［アク

セス管理］ページを表示できません。 ［アクセス管理］ページは CA 

EEM が CA Configuration Automation サーバ UI に表示される場所で

す。 詳細については、製品ガイドまたはオンライン ヘルプを参照

してください。 

管理者 

CA EEM 管理者ユーザ名を定義します。 
 

管理者パスワード 

指定した管理者に関連付けられるパスワードを定義します。 
 

CCA 管理者 

CA Configuration Automation 管理者ユーザ名を定義します。 

デフォルト： ccaadmin 
 

CCA 管理者パスワード 

指定したユーザ CCA 管理者に関連付けるパスワードを定義します。 

デフォルト： ccaadmin 
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16. ［レポート設定］ページで、以下のフィールドに入力し、［次へ］を

クリックします。 

サーバ名 

<CA Business Intelligence> レポート サーバの名前を定義します。 

ポート 

<CA Business Intelligence> レポート サーバのリスニング ポートを

定義します。  

デフォルト： 6400 
 

管理者 

<CA Business Intelligence> レポート サーバの管理者ユーザ名を定義

します。 

デフォルト： Administrator 

管理者パスワード 

指定した管理者に関連付けられるパスワードを定義します。 
 

HTTP サーバ名 

HTTP リクエストを処理するサーバを定義します。 

デフォルト： <local_host_name> 

HTTP ポート 

HTTP リクエストを処理するポートを定義します。 
 

17. ［インストール前サマリ］ページで、サマリを確認し、［インストー

ル］をクリックします。 

インストール プログラムによって、インストール ディスクに十分な容

量があるかチェックされます。必要なディスク容量、およびディスク

の空き容量に関するサマリが、インストール前のサマリに表示されま

す。 

必要なファイルがターゲット サーバにコピーされると、ウィザードに

はインストールの進捗状況が表示され、終了すると通知されます。 

［インストール完了］ページでインストールが成功したことを確認し

ます。 

18. ［完了］をクリックします。 

インストール ウィザードが閉じます。 
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CA Configuration Automation サーバ が正しくインストールされたことを確

認するための詳細については、以下のトピックを参照してください。 

■ CA Configuration Automation サーバ のインストールの確認 (P. 149) 

■ CA Configuration Automation サーバ へのログイン  (P. 150) 

「Windows への CA Configuration Automation エージェントのインストール 

(P. 65)」の説明に従って、CA Configuration Automation エージェントを CA 

Configuration Automation サーバ ホスト システムにインストールすること

を推奨します。 
 

コマンドライン インターフェースによるインストール 

CA Configuration Automation には、特定のサーバ関連およびサービス関連の

操作をコマンドライン プロンプトから実行するためのコマンドライン イ

ンターフェース（CLI）が用意されています。  

このコマンドライン ユーティリティは ccautil と呼ばれます （Windows で

は ccautil.bat、Linux および UNIX では ccautil.sh）。 ccautil は、CA Configuration 

Automation サーバ のインストール時に bin ディレクトリに自動でインス

トールされます。 デフォルトの CA Configuration Automation サーバ インス

トール ディレクトリを選択した場合、ccautil は以下のいずれかのディレク

トリにあります。 

■ C:¥Program Files¥CA¥CCA Server¥bin 

■ /opt/CA/CCAServer/bin 
 

この場所から ccautil を実行することができます（「製品ガイド」の付録「コ

マンド ライン インターフェースの使用」を参照）。また、CA Configuration 

Automation サーバ でサポートされている任意のプラットフォームのリ

モート コンピュータにこのユーティリティをコピーすることもできます。 

プラットフォームおよびバージョンのサポートの詳細については、リリー
ス ノートを参照してください。 
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リモート コンピュータに ccautil をインストールする方法 

1. CA Configuration Automation サーバ ホストの bin ディレクトリからリ

モート コンピュータに ccautil.bat または ccautil.sh ファイルをコピー

します。 

2. CA Configuration Automation サーバ ホストからリモート コンピュータ

に sdk ディレクトリおよびその内容をコピーします。 

注： caacm-api.jar および他のすべてのオープンソース ユーティリティ

の .jar ファイルは、<install_directory>¥sdk¥lib ディレクトリ内に残して

おく必要があります。 
 

3. ccautil.bat または ccautil.sh ファイル内の CCA_UTIL_HOME 変数の値を、

リモート コンピュータの sdk ディレクトリを指すように変更します。 

4. ccautil.bat または ccautil.sh ファイル内の TEMP_JAVA_HOME 変数の値

を、リモート コンピュータの Java または JRE のホームを指すように変

更します。 

これで、ccautil コマンドライン ユーティリティはリモート コンピュー

タにインストールされ、構成されました。  

注： CLI を使用する前に、ブラウザベースの CA Configuration Automation 

のユーザ インターフェースに尐なくとも 1 回はログインし、ユーザ認

証情報を認証する必要があります。 
 

CA Configuration Automation サーバ またはグリッド ノードのサイ

レント インストール 

CA Configuration Automation サーバ またはグリッド ノードは、Linux または 

UNIX のコマンド ライン、または Windows コマンド ウィンドウからサイレ

ント インストールすることができます。 サイレント インストール プロセ

スでは、まず CA Configuration Automation サーバ またはグリッド ノード イ

ンストール プログラムがレコード モードで対話的に実行されている必要

があります。 インストール プロセスを記録すると、installer.properties と

いう名前の応答ファイルが作成されます。 記録の過程で、インストール プ

ログラムへのユーザの入力内容がこのファイルに保存され、CA 

Configuration Automation サーバ の以降のインストールにおいては、その情

報がインストール プログラムに提供されます。 
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CA Configuration Automation サーバ またはグリッド ノードのインストールおよび 

installer.properties ファイルの作成 

次の手順に従ってください： 

1. コマンド ウィンドウを開き、インストール メディアの以下のいずれか

の場所に移動します。 

■ dvd1¥CCA¥Server¥Linux 

■ dvd1¥CCA¥Server¥Solaris 

■ dvd1¥CCA¥Server¥Windows 

■ dvd1¥CCA¥Gridnode¥Linux 

■ dvd1¥CCA¥Gridnode¥Solaris 

■ dvd1¥CCA¥Gridnode¥Windows 

2. 以下のいずれかのコマンドを使用してインストール プログラムを起

動します。 

64 ビット Linux および Windows のみ 

installserver64.bin -r  

32 ビット Linux、Solaris および Windows 

installserver.exe -r 

64 ビット Linux および Windows のみ 

installgridnode64.bin -r 

32 ビット Linux、Solaris および Windows 

installgridnode.exe -r 

注： -r パラメータを使用すると、installserver コマンドを実行したディ

レクトリ内に installer.properties ファイルが作成されます。 別の場所に

ファイルを作成するか、別のファイル名を使用するには、-r パラメー

タの後にファイル名およびパスを入力します。 例： 

installserver.exe -r c:¥temp¥ccaserver_install.properties 

CA Configuration Automation サーバ インストール プログラムが開始さ

れ、［はじめに］ページが表示されます（必要なソフトウェアが検出

されない場合は［見つからない前提条件コンポーネント］ページが表

示されます）。  

3. 以下のいずれかのセクションの説明に従ってプロンプトに応答します。 
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■ Windows への CA Configuration Automation サーバ のインストール 
(P. 31) 

■ Solaris または Linux への CA Configuration Automation サーバ のイン

ストール (P. 39) 

■ Windows へのグリッド ノードのインストール (P. 92) 

■ Solaris または Linux へのグリッド ノードのインストール (P. 96) 

インストール プログラムは、CA Configuration Automation サーバ また

はグリッド ノードのインストールでユーザが入力した情報を使用し

ます。 この情報は installer.properties と呼ばれる応答ファイルにも記録

されます。 このファイルは、installserver コマンドを実行したディレク

トリ、またはユーザが指定したディレクトリに作成されます。 
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CA Configuration Automation サーバ またはグリッド ノードのサイレント インストー

ルでの installer.properties の使用 

次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation サーバ またはグリッド ノードのインス

トール プログラムが置かれているディレクトリに installer.properties 

ファイルをコピーします。 

たとえば、CA Configuration Automation メディア上にディレクトリ構造

を複製した場合は、以下のいずれかの場所に installer.properties ファイ

ルをコピーします。 

■ dvd1¥CCA¥Server¥Linux 

■ dvd1¥CCA¥Server¥Solaris 

■ dvd1¥CCA¥Server¥Windows 

■ dvd1¥CCA¥Gridnode¥Linux 

■ dvd1¥CCA¥Gridnode¥Solaris 

■ dvd1¥CCA¥Gridnode¥Windows 

2. 以下のいずれかのコマンドを使用してインストール プログラムを起

動します。 

■ installserver.exe -i silent 

■ installserver64.exe -i silent 

■ installserver.bin -i silent 

■ installserver64.bin -i silent 

■ installgridnode.exe -i silent 

■ installgridnode64.exe -i silent 

■ installgridnode.bin -i silent 

■ installgridnode64.bin -i silent 

注： インストール プログラムによって別の場所または別のファイル名

が検索されるようにするには、-f パラメータを使用します。 例： 

installserver.exe -i silent -f 

c:¥temp¥ccaserver_install.properties 
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CA Configuration Automation サーバ またはグリッド ノードのインス

トール プログラムが開始され、現在のディレクトリまたは指定した

ディレクトリ内で installer.properties ファイルが検索されます。 インス

トール プログラムがファイルを見つけると、インストール中に使用さ

れるプロパティ値は、そのファイルを使用して入力されます。 
 

インストール ログ ファイル 

CA Configuration Automation エージェントおよび CA Configuration 

Automation サーバ の各インストール プログラムでは、インストールの概

要が記録された包括的なログ ファイルが作成されます。 

■ 推奨されるデフォルトの場所を使用して CA Configuration Automation 

サーバ をインストールした場合、インストール ログ ファイル 

install.log が以下のディレクトリに作成されます。 

■ UNIX の場合： /opt/CA/CCAServer/logs 

■ Windows の場合： ¥Program Files¥CA¥CCA Server¥logs 

■ 推奨されるデフォルトの場所を使用して CA Configuration Automation 

エージェントをインストールした場合、インストール ログ ファイル 

agent.log が以下のディレクトリに作成されます。 

■ UNIX の場合： /opt/CA/CCAAgent/logs 

■ Windows の場合： ¥Program Files¥CA¥CA Configuration Automation 
Agent¥logs 

 

インストール ログ ファイルには、サマリの詳細に加えて、作成されたディ

レクトリ、インストールされたファイル、作成されたレジストリ エント

リ、および開始された Windows サービスまたは UNIX デーモンの一覧が記

録されます。 

注：  インストール プログラムは、インストール手順を追跡するために内部

で使用される inst.log という名前の一時ログ ファイルも生成します。 イン

ストールの問題のトラブルシューティングを行う際には、InstallLog.log 

ファイルのみを参照してください。 
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CA Configuration Automation サーバ のログ ファイル 

CA Configuration Automation サーバ は、cca.log という名前のファイルにエ

ラー メッセージのログを記録します。 このファイルは CA Configuration 

Automation サーバ のインストール ディレクトリの下の logs ディレクトリ

に保存されます。 推奨されるデフォルトの場所を使用している場合は、

cca.log は以下のいずれかのディレクトリに置かれます。  

■ UNIX の場合： /opt/CA/CCAServer/logs 

■ Windows の場合：  ¥Program Files¥CA¥CCA Server¥logs 
 

log4j.properties ファイルは、CA Configuration Automation サーバ の構成ファ

イルの名前、その最大サイズ、およびログに記録されるメッセージの種類

（エラー、警告、情報）を制御します。   詳細については、「ログ構成ファ

イル」を参照してください。 
 

CCA エージェントのログ ファイル 

デフォルトでは、CA Configuration Automation エージェント関連のエラー 

メッセージは agent.log という名前のログ ファイルに記録されます。 

CA Configuration Automation エージェントのログ ファイルはベース インス

トール ディレクトリにあります。 推奨されるデフォルトの場所を使用し

て CA Configuration Automation エージェントをインストールした場合、

agent.log は以下のディレクトリに作成されます。 

■ UNIX の場合： /opt/CA/CCAAgent/logs 

■ Windows の場合： ¥Program Files¥CA¥CA Configuration Automation 
Agent¥logs 

agent.conf ファイルは、CA Configuration Automation エージェントのログ 

ファイルの名前、および記録されるエージェントのエラーとメッセージ情

報の量とレベルを制御します。  詳細については、「CA Configuration 

Automation エージェント構成ファイル (P. 86)」を参照してください。 
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第 5 章： CCA エージェントのインストール 
 

この章では、CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアをイ

ンストールする方法について説明します。 

CA Configuration Automation サーバ ホスト システム、および CA 

Configuration Automation によってサービスの検出と管理を行うユーザの

企業内の他のサーバに CA Configuration Automation をインストールします。 

注：  

■ エージェントレス サーバ ディスカバリは企業内でインベントリを行

うのに適しており、CA Configuration Automation エージェントをインス

トールする対象を決定するのに役立てることができます。 ただし、

エージェントレス サーバ上でのコンポーネント エレメント ディスカ

バリは、CA Configuration Automation を使用した実際のコンポーネント

管理ほど包括的なものではありません。 

■ CA Configuration Automation ユーザ インターフェースから、［サーバ］

タブの［エージェントのインストール］オプションを使用して CA 

Configuration Automation エージェントを直接インストールすることも

できます。 詳細については、CA Configuration Automation のオンライン 

ヘルプを参照してください。 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

インストールのガイドラインおよび注記 (P. 64) 

Windows への CCA エージェントのインストール (P. 65) 

Linux または UNIX への CCA エージェントのインストール (P. 69) 

エージェントのサイレント インストール (P. 80) 

CCA エージェントの構成ファイル (P. 86) 
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インストールのガイドラインおよび注記 

このセクションには、CA Configuration Automation エージェント ソフト

ウェアをインストールする前に理解しておく必要のある一般的なガイド

ラインおよび注記が記載されています。 

注：  インストールの前に、CA Configuration Automation リリース ノートを

読んでください。 このドキュメントにはリリース固有の情報が記載され

ています。また、CA Configuration Automation エージェントのインストール

におけるシステム要件およびサポートされる環境について説明していま

す。 事前に CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアをイン

ストールしている場合は、「CA Configuration Automation ソフトウェアの

アップグレード」の手順に従ってください。 
 

推奨されるインストール ディレクトリ 

CA Configuration Automation ソフトウェアは、デフォルトのターゲット イ

ンストール ディレクトリにインストールすることを推奨します。 推奨さ

れるデフォルト以外のディレクトリにソフトウェアをインストールする

場合は、尐なくとも CA Configuration Automation サーバ および CA 

Configuration Automation エージェントを別のサブディレクトリにインス

トールしてください。 

また、Linux または UNIX プラットフォームに CCA ソフトウェアをインス

トールする場合は、標準的なディレクトリ命名規則に従ってください（た

とえば空白文字や特殊文字を使用しないでください）。 
 

UNIX ベースのエージェントのインストールと実行は root で行う 

UNIX ベースの CA Configuration Automation エージェントを CA 

Configuration Automation の実稼働環境にインストールして実行するには、

root で行ってください。 このソフトウェアの評価やテストは他のユーザで

行うことも可能ですが、エージェントを root ユーザとして実行していない

場合、主要なオペレーティング システムのコンポーネント ブループリン

ト構成実行可能ファイルおよびマクロが失敗する可能性があります。 
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Windows への CCA エージェントのインストール 

Microsoft Windows オペレーティング システムに CA Configuration 

Automation エージェント ソフトウェアをインストールするには、ウィ

ザードを使用します。 

Windows に CA Configuration Automation エージェントをインストールする方法  

1. administrator または管理者権限を持つユーザとしてログインします。 

2. dvd1¥CCA¥Agents¥Windows フォルダに移動します。 
 

3. 以下のいずれかのファイルをダブルクリックして、CA Configuration 

Automation エージェント インストール プログラムを起動します。 

■ AgentWindowsVM.exe - 32 ビット CA Configuration Automation エー

ジェント、および付属する Java VM をインストールします。 

■ AgentWindows.exe - 32 ビット CA Configuration Automation エージェ

ントのみをインストールします。 
 

■ AgentWindows64VM.exe - 64 ビット CA Configuration Automation 

エージェント、および付属する Java VM をインストールします。 

■ AgentWindows64.exe - 64 ビット CA Configuration Automation エー

ジェントのみをインストールします。 
 

CA Configuration Automation エージェントをインストールするには 

Java VM が必要です。 Java VM はエージェントの動作中は実行されませ

ん。 2 種類の異なるエージェント インストール ウィザード（Java VM を

インストールするウィザードと、Java VM をインストールしないウィ

ザード）が用意されているのは、CA Configuration Automation エージェ

ントのターゲット サーバに Java VM のいずれかのバージョンがすでに

インストールされている可能性があるためです。 Java VM をインス

トールしないウィザードは、既存の Java VM を検索して使用します。 
 

注：  インストール プログラムが一般的な場所にインストールされな

かった場合、既存の Java VM が見つからない可能性があります。 

AgentWindows.exe インストールが失敗の場合、AgentWindowsVM.exe 

を使用して、CA Configuration Automation エージェントをインストール

します。 
 

インストール プログラムは、必要なファイルを一時的な作業領域に抽

出することによってインストールの準備を行います。 これには数分間

かかる場合があります。 インストールが正常に完了するか、または

キャンセルされると、一時的なストレージは解放されます。 
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インストール ウィザードが開始され、［はじめに］が表示されます。 
 

4. ［はじめに］画面を読み、［次へ］をクリックします。 

注：  ユーザがインストールをキャンセルした場合、その時点でインス

トールされているファイルは自動で削除されません。 これらのファイ

ルを削除するには、提供されているアンインストーラを使用します。 

アンインストーラは、手順 7 で指定するターゲット インストール ディ

レクトリの中にあります。 

［使用許諾契約］画面が表示されます。 
 

5. ［使用許諾契約］を読み、［使用許諾契約の条項に同意する］を選択

し、［次へ］をクリックします。 

CA Configuration Automation ソフトウェアをインストールするには、使

用許諾契約に同意する必要があります。 

［著作権］画面が表示されます。 
 

6. 著作権およびソフトウェアの使用に関する情報を読み、［次へ］をク

リックします。 

［インストール場所］画面が表示されます。 
 

7. デフォルトのインストール場所（¥ProgramFiles¥CA¥CA Configuration 

Automation Agent）をそのまま使用する場合は［次へ］をクリックしま

す。CA Configuration Automation エージェント用の別のインストール場

所を入力するか、または［選択］をクリックしてインストール場所を

選択することもできます。   デフォルトの場所をそのまま使用するこ

とを推奨します。 

Windows ベースのシステムでは、パス名に使用できる文字は英数字、

アンダースコア（ _ ）、空白、および円記号（ ¥ ）のみです（他の特

殊文字は使用できません）。 指定したディレクトリが存在しない場合

は、インストール ウィザードによって、ディレクトリが作成されます。 

［エージェント構成］画面が表示されます。 
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8. 以下の CA Configuration Automation エージェント構成情報を入力して、

［完了］をクリックします。 

CA Configuration Automation エージェントのポート番号 

CA Configuration Automation エージェントのリスニング ポート番号

を指定します。 デフォルト（ポート 8063）をそのまま使用するか、

または別の一意のポート番号を入力します。 

他のサービスや周辺機器で使用されていないポート番号を使用し

てください。 コマンド ウィンドウを開いて netstat -an コマンドを

実行することによって、どのポートがすでに使用されているかを

確認することができます。 

エージェント バインド IP アドレス 

エージェント インストールの完了後に CCA エージェントがバイン

ドするマシンの IP アドレスを指定します。 

このオプションには使用可能な IP アドレスがリスト表示されます。

以下の IP アドレスは除外されます。 

■ IPv4 ループバック アドレス。 例： 127.0.0.1 

■ IPv6 ループバック アドレス。 例： 1 または 0:0:0:0:0:0:0:1 

■ IPv6 リンク ローカル アドレス。 例： fe80:: から始まるアドレ

ス 

注： 有効な IP アドレスが見つからない場合、警告メッセージが表

示され、CCA エージェントはループバック IP アドレスにバインド

します。 

エージェント ログの有効化 

エージェント ログ記録を有効にするかどうかを指定します。 領域

の節約やセキュリティ上の理由によってマシンへのログ ファイル

の書き込みが好ましくない場合は、ログ記録を有効にしないこと

もあります。 

エージェント構成ファイル（agent.conf）を変更することによって、

エージェントのログ記録の有効または無効をいつでも切り替える

ことができます。 
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サーバ ping の有効化 

サーバの ping を有効にするかどうかを指定します。 以下のいずれ

かが当てはまる場合、サーバの ping を有効にしないこともありま

す。 

■ IP アドレスおよび名前解決の競合が発生する場合。 

■ サーバに複数のネットワーク インターフェース カード（NIC）

がある場合（意図する NIC の識別が必要なため）。 

■ エージェントのインストール先のサーバと CA Configuration 

Automation サーバ との間にファイアウォールが存在する場合

（到達できないアドレスに ping を行うことによって生じる不

要なネットワーク トラフィックを削減するため）。 

エージェント構成ファイル（agent.conf）を変更することによって、

サーバの ping の有効または無効をいつでも切り替えることができ

ます。 
 

サーバの ping を有効にすると、以下のフィールドが表示されます。 

CA Configuration Automation サーバ の名前 

CA Configuration Automation サーバ のサーバ名または IP アドレ

スを指定します。 

注： IPv6 サーバの IP アドレスを入力する場合、アドレスは角

かっこで囲む必要があります。例： 

[2001:db8:0:10:20e:7fff:fe61:1efa]。 

CA Configuration Automation サーバ のポート番号 

CA Configuration Automation サーバ のリスニング ポート番号を

指定します。 

インストール プログラムによってインストール ディスクに十分な容

量があるかチェックされ、必要なディスク容量、およびディスクの空

き容量に関するサマリが表示されます。 
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9. サマリを確認し、［インストール］をクリックします。 

必要なファイルがターゲット サーバにコピーされ、ウィザードに進捗

状況が表示されます。 ファイルのコピーが完了すると、サーバの通信

およびエージェント構成ファイル agent.conf の作成に必要な構成情報

の入力が求められます。 

10. ［完了］をクリックします。 

CA Configuration Automation エージェント インストール ウィザードが

閉じられます。 

CA Configuration Automation エージェントが正常にインストールされたこ

とを確認する方法については、「CA Configuration Automation エージェント 

インストールの確認 (P. 157)」を参照してください。 
 

Linux または UNIX への CCA エージェントのインストール 

Linux または UNIX に CA Configuration Automation エージェント ソフトウェ

アをインストールするには、以下のいずれかの方法を使用します。 

■ コンソール モードを使用したインストール (P. 70) 

■ ウィザードを使用したインストール (P. 75) 
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コンソール モードを使用したインストール 

コマンド ラインから対話形式で CA Configuration Automation エージェント

をインストールすることができます。その際、付属の Java VM を同時にイ

ンストールするかどうかを選択できます。 

次の手順に従ってください： 

1. root ユーザとしてログインします。 

CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアをインストー

ルするには、root ユーザとしてログインする必要があります。 

2. CA Configuration Automation エージェント インストール プログラムの

あるディレクトリに移動します。 例： 

# cd Agents/<operating_system> 

<operating_system> 

AIX、HPUX、Linux、Solaris のいずれかのオペレーティング システム

を指定します。 

注： このセクションの残りの部分では、Solaris サーバへの CA 

Configuration Automation エージェントのインストールでのプロンプト

を例として使用します。 エージェントのインストール手順およびプロ

ンプトは、サポート対象のすべての Linux および UNIX で同じです。 
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3. 以下のコマンドのいずれかを入力します。 

■ 付属の Java VM と共に CA Configuration Automation エージェントを

インストールする場合は、以下のいずれかのコマンドを入力しま

す。 

./AgentAIXVM.bin -i console 

./AgentHPUXVM.bin -i console 

./AgentLinuxVM.bin -i console 

./AgentSolarisVM.bin -i console 

./AgentSolarisIntelVM.bin -i console 

■ 付属の Java VM をインストールせずに CA Configuration Automation 

エージェントをインストールする場合は、以下のいずれかのコマ

ンドを入力します。 

./AgentAIX.bin -i console 

./AgentHPUX.bin -i console 

./AgentLinux.bin -i console 

./AgentSolaris.bin -i console 

./AgentSolarisIntel.bin -i console 
 

CA Configuration Automation エージェント インストール プログラムを

実行するには Java VM が必要です。 Java VM はエージェントの動作中

は実行されません。 アプリケーションは既存の Java VM を検索して使

用します。 このアプリケーションでは、Java VM をインストールする

プログラムと Java VM をインストールしないプログラムの 2 つのエー

ジェント インストール プログラムが提供されます。 

注： 既存の Java VM が通常の場所にインストールされていない場合、イ

ンストール プログラムによって検出できない場合があります。 エー

ジェントのインストールに失敗する場合は、Agent<OS>VM.bin を使用

して CA Configuration Automation エージェントをインストールしてく

ださい。 

インストール プログラムは、必要なファイルを一時作業領域に展開す

ることによってインストール プロセスを準備します。 この準備には数

分間かかる場合があります。 
 

適切な /tmp 領域が利用できない場合、インストール プログラムは / 

（root ユーザのホーム ディレクトリ）内の領域の利用を試みます。 イ

ンストールが正常に完了したら、プログラムは一時領域を解放します。 
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インストール プログラムが開始され、インストールの基本的な手順お

よびキャンセルの方法が記載された説明文が表示されます。以下の

キー ポイントがあります。 

■ 前の手順に戻るには、「back」と入力します。 

■ インストールをキャンセルするには、「quit」と入力します。 
 

4. Enter キーを押して続行します。 

［使用許諾契約］ページが表示されます。 
 

5. 使用許諾契約の各ページ（サード パーティのソフトウェア ライセンス

条項および条件も含む）を読みます。続行するには Enter キーを押し

ます。 

使用許諾契約の最後に以下のプロンプトが表示されます。 

使用許諾契約の条項に同意しますか? (Y/N) 
 

6. インストールを続行するには「Y」と入力します。 
 

7. 重要情報のテキストを読み、Enter キーを押します。 

次のプロンプトが表示されます。 

この製品を次の場所にインストールします。 

デフォルトのインストール フォルダ： /opt/CA/CCAAgent 

絶対パスを入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押してく

ださい。 
 

8. デフォルトの場所に CA Configuration Automation エージェントをイン

ストールするには Enter キーを押します。別の場所にインストールす

るにはパスを入力します。  

注： デフォルトの場所をそのまま使用することを推奨します。 

パス名に使用できる文字は、英数字、アンダースコア（ _ ）、および

スラッシュ（ / ）のみです（空白文字や他の特殊文字は使用できませ

ん）。 指定したディレクトリが存在しない場合は、インストール プロ

グラムによって、ディレクトリが作成されます。 

インストール プログラムが実行され、インストール フォルダに必要な

ファイルをコピーする進捗状況が表示されます。 次に、CA 

Configuration Automation サーバ との通信の設定およびエージェント

構成ファイル（agent.conf）の作成に必要な構成情報の入力が要求され

ます。 

CA Configuration Automation エージェントの構成情報 

以下の CA Configuration Automation エージェント構成情報を入力します 

CA Configuration Automation エージェント ポート番号（デフォルト： 8063） 
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9. 以下のいずれかのアクションを実行します。 

■ デフォルトのポートをそのまま使用する場合は Enter キーを押し

ます。 

■ 別のポート番号を入力し、Enter キーを押します。 他のサービスま

たは周辺機器が使用していないポート番号を使用してください。 

どのポートが使用中かを確認するには、別のコマンド ウィンドウ

で netstat -an コマンドを実行します。 
 

10. 表示されたリストから、CA Configuration Automation エージェントをバ

インドする IP アドレスを選択します。 

注： インストール プログラムで有効な IP アドレスが見つからなかっ

た場合は警告が表示され、CA Configuration Automation エージェントは

ループバック IP アドレスにバインドされます。 

エージェントのログ記録を有効にするかどうかを尋ねるプロンプトが

表示されます。 

エージェント ログ記録を有効にしますか? 

1- はい 

2- いいえ 
 

11. Enter キーを押してデフォルト（No）をそのまま使用するか、または

「1」を入力して Enter キーを押しログ記録を有効にします。 

注： スペースを節約し、セキュリティを向上させるにはログ記録を無

効にします。 

エージェント構成ファイル（agent.conf）を変更することによって、ロ

グ記録の有効または無効を切り替えることができます。 

サーバの ping を有効にするかどうかを尋ねるプロンプトが表示され

ます。 

サーバの ping を有効にしますか? 

1- はい 

2- いいえ 
 



Linux または UNIX への CCA エージェントのインストール 
 

74  実装ガイド 
 

12. Enter キーを押してデフォルト（No）をそのまま使用するか、または

「1」を入力して Enter キーを押しサーバの ping を有効にします。 

以下のような場合には、サーバ ping を有効にしないように選択するこ

とができます。 

■ IP アドレスおよび名前解決の競合が発生する。 

■ サーバに複数のネットワーク インターフェース カード（NIC）があ

る。 この場合、サーバ ping を有効にしないことにより、エージェ

ントと目的の NIC が一致するようになります。 

■ CA Configuration Automation サーバ との間にファイアウォールがあ

るサーバ上にエージェントがインストールされている。 この場合、

サーバ ping を有効にしないことにより、エージェントが到達でき

ないアドレスに ping を試行されることによって発生する不必要な

ネットワーク トラフィックが軽減されます。 

エージェントの構成ファイル（agent.conf）を変更することによって、

サーバ ping の有効または無効を切り替えることができます。 

サーバ ping を有効にした場合、インストール プログラムによって以下

の情報が求められます。 

CA Configuration Automation サーバ の名前 

CA Configuration Automation サーバ のサーバ名または IP アドレス

を定義します。 

注： IPv6 サーバの IP アドレスを入力する場合は、角かっこでアドレ

スを囲んでください。 例： 

CA Configuration Automation サーバ の名前 (デフォルト： )： 

[2001:db8:0:10:20e:7fff:fe61:1efa] 

CA Configuration Automation サーバ のポート番号 

CA Configuration Automation サーバ のリスニング ポート番号を定

義します。 

インストール プログラムによってインストール ディスクに十分な容

量があるかチェックされ、必要なディスク容量、ディスクの空き容量、

および指定されたインストール フォルダに関するサマリが表示され

ます。 
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13. サマリを確認して、Enter キーを押します。 

14. Enter キーを押します。  

インストールが完了すると、インストール プログラムは終了します。 

CA Configuration Automation エージェントが正常にインストールされたこ

とを確認する方法については、「CA Configuration Automation エージェント 

インストールの確認 (P. 157)」を参照してください。 
 

ウィザードを使用したインストール 

CA Configuration Automation サーバ のインストールとは異なり、UNIX への 

CA Configuration Automation エージェントのインストールではコンソール 

モードがデフォルトのインストール方法です。 インストール ウィザード

を使用してインストールするには、実行可能ファイルに -igui 引数を指定す

る必要があります。  

インストール ウィザードを使用して Linux または UNIX に CA Configuration 

Automation エージェントをインストールする方法 

1. root としてログインします。 

CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアをインストー

ルするには root ユーザである必要があります。 

2. DISPLAY 変数が正しく設定されていることを確認します。 

# echo $DISPLAY 

DISPLAY 変数が設定されていない場合は、実行前にこの変数を設定しま

す。以下に例を示します。 

# DISPLAY=<server_name/IP>:0.0 

# export DISPLAY 
 

3. インストール プログラムが含まれるディレクトリに移動します。以下

に例を示します。 

# cd agent/<operating_system> 

<operating_system> 

AIX、HPUX、Linux、Solaris のいずれかのオペレーティング システム

を指定します。 
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4. 以下のいずれかのコマンドを入力して、CA Configuration Automation 

エージェント インストール プログラムを実行します。 

■ CA Configuration Automation エージェントと併せて付属の Java VM 

もインストールする場合は、以下のコマンドのうちの該当するも

のを入力します。 

# ./AgentAIXVM.bin -i gui 

# ./AgentHPUXVM.bin -i gui 

# ./AgentLinuxVM.bin -i gui 

# ./AgentSolarisVM.bin -i gui 

■ CA Configuration Automation エージェントと併せて付属の Java VM 

をインストールしない場合は、以下のコマンドのうちの該当する

ものを入力します。 

# ./AgentAIX.bin -i gui 

# ./AgentHPUX.bin -i gui 

# ./AgentLinux.bin -i gui 

# ./AgentSolaris.bin -i gui 
 

CA Configuration Automation エージェント インストール プログラムを

実行するには Java VM が必要です。 Java VM はエージェントの動作中

は実行されません。 2 種類の異なるエージェント インストール プログ

ラム（Java VM をインストールするバージョン（agentvm.bin）と、Java 

VM をインストールしないバージョン（agent.bin））が用意されている

のは、CA Configuration Automation エージェントのターゲット サーバに 

Java VM のいずれかのバージョンがすでにインストールされている可

能性があるためです。Java VM をインストールしないバージョンは、

既存の Java VM を検索して使用します。 
 

注：  インストール プログラムが一般的な場所にインストールされな

かった場合、既存の Java VM が見つからない可能性があります。 

agent.bin によるインストールが失敗する場合は、agentvm.bin を使用し

て CA Configuration Automation エージェントをインストールしてくだ

さい。 

インストール プログラムは、必要なファイルを一時的な作業領域に抽

出することによってインストールの準備を行います。 これには数分間

かかる場合があります。 
 

適切な /tmp 領域が利用できない場合、インストール プログラムは / 

（root ユーザのホーム ディレクトリ）内の領域の利用を試みます。 イ

ンストールが正常に完了すると、一時的なストレージは解放されます。 
 

インストール ウィザードが開始され、［はじめに］が表示されます。 
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5. ［はじめに］画面を読み、［次へ］をクリックします。 

注：  ユーザがインストールをキャンセルした場合、その時点でインス

トールされているファイルは自動で削除されません。 これらのファイ

ルを削除するには、提供されているアンインストーラを使用します。 

アンインストーラは、手順 9 で指定するターゲット インストール ディ

レクトリの中にあります。 

［使用許諾契約］画面が表示されます。 
 

6. ［使用許諾契約］を読み、［使用許諾契約の条項に同意する］を選択

し、［次へ］をクリックします。 

CA Configuration Automation ソフトウェアをインストールするには、使

用許諾契約に同意する必要があります。 

［重要情報］画面が表示されます。 
 

7. 著作権およびソフトウェアの使用に関する情報を読み、［次へ］をク

リックします。 

インストール場所の選択画面が表示されます。 
 

8. デフォルトのインストール場所（opt/CA/CCAAgent）をそのまま使用す

る場合は［次へ］をクリックします。CA Configuration Automation エー

ジェント用の別のインストール場所を入力するか、または［選択］を

クリックしてインストール場所を選択することもできます。 デフォル

トの場所をそのまま使用することを推奨します。 
 

UNIX ベースのシステムでは、パス名に使用できる文字は英数字、アン

ダースコア（ _ ）、およびスラッシュ（ /  ）のみです（空白文字や他

の特殊文字は使用できません）。 指定したディレクトリが存在しない

場合は、インストール ウィザードによって、ディレクトリが作成され

ます。 
 

必要なファイルがターゲット サーバにコピーされ、ウィザードにイン

ストールの進捗状況が表示されます。  ファイルのコピーが完了すると、

サーバの通信およびエージェント構成ファイル agent.conf の作成に必

要な構成情報の入力が求められます（詳細については、「CA 

Configuration Automation エージェントの構成ファイル (P. 86)」を参照

してください）。 
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9. 以下の CA Configuration Automation エージェント構成情報の入力が求

められたら、それらを入力して、［完了］をクリックします。 

CA Configuration Automation エージェントのポート番号 

CA Configuration Automation エージェントのリスニング ポート番号

を指定します。 デフォルト（ポート 8063）をそのまま使用するか、

または別の一意のポート番号を入力します。 他のサービスや周辺

機器で使用されていないポート番号を使用してください。 コマン

ド ウィンドウを開いて netstat -an コマンドを実行することによっ

て、どのポートがすでに使用されているかを確認することができ

ます。 

エージェント バインド IP アドレス 

エージェント インストールの完了後に CCA エージェントがバイン

ドするマシンの IP アドレスを指定します。 

このオプションには使用可能な IP アドレスがリスト表示されます。

以下の IP アドレスは除外されます。 

■ IPv4 ループバック アドレス。 例： 127.0.0.1 

■ IPv6 ループバック アドレス。 例： 1 または 0:0:0:0:0:0:0:1 

■ IPv6 リンク ローカル アドレス。 例： fe80:: から始まるアドレ

ス 

注： 有効な IP アドレスが見つからない場合、警告メッセージが表

示され、CCA エージェントはループバック IP アドレスにバインド

します。 

エージェント ログの有効化 

エージェント ログ記録を有効にするかどうかを指定します。 領域

の節約やセキュリティ上の理由によってマシンへのログ ファイル

の書き込みが好ましくない場合は、ログ記録を有効にしないこと

もあります。 

エージェント構成ファイル（agent.conf）を変更することによって、

エージェントのログ記録の有効または無効をいつでも切り替える

ことができます。 

サーバ ping の有効化 

サーバの ping を有効にするかどうかを指定します。 以下のいずれ

かが当てはまる場合、サーバの ping を有効にしないこともありま

す。 

■ IP アドレスおよび名前解決の競合が発生する場合。 
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■ サーバに複数のネットワーク インターフェース カード（NIC）

がある場合（意図する NIC の識別が必要なため）。 

■ エージェントのインストール先のサーバと CA Configuration 

Automation サーバ との間にファイアウォールが存在する場合

（到達できないアドレスに ping を行うことによって生じる不

要なネットワーク トラフィックを削減するため）。 

エージェントの構成ファイル（agent.conf）を変更することによっ

て、サーバの ping の有効または無効をいつでも切り替えることが

できます。 
 

サーバの ping を有効にすると、以下のフィールドが表示されます。 

CA Configuration Automation サーバ の名前 

CA Configuration Automation サーバ のサーバ名または IP アドレ

スを指定します。 

注： IPv6 サーバの IP アドレスを入力する場合、アドレスは角

かっこで囲む必要があります。例： 

[2001:db8:0:10:20e:7fff:fe61:1efa]。 

CA Configuration Automation サーバ のポート番号 

CA Configuration Automation サーバ のリスニング ポート番号を

指定します。 

［インストール前サマリ］画面が表示されます。 
 

10. サマリを確認して［インストール］をクリックします。 

インストールが実行され、インストールが正常に行われたことが示さ

れます。  

11. ［完了］をクリックします。 

CA Configuration Automation エージェント インストール ウィザードが

閉じられます。 

CA Configuration Automation エージェントが正常にインストールされたこ

とを確認する方法については、「CA Configuration Automation エージェント 

インストールの確認 (P. 157)」を参照してください。 
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エージェントのサイレント インストール 

プロパティ ファイルを使用して、コマンド ラインから CA Configuration 

Automation エージェントをターゲット ホストに警告なしでインストール

できます。 たとえば、以下のような場合に、エージェントを警告なしで

インストールします。 

■ ユーザ インターフェースから CA Configuration Automation エージェン

トをリモートでインストールしたくない。 

■ ユーザ インターフェースから CA Configuration Automation エージェン

トをリモートでインストールすることはできません。 

■ インストール メディアから CA Configuration Automation エージェント

をインストールしたくない。 

次の手順に従ってください： 

1. installer.properties という名前の設定プロパティ ファイルを作成しま

す。 

installer.properties ファイルには以下の行が含まれている必要がありま

す。 

INSTALLER_UI=silent 

USER_INSTALL_DIR=/opt/CA/CCAAgent 

USER_INSTALL_DIR=C:¥¥Program Files¥¥CA¥¥CA Configuration 

Automation Agent 

AGENTBINDIPADDR=Preferred-IP-Address 

AGENTLOG=1  

SERVERPING=1  

AGENTPORT=8063  

SERVERNAME=factotum  

SERVERPORT=8098 

INSTALLER_UI 

インストール方法を "サイレント" インストールに指定しています。 

USER_INSTALL_DIR 

ターゲット コンピュータ上のインストール ディレクトリを定義

します。  

重要：  この手順のコード サンプルには 2 つの USER_INSTALL_DIR 行

が含まれます。 エージェント ホスト コンピュータのオペレーティ

ング システムに一致する行のみを使用します。 Windows では、パ

ス区切りの円記号（¥）に円記号をもう 1 つ付加してエスケープし

ます。 
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AGENTBINDIPADDR=Preferred-IP-Address 

CA Configuration Automation エージェントがバインドする IP アドレ

スを定義します。 

注： サイレント インストール プロパティ ファイル、またはコマン

ド ライン オプションから、優先される IP アドレスを指定します。 
 

AGENTLOG 

エージェント ログ記録を有効または無効のどちらにするかを指定

します。 たとえば、セキュリティを強化したり、ストレージ容量

を節約するために、エージェント ログ記録を無効にできます。 こ

のパラメータの値は、以下とおりです。 

1： エージェント ログ記録を有効にします。 

0： エージェント ログ記録を無効にします。 

エージェント構成ファイル（agent.conf）を変更することによって、

エージェントのログ記録の有効または無効を切り替えることがで

きます。 
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SERVERPING 

サーバ ping を有効または無効のどちらにするかを指定します。 た

とえば以下の場合、サーバ ping を無効にできます。 

■ IP アドレスおよび名前解決の競合が発生する。 

■ サーバには複数のネットワーク インターフェース カード

（NIC）があります。 サーバ ping を無効にする場合は、サーバ

が目的の NIC を識別することを確認します。 

■ サーバと CA Configuration Automation サーバ の間にファイア

ウォールがあるサーバ上にエージェントが存在している。 この

場合、アクセス不可能なアドレスに ping を実行しようとする

エージェントに起因する不要なネットワーク トラフィックが

減尐します。 

注：  サーバ ping を有効にすると、CA Configuration Automation エー

ジェント関連の詳細が正確に入力されます。 

このパラメータの値は、以下とおりです。 

1： サーバ ping を有効にします。 

0： サーバ ping を無効にします。 

またエージェントの構成ファイル（agent.conf）を変更することに

よっても、サーバの ping の有効または無効を切り替えることがで

きます。 
 

AGENTPORT 

エージェントのリスニング ポート番号を定義します。  

デフォルト： 8063 
 

SERVERNAME 

CA Configuration Automation サーバ ホスト名を定義します。 

SERVERPORT 

CA Configuration Automation サーバ のリスニング ポート番号を定

義します。  

デフォルト： （コンソールまたはウィザードのインストールで） 
8080 
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2. 以下のいずれかのユーザとして、ターゲット インストール ホストにロ

グインします。 

UNIX： root ユーザとしてログインします。 

Windows： 管理者または管理権限を持つ別のユーザとしてログインし

ます。 
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3. CA Configuration Automation サーバ ホスト上の CA ソフトウェア イン

ストール ディレクトリで、エージェントのインストール対象のオペ

レーティング システム用のエージェント インストーラを見つけます。 

デフォルトの位置に CA Configuration Automation サーバ をインストー

ルした場合、エージェント インストーラおよびプロパティ ファイルは

以下のディレクトリにあります。 

UNIX の場合： /opt/CA/CCAServer/Agent_Installers/<operating_system> 

Windows の場合： ¥Program Files¥CA¥CCA 
Server¥Agent_Installers¥<operating_system> 

<operating_system> 

オペレーティング システム（AIX、HPUX、Linux、Solaris、または 

Windows）を定義します。 

インストール ディレクトリでの環境変数の使用に関して、以下の標準

を検討してください。 

■ インストール ディレクトリでは、以下のパターンを環境変数に使

用します。 InstallAnywhere 標準は、次のパターンを定義します。 

$lax.nl.env.exact_case.<VARIABLENAME>$ 

<VARIABLENAME> 

ターゲット システムで定義される環境変数を指定します。  

例： 

– アクセス プロファイル内の 

$lax.nl.env.exact_case.ProgramFiles$ として、ターゲット システ

ム上の %ProgramFiles% 環境変数を参照します。 

– アクセス プロファイル内の 

$lax.nl.env.exact_case.ProgramFiles$¥CA¥CCAAgent として、

C:¥Program Files¥CA¥CCAAgent インストール パスを定義します。 

– CCA エージェント インストール用のターゲット システムで特

定の環境変数が定義されることを確認します。 

エージェント インストール パスおよび環境変数は $ 文字をサポー

トしません。 $ 文字を使用する場合は、InstallAnywhere 標準に従い

ます。 
 

4. エージェント インストーラ（AgentWindowsVM.bin など）、および作

成したプロパティ ファイルを、ターゲット ホスト上の任意の場所にコ

ピーします。 
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5. エージェント インストーラおよびプロパティ ファイルをコピーした

ディレクトリに移動し、適切な CA Configuration Automation エージェン

ト インストール プログラムを実行します。 

UNIX： 

コマンド ラインからの以下のいずれかのコマンドを実行します。 

■ エージェントおよび付属の Java VM をのインストールする： 

   # sh ./Agent<operating_system>VM.bin -f 

installer.properties -i silent 

■ エージェントのみインストールする： 

   # sh ./Agent<operating_system>.bin -f installer.properties 

-i silent 

Windows の場合 

コマンド ウィンドウで以下のいずれかのコマンドを実行します。 

■ 32 ビットのエージェントおよび付属する Java VM をインス

トールする： 

   C:¥tmp>AgentWindowsVM.exe -f installer.properties -i 

silent 

■ 32 ビットのエージェントのみインストールする： 

   C:¥tmp>AgentWindows.exe -f installer.properties -i silent 

■ 64 ビットのエージェントおよび付属する Java VM をインス

トールする： 

   C:¥tmp>AgentWindows64VM.exe -f installer.properties -i 

silent 

■ 64 ビットのエージェントのみインストールする： 

   C:¥tmp>AgentWindows64.exe -f installer.properties -i 

silent 

6. エージェントをインストールした場所に 

CCA_Agent_<operating_system>_InstallLog.log ファイルが存在すること

をチェックし、CA Configuration Automation エージェントのサイレント 

インストールが完了したことを確認します。 

デフォルトの場所を使用して CA Configuration Automation エージェン

トをインストールした場合、インストール ディレクトリは以下のいず

れかの場所にあります。 

UNIX：  

/opt/CA/CCAAgent 
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Windows の場合  

C:¥Program Files¥CA¥CA Configuration Automation Agent 
 

CCA エージェントの構成ファイル 

CA Configuration Automation エージェントをインストールすると、

agent.conf と呼ばれるエージェント実行時構成ファイルがインストール 

プロセスによって作成されます。 

推奨されるデフォルトの場所を使用して CA Configuration Automation エー

ジェントをインストールした場合、agent.log は以下のディレクトリに作成

されます。 

■ Linux および UNIX の場合：  /opt/CA/CCAAgent 

■ Windows の場合：  ¥Program Files¥CA¥CCA Agent 
 

CA Configuration Automation エージェント構成ファイルを変更する主な理

由として、ユーザが CCA サーバを別のサーバにインストールした場合、企

業内で通信ポートが変更された場合、またはログに記録するエージェント 

エラーおよびメッセージ情報をより詳細なものにする場合がありま

す。  CA Configuration Automation エージェント構成ファイルの構成変更が

必要な場合、CA Configuration Automation ソフトウェアを再インストールせ

ずに行うことができます。 
 

agent.conf ファイルのデフォルト設定では、エラー メッセージのみをログ

記録します。 verbose=1 エントリを verbose=3 または verbose=4 に変更して

より詳細な情報を参照することも、verbose=0 にしてログ記録しないよう

にすることもできます。 
 

エージェント構成ファイルを変更する別の理由として、CA Configuration 

Automation エージェントと CCA サーバ間で発生するハートビート（ping）

アクティビティを無効化する必要がある場合があります。  CA 

Configuration Automation エージェントが特定の IP ルーティングまたは

ファイアウォール設定で CCA サーバと直接通信できない場合、ハートビー

トを無効にして CCA サーバの構成ファイル（cendura.properties）で CA 

Configuration Automation エージェントを手動で構成できます。 
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ハートビートを無効にするには、server =<server_name:port_number> をコ

メント アウトします。たとえば、以下のようにします。 

# server=minglewood:8099 

agent.conf ファイルに変更を加えた後、変更を有効にするには CA 

Configuration Automation エージェントを停止して再起動します。 
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サンプル agent.conf ファイル 
# 

# CA Configuration Automation エージェントの構成ファイル 

# 

 

# インストール済みエージェント バージョンは *編集しないでください* 

agentversion=12.5 

 

# エージェントがリスンするポート 

port=8063 

 

 

# 固定ポートをリスン = 1 

# 代替ポートを試行 = 0 

portfixed= 

 

# エージェントの登録先の CCA サーバ 

# server=servername:portnumber 

# fullserver=http://servername:8080//CCA/services/agentPort 

server=: 

 

# サーバへ通信する HTTP プロキシ 

# httpproxy=proxyservername:portnumber 

 

# エージェント ログ ファイル（デフォルト： エージェントがインストールされているディレクトリ） 

# logfile=agent.log 

 

# エージェント ログ ファイルのサイズ（デフォルト 1MB） 

# logsize=1000000 

 

# ネットワーク ドライブを常に組み込む （デバッグへ） 

# netdrive=1 

 

# ログの詳細レベル 0 = ログなし, 1 = エラー, 2 = 情報, 

# 3, 4 さらに詳細なログ 

verbose=0 

 

# ping 間隔（秒）（エージェントからサーバ） 

interval=3600 

 

# エージェント優先度を低くする? : (0 = いいえ, 1 = はい) 

priority=0 

# この呼び出し回数ごとに再起動 

restart=1000 

 

# マシンごとのエージェントのインスタンスを 1 つだけにする 

oneinstance=0 

 

# エージェントが使用するスレッド数 
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# 必要な最小スレッド数=8 

# threads= 

 

# 一時ディレクトリ 

tempdir=tmp 

 

# 保護モード 

# 0 = オフ 

# 2 = 暗号化によるエージェント認証, 

# 4 = 暗号化によるエージェントおよびサーバ認証 

secure=0 

 

# 信頼済みサーバ証明書が含まれるファイルの名前 

trustFile=cca.cer 

 

# エージェント証明書（キー）が含まれるファイルの名前 

agentCert=agent.cer 

 

# エージェント証明書ファイルにアクセスするパスワード 

agentCertPassword=changeit 

 

# 認可されたサーバのリスト（カンマ区切り）。 プロパティが設定されないか、設定値が 

# ブランクである場合、アクセス制御は無効になり、すべての CCA サーバがこのエージェントにアクセ

ス可能になります。 

authorizedServers= 

 
 

第 6 章： コマンドライン インターフェースに

よるインストール 
 

CA Configuration Automation にはコマンド ライン インターフェース（CLI）

が用意されています。これを利用することによって、サーバ関連および

サービス関連のリフレッシュ、スナップショット、変更の検出、ルール コ

ンプライアンスの処理を、スクリプトやインフラストラクチャ内の他の管

理プロセスに組み込むことができます。 また、CLI を使用することによっ

て、レポート、インポートなどの管理操作を行うこともできます。 

CLI のメインの実行可能ファイル（ccautil）は、CA Configuration Automation 

エージェントをインストールすると、インストール先のトップレベル 

ディレクトリに自動でインストールされます。また、既存のスクリプトや

プロセスに統合するため、ccautil 実行可能ファイルを任意のサーバにコ

ピーすることもできます。  
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別の実行可能ファイル ccafutil は、サーバに新しくインストールされたア

プリケーションの影響をキャプチャします。この情報は、そのアプリケー

ションためのコンポーネント ブループリントの作成に使用されます。 こ

れら 2 つの実行可能ファイルのドキュメントは「製品ガイド」

（CCA_ProdGuide_JPN.pdf）として提供されています。 
 

CLI は、CA Configuration Automation エージェントがサポートしているすべ

てのプラットフォーム上で実行されます。 プラットフォームおよびバー

ジョンのサポートの詳細については、リリース ノートを参照してくださ

い。 

注：  CLI を使用する前に、CA Configuration Automation のユーザ インター

フェースに尐なくとも 1 回はログインし、ユーザ認証情報を認証する必要

があります。 
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第 7 章： CCA グリッド ノードのインストール 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

グリッド ノードの概要 (P. 91) 

Windows へのグリッド サーバのインストール (P. 92) 

Linux または UNIX への CCA グリッド サーバのインストール (P. 96) 
 

グリッド ノードの概要 

グリッド処理は、複数のグリッド ノードに処理の負荷を分散させてパ

フォーマンスを向上させるために使用されます。 CA Configuration 

Automation の処理はグリッドに対応しており、独立した実行可能エンティ

ティに処理を分割することができます。 これらの実行可能エンティティ

は、利用可能なグリッド サーバ、グリッド ノード、およびスレッドに分

散して実行されます。 1 台のサーバで複数のスレッドを使用して、複数の 

CCA グリッド ノードをサポートすることができます。  

CCA サーバではマスタ グリッド ノードがインストールされます。 他のグ

リッド ノードとは異なり、マスタ グリッド ノードは最大で 10 個のジョブ

を同時処理するように構成されています。 追加のグリッド ノード（グリッ

ド ノード インストール プログラムによってインストールされたもの）は、

最大で 20 個のジョブを処理するように設定されています。 マスタ グリッ

ド ノードの値の方が小さく設定されているのは、他の UI アクティビティ

用のリソースを確保しておくためです。 
 

グリッド ノードは、インストール中に定義されたポート範囲内（デフォ

ルトではポート 8065 ～ 8080）で相互に通信を行います。 このポート範囲

は CCA サーバ UI の［環境管理］パネルの［プロパティ］ページでも指定

できます。 ポートは、tcp.base.port および tcp.base.range プロパティとし

てリストされます。 
 

グリッド ノード サーバの開始時に、グリッド間通信用のソケットが作成

されます。 CA Configuration Automation は、グリッド ノードの使用状況に

基づいて、タスクを実行するグリッド ノードを選択します。 特定のグリッ

ド ノードを指定してタスクを実行したり、［管理プロファイル］とグリッ

ド ノードを組み合わせたりすることはできません。  
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CCA グリッド ノードは Linux、UNIX および Windows のプラットフォームで

サポートされており、各プラットフォーム専用のインストール プログラ

ムがあります。 CCA グリッド ノードをインストールし、CCA サーバに登録

した後は、グリッド処理は CA Configuration Automation ユーザには不可視

になります。 
 

追加のグリッド ノードをインストールする場合は、管理対象サーバと CCA 

データベース サーバとの間に配置してください。 グリッド ノードは JDBC 

接続を使用して CCA データベースと通信を行います。 グリッド ノード 

サーバは、管理対象サーバにインストールされた CA Configuration 

Automation エージェントと通信を行います。 CA Configuration Automation 

エージェントがコンポーネント ディスカバリまたはリフレッシュ操作に

使用されていない場合は、グリッド ノードは管理対象サーバ上で WMI、

SSH、Telnet、または Web サービス コマンドを使用できます。 
 

注： 

■ Windows 管理対象サーバ上で CA Configuration Automation エージェン

トを使用せずにコンポーネントのディスカバリを行うことを想定して

いる場合は、1 つ以上のグリッド ノードまたは CCA サーバが Windows 

にインストールされている必要があります。 

■ グリッド ノード サービスまたは CCA サーバ サービスが Windows ドメ

インにインストールされている場合は、「サービスとしてログオン」

権限を持つドメイン ユーザで実行するよう構成する必要があります。  

■ ハードウェアでサポートされていれば、2 つのグリッド ノード インス

タンスを単一のサーバ上で実行することができます。 
 

Windows へのグリッド サーバのインストール 

CA Configuration Automation サーバ をインストールしたら、グリッド サー

バをインストールします。 グリッド サーバは、ディスカバリ、比較、変

更検出およびルール コンプライアンスなどの複雑な CA Configuration 

Automation 操作の作業負荷のバランシングを行います。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Configuration Automation インストール メディアの dvd1 フォルダを

開き、setup.exe をダブルクリックします。  

2. CCA セットアップ画面で［CCA グリッド ノード インストール ウィザー

ドを実行］リンクをクリックします。 
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3. インストール ウィザードの［はじめに］ページで［次へ］をクリック

します。 
 

4. ［使用許諾契約］ページで、契約をスクロールして確認し、［使用許

諾契約の条項に同意する］を選択して［次へ］をクリックします。 
 

5. ［Windows サービス設定］ページで、以下のいずれかのオプションを

クリックします。 このオプションでは、Windows Management 

Instrumentation （WMI）サービスを使用して Windows Softagent ディス

カバリを行う際に、Windows サーバにアクセスするために Grid Node 

サービスが使用する認証情報を定義します。 

ローカル システム アカウント 

Windows Softagent ディスカバリ用に現在のホスト システム上で発

行された認証情報を使用します。 

注： インストール プログラムは、［デスクトップとの対話をサー

ビスに許可］オプションを使用しません。 

このアカウント 

NDG がドメイン内の Windows Server 2008 と Vista コンピュータを

検出する必要がある場合は、Windows ドメイン ユーザ アカウント

および対応するパスワードを指定します。 これらの Windows オペ

レーティング システムに含まれる WMI サービスでは、管理ドメイ

ン ユーザが接続を確立する必要があります。  

注： ［このアカウント］フィールドに指定するユーザ アカウント

の情報については、「Windows オペレーティング システム用の 

WMI アクセス (P. 171)」内のテーブルを参照してください。 これら

のテーブルには、Windows 環境での、WMI を使用するリモート ホ

スト マシンへの NDG アクセスに関する情報が含まれています。  
 

6. ［インストール フォルダの選択］ページで、以下のいずれかを実行し

ます。 

■ ［次へ］をクリックしてデフォルトのインストール フォルダ

（C:¥Program Files¥CA¥CCA Grid Node）を使用する。 

■ 別のインストール フォルダに入力または参照して、［次へ］をク

リックする。 
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7. ［データベース構成］ページで以下のフィールドに入力し、［次へ］

をクリックします。 

データベース タイプ 

CA Configuration Automation データベース が使用するデータベース

のタイプを定義します。 

サーバ名 

CA Configuration Automation データベース サーバの名前または IP 

アドレスを定義します。 

IPv6 アドレスについては、最大拡張形式のアドレス、および最大

圧縮形式のアドレスがサポートされています。 IPv6 のリンク ロー

カル アドレスはサポートされていません。  
 

ポート番号 

データベースのリスニング ポート番号を定義します。 以下のいず

れかのアクションを実行します。 

■ デフォルトのポート番号を使用する。 

■ データベース ソフトウェアをインストールしたときに、ベン

ダーが推奨するデフォルトのポート番号を使用しなかった場

合は、別のポート番号を入力する。 

デフォルト：  

■ Oracle： 1521 

■ Microsoft SQL Server： 1433 
 

インスタンス名 

（Microsoft SQL Server のみ） CA Configuration Automation データ

ベース 用のデータベース インスタンスを定義します。 

デフォルト： MSSQLSERVER 
 

サービス名 

（Oracle のみ） CA Configuration Automation データベース 用の 

Oracle データベースのシステム識別子（インスタンス名）を定義し

ます。 

デフォルト： ORCL 
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データベース名 

CA Configuration Automation データベース の名前を定義します。 

デフォルト： cca 
 

 

データベース ユーザ 

CA Configuration Automation データベース のスキーマを作成または

更新する権限を持つユーザ名を定義します。 

デフォルト： cca 

データベース ユーザ パスワード 

指定した［データベース ユーザ］の値に関連付けるパスワードを

定義します。 ［パスワードの再入力］フィールドにパスワードを

再度入力します。 
 

8. ［インストール前サマリ］ページで入力内容を確認し、［インストー

ル］をクリックします。  

インストールが開始されます。 インストールが完了すると［インス

トール完了］ページが表示され、CA Configuration Automation グリッド 

ノードが正常にインストールされたことが示されます。 

9. ［完了］をクリックします。 

インストール ウィザードが閉じます。 
 



Linux または UNIX への CCA グリッド サーバのインストール 
 

96  実装ガイド 
 

Linux または UNIX への CCA グリッド サーバのインストール 

CA Configuration Automation サーバ をインストールしたら、グリッド サー

バをインストールします。 グリッド サーバは、ディスカバリ、比較、変

更検出およびルール コンプライアンスなどの複雑な CA Configuration 

Automation 操作の作業負荷のバランシングを行います。 コンソール モー

ドを使用して、コマンド ラインから CCA グリッド ノードを Linux または 

UNIX に対話的にインストールすることができます。 

次の手順に従ってください： 

1. ターゲット サーバのターゲット インストール ディレクトリへの書き

込み権限を持ち、ソフトウェアのインストールが許可されたユーザと

してログインします。 

2. お使いのオペレーティング システム用のインストール プログラムが

含まれるディレクトリに移動します。 例： 

$ cd /dvd1/CCA/Gridnode/<operating_system> 

<operating_system> 

オペレーティング システムを指定します。Linux または Solaris のい

ずれかです。 

注： このセクションの残りの部分では、Solaris サーバへのインストー

ルでのプロンプトを例として使用します。 インストール手順およびプ

ロンプトは Linux でも同じです。 
 



Linux または UNIX への CCA グリッド サーバのインストール 

 

第 7 章： CCA グリッド ノードのインストール  97  
 

3. 以下のコマンドを入力します。 

$ ./installgridnode.bin -i console 

インストール プログラムは、必要なファイルを一時作業領域に展開す

ることによってインストール プロセスを準備します。 この準備には数

分間かかる場合があります。 

適切な /tmp 領域が利用できない場合、インストール プログラムは

ユーザ ホーム ディレクトリ内の領域の利用を試みます。 たとえば、

root ユーザとしてログインしている場合は、インストール プログラム

は一時的な作業領域として / を使用します。 インストールが正常に完

了したら、プログラムは一時領域を解放します。 

インストール プログラムが開始され、インストールの基本的な手順お

よびキャンセル方法が示されます。以下のキー ポイントがあります。 

■ 前の手順に戻るには、「back」と入力します。 

■ インストールをキャンセルするには、「quit」と入力します。 

注： インストールをキャンセルした場合、インストールされたファ

イルは自動的に削除されません。 これらのファイルを削除するに

は、提供されるアンインストーラを使用します。 アンインストー

ラは、手順 7 で指定するターゲット インストール ディレクトリの

中にあります。 
 

4. Enter キーを押してインストールを続行します。 

［使用許諾契約］ページが表示されます。 
 

5. 使用許諾契約の各ページ（サード パーティのソフトウェア ライセンス

条項および条件も含む）を読みます。続行するには Enter キーを押し

ます。 

使用許諾契約の最後に以下のプロンプトが表示されます。 

使用許諾契約の条項に同意しますか? (Y/N) 
 

6. インストールを続行するには「Y」と入力します。 

次のプロンプトが表示されます。 

インストール先を指定してください。 

デフォルトのインストール フォルダ： /opt/CA/CCAGridNode 

絶対パスを入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押してく

ださい。 
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7. 推奨されるデフォルトの場所を使用する場合は Enter キーを押します。

または、別の場所へのパス名を入力します。 

インストール プログラムでパス名に使用できる文字は、英数字、アン

ダースコア（ _ ）、およびスラッシュ（ / ）のみです（空白文字や他

の特殊文字は使用できません）。 指定したディレクトリが存在しない

場合は、インストール プログラムによって、ディレクトリが作成され

ます。 

使用するデータベース サーバのタイプを入力するプロンプトが表示

されます。 

データベース構成 

1- SQL Server 

2- Oracle 

データベース タイプ： 
 

8. 使用するデータベースに対応する数字を入力し、Enter キーを押します。 

データベース タイプの選択を確認し、データベース サーバ名を指定す

るように要求されます。 

データベース タイプ： 1 

サーバ名（デフォルト： localhost）： 
 

9. 以下のいずれかのアクションを実行します。 

■ 選択したデータベースがインストールされているサーバ名または 

IP アドレスを入力し、Enter キーを押します。 

■ グリッド ノードをインストールしているサーバ上にデータベース

がある場合は、Enter キーを押します。 

注： IPv6 アドレスについては、最大拡張形式のアドレス、および最大

圧縮形式のアドレスがサポートされています。 リンク ローカル IPv6 

アドレスはサポートされていません。 

インストール プログラムによって、データベースのリスニング ポート

番号が要求されます。 

ポート番号（デフォルト： 1433）： 

デフォルト：  

■ Oracle： 1521 

■ Microsoft SQL Server： 1433 
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10. 以下のいずれかのアクションを実行します。 

■ デフォルトのポートをそのまま使用する場合は Enter キーを押し

ます。 

■ データベース インストール中にベンダーによって推奨されるデ

フォルト値以外を使用した場合は、正しいポート番号を入力して 

Enter キーを押してください。 

SQL Server データベースを使用している場合、プログラムはデータ

ベース インスタンスを指定するようユーザに要求します。 

インスタンス名（デフォルト： MSSQLSERVER）： 

Oracle データベースを使用している場合、プログラムはサービス名を

指定するようユーザに要求します。 

サービス名（デフォルト： ORCL）： 
 

11. データベース タイプに応じて、以下のいずれかを実行します。 

Microsoft SQL Server 

デフォルトのインスタンス名をそのまま使用して Enter キーを押

すか、または別の名前を入力して Enter キーを押します。 

Oracle  

デフォルトのサービス名をそのまま使用して Enter キーを押すか、

または別の名前を入力して Enter キーを押します。 
 

12. （Microsoft SQL Server のみ）Enter キーを押してデフォルトのデータ

ベース名をそのまま使用するか、または別のデータベース名を入力し

て、Enter キーを押します。 

プログラムによって、データベース ユーザ名を指定するように要求さ

れます。 

データベース ユーザ（デフォルト： cca）： 
 

13. CA Configuration Automation データベース のユーザ名を入力して Enter 

キーを押すか、またはデフォルトの CA Configuration Automation データ

ベース ユーザをそのまま使用する場合は Enter キーを押します。 

プログラムによって、データベース ユーザ パスワードを指定するよう

に要求されます。 

データベース ユーザ パスワード: 
 

14. パスワードを入力し、Enter キーを押します。 

プログラムによってパスワードを確認するように要求されます。 

パスワードの再入力： 
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15. パスワードを再入力し、Enter キーを押します。 

［インストール前サマリ］画面が表示されます。 
 

16. 入力内容を確認し、Enter キーを押します。  

インストールが開始されます。 完了すると、インストール プログラム

によってグリッド ノードが正常にインストールされたことが確認さ

れます。 

17. Enter キーを押します。 

インストール プログラムが終了します。 
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第 8 章： CA Configuration Automation ソフト

ウェアのアップグレード 
 

この章では、CA Configuration Automation サーバ、CA Configuration 

Automation エージェント、および CCA グリッド ノードのソフトウェアを

アップグレードする方法について説明します。 

CA Configuration Automation ソフトウェアのアップグレードを行う前に、以

下のドキュメントを参照してください。 

■ リリース固有の情報に関しては、「CA Configuration Automation 

Readme」 

■ 現行のシステム要件およびサポートされる環境に関しては、このド

キュメントの「システム要件」セクション 
 

CA Configuration Automation ソフトウェアのアップグレードを行う前に、

CA EEM をアップグレードまたはマイグレートしてください。 

CA EEM のアップグレードまたはマイグレート方法の詳細については、CA 

EEM ドキュメントを参照してください。 
 

別のサーバに CA EEM をマイグレートする場合は、新しい CA EEM サーバ

で以下の EEM グループ プロパティを更新します。 

■ eventdeliveryhost 

■ host 

プロパティは、［管理者］パネルの下の［構成］タブで更新できます。 
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注： CA Configuration Automation ソフトウェアのダウングレード（より新し

いバージョンの CA Configuration Automation に対して以前のバージョンを

インストールすること）はサポートされていません。 以前のバージョン

のソフトウェアをインストールする場合、ソフトウェアをアンインストー

ルして再インストールしてください。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

アップグレードの概要 (P. 102) 

Windows での CCA サーバのアップグレード (P. 106) 

Windows で CCA エージェントをアップグレード (P. 112) 

Linux または UNIX での CCA サーバのアップグレード (P. 116) 

Linux または UNIX での CCA エージェントのアップグレード (P. 127) 

Windows での CCA グリッド ノードのアップグレード (P. 138) 

Linux または UNIX での CCA グリッド ノードのアップグレード (P. 140) 
 

アップグレードの概要 

ソフトウェアのアップグレードは、初めてサーバに CA Configuration 

Automation ソフトウェアをインストールするときに使用するのと同じイ

ンストール プログラムまたはウィザードを使用して実行されます。 

ユーザがインストールする場所を指定した後、CA Configuration Automation 

はその場所に CA Configuration Automation サーバ および CA Configuration 

Automation エージェントがインストールされているかを確認し、既存の構

成ファイル（cca.properties および agent.conf）の構成設定を使用して、ソ

フトウェアを現在のバージョンにアップグレードします。   
 

アップグレード中に、以下のファイルの動作を把握することが重要です。 

cca.properties 

アップグレードのインストーラは、ソフトウェアのアップグレードのたび

に、cca.properties 構成ファイルのコピーを作成するため、前の CA 

Configuration Automation 構成を追跡できます。  ファイルの各コピーには

タイムスタンプ（cca.properties.<time_stamp>）が付いています。  

推奨されるデフォルトの場所を使用して、CCA サーバをインストールした

場合、これらの構成ファイルは以下のディレクトリに置かれます。 

■ （Linux および UNIX） /opt/CA/CCAServer/tomcat/conf 

■ （Windows） ¥Program Files¥CA¥CCA Server¥tomcat¥conf 
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アップグレードのインストーラは、新しい設定パラメータを格納する新し

い cca.properties ファイルを作成し、そのパラメータを既存の 

cca.properties ファイルに保持してマージします。  
 

注：  特にファイルを広範に変更する場合、任意のソフトウェアのアップグ

レードの前に、このような重要な構成ファイルのコピーを手動で作成する

ことをお勧めします。  
 

最後に、アップグレード インストーラはさらに、新しく作成した構成ファ

イル（cca.properties.bk）の追加のバックアップ コピーを作成し、そのコ

ピーは他の cca.properties と同じディレクトリに置かれます。   アップグ

レード インストーラは、既存の cca.properties を見つけられない場合、アッ

プグレード中にこのバックアップ ファイルを検索して使用します。  この

バックアップ ファイルは単に作成時の cca.propertiesfile の静的なコピー

であり、作成後に元の cca.properties ファイルに行った変更は含まれない

ことに注意してください。   
 

LICENSE 

アップグレード インストーラは既存の LICENSE ファイルを上書きします。 

新しいライセンスにより、CCA はサーバをいくつでも管理することが可能

となり、修復を有効にします。 

デフォルトの位置を使用して CCA サーバをインストールする場合、ライセ

ンス ファイルは以下のディレクトリのうちの 1 つに置かれます。   

■ （Linux および UNIX）  /opt/CA/CCAServer 

■ （Windows）  ¥Program Files¥CA¥CCA Server 
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CCA Server.lax 

以前に CCA サーバを Windows サービスとしてインストールした場合、

アップグレードでは特定の CCA Server.lax プロパティ ファイルのエントリ

のみが保持されます。 

デフォルトのインストール ディレクトリを使用した場合、CCA Server.lax 

ファイルは ¥Program Files¥CA¥CCA Server に置かれます。  

場所、セキュリティ、ヒープ サイズ、他の環境プロパティなどに加えら

れる可能性のある変更を把握するために、アップグレードでは、以下のエ

ントリの値が保持されます。 

■ java.security.auth.policy 

■ java.security.policy 
 

■ lax.class.path 
 

■ lax.command.line.args 
 

■ lax.dir 
 

■ lax.nl.java.option.additional 
 

■ lax.nl.java.option.java.heap.size.initial 
 

■ lax.nl.java.option.java.heap.size.max 
 

■ lax.nl.valid.vm.list 
 

■ lax.nl.win32.microsoftvm.min.version 
 

■ lax.root.install.dir 
 

■ lax.stderr.redirect 
 

■ lax.stdin.redirect 
 

■ lax.stdout.redirect 
 

■ org.apache.tomcat.apps.classpath 

■ tomcat.home 
 

アップグレードではどんな新しいプロパティも追加し、以下の内部で使用

されるエントリには、インストール時のデフォルトを使用します。 

■ lax.service .name 

■ lax.main.class 
 

■ lax.main.method 
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■ lax.nl.current.vm 
 

■ lax.nl.java.launcher.main.class 
 

■ lax.nl.java.launcher.main.method 
 

■ lax.user.dir 

■ lax.version 
 
  

server.xml 

新規の server.xml ファイルは、CCA サーバの各アップグレード中に作成さ

れます。 アップグレード インストーラでは、このファイルのコピーを作

成せず、保持もしません。 

推奨されるデフォルトの場所を使用して、CCA サーバをインストールした

場合、server.xml ファイルは以下のディレクトリに置かれます。 

■ （Linux および UNIX） /opt/CA/CCAServer/tomcat/conf 

■ （Windows） ¥Program Files¥CA¥CCA Server¥tomcat¥conf 
 

インストールの後に server.xml ファイルに変更を加えている場合は、アッ

プグレードの前に手動でファイルのコピーを作成します。 アップグレー

ドの完了後に、新しくインストールされたファイルに変更を再適用します。 

注：  HTTPS を使用して、CCA サーバのユーザ インターフェースへのアクセ

スが確保された場合には、server.xml ファイルはインストール後に変更さ

れます。 
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agent.conf 

エージェント ソフトウェアをアップグレードするたびに、そのアップグ

レードで CA Configuration Automation エージェントの構成ファイル

（agent.conf）のコピーが作成されます。  ファイルの各コピーには、タイ

ムスタンプ（agent.conf.<time_stamp>）が付いています。  

推奨されるデフォルトの場所を使用して CA Configuration Automation エー

ジェントをインストールした場合、これらの構成ファイルは以下のディレ

クトリに置かれます。 

■ （Linux および UNIX）  /opt/CA/CCAAgent 

■ （Windows）  ¥Program Files¥CA¥CA Configuration Automation Agent 

アップグレード インストーラは、新しい設定パラメータに取り込む新規 

agent.conf ファイルを作成し、既存の agent.conf ファイル内にパラメータ

値を保持してマージします。 
 

注：  特にファイルを広範に変更した場合、ソフトウェア アップグレードの

前に、常に重要な構成ファイルのコピーを手動で作成することをお勧めし

ます。 

最後に、アップグレード インストーラは、さらに新しく作成された構成

ファイル（agent.conf.bk）のバックアップ コピーを作成し、このコピーは

他の agent.conf ファイルのと同じディレクトリ内に置かれます。 アップグ

レード インストーラは、既存の agent.conf を見つけることができない場合

には、アップグレード中にこのバックアップ ファイルを検索して使用し

ます。 このバックアップ ファイルは、作成時の agent.conf ファイルの静

的なコピーで、作成後に元の agent.conf ファイルに加えられた変更は含ま

れません。 
 

Windows での CCA サーバのアップグレード 

インストール ウィザードを使用する Windows オペレーティング システム

では、CA Configuration Automation サーバ ソフトウェアのみをアップグ

レードできます。 
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ウィザードを使用するアップグレード 

ウィザードを使用して、Windows で CA Configuration Automation サーバ をアッ

プグレードする方法 

1. administrator または管理者権限を持つユーザとしてログインします。 

2. ¥server¥windows フォルダ内の installCCAServer.exe をダブルクリック

します。 

インストール プログラムは、必要なファイルを一時的な作業領域に抽

出することによってインストールの準備を行います。 これには数分間

かかる場合があります。 インストールが正常に完了した後、または

キャンセルされた後、一時的なストレージが解放されます。 

ウィザードが開始され、［はじめに］が表示されます。 
 

3. ［はじめに］画面を読み、［次へ］をクリックします。 

注：  その時点までにすでにインストールされたファイルは自動で削除

されず、部分的な CCA データベースの更新で、予期せぬ結果が生じる

可能性があるため、開始した後アップグレードはキャンセルしないこ

とをお勧めします。 アップグレードを完了する予定の場合のみ続行し

ます。 

［使用許諾契約］画面が表示されます。 
 

4. ［使用許諾契約］を読み、［使用許諾契約の条項に同意する］を選択

し、［次へ］をクリックします。 

CA Configuration Automation ソフトウェアをアップグレードするには、

使用許諾契約に同意する必要があります。 

［重要情報］画面が表示されます。 
 

5. 著作権およびソフトウェアの使用に関する情報を読み、［次へ］をク

リックします。 

インストール場所の選択画面が表示されます。 
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6. 元の CCA サーバ ソフトウェアが存在する場所のパスを入力するか、

Enter キーを押してデフォルトを使用するか、または［選択］をクリッ

クして場所を選択します。  初期インストールに対して推奨されるデ

フォルトの場所は ¥Program Files¥CA¥CCA¥Server です。    

注：  インストール ウィザードを使用してソフトウェアをアップグ

レードするためには、元のインストールと同じ場所を指定する必要が

あります。  既存の CCA サーバのインストールとは異なるパスを指定す

る場合、CA Configuration Automation は既存のソフトウェアを検出せず、

アップグレードの代わりに新しく個別のインストールを作成します。 

CA Configuration Automation は、指定された場所にインストールされた、

旧バージョンのソフトウェアを検出し、［インストール済みの製品が

存在します］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

7. アップグレードを続行するには、［続行］をクリックします。 

［Java 仮想マシン］画面が表示されます。 
 

8. 以下のいずれかを実行します。 

■ カスタマイズされた Java VM をインストールには、CA Java VM を使

用を選択し、［次へ］をクリックします。 

■ 独自の Java VM を選択を選択し、使用する Java VM の場所を指定し、

［次へ］をクリックします。 
 

注：  インストール プログラムでは、国内の暗号化を使用するため、指

定の Java VM バージョンをインストールすることが推奨されます。こ

の暗号化は強力で、CCA データベースに格納されるデータに利用可能

です。 インストール済みである既存の Java VM を使用する場合、バー

ジョンが 1.5.0_03 以降であることを確認します。 

インストール プログラムによって、インストール ディスクに十分な容

量があるかチェックされます。必要なディスク容量、およびディスク

の空き容量に関するインストール前のサマリが表示されます。 
 

9. インストール前のサマリを確認して、［インストール］をクリックし

ます。 

CCA サーバを Windows サービスとして登録するプロンプトが表示さ

れます。 CCA サーバを Windows サービスとしてセットアップする利点

は、以下の通りです。 

■ Windows を再起動する場合は常に、CCA サーバは自動で起動します。 

■ ［管理ツール］-［サービス］で、CCA サーバの開始操作と停止操

作がコントロールできます。 
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注：  Windows サーバ上の異なるディレクトリに複数の CCA サーバをイ

ンストールする場合、サーバのインストールのうちの 1 つのみを 

Windows サービスとして実行することができます。 詳細については、

「Single CCA Server Service per Windows Server」を参照してください。 

CCA サーバを Windows サービスとしてインストールしない場合、コン

ソール ウィンドウが起動され、CCA サーバの実行中は、開いたままに

しておく必要があります。 このウィンドウを最小化することはできま

すが、閉じることはできません。 
 

10. CCA サーバをサーバとしてセットアップするかどうかを指定するには、

［はい］または［いいえ］をクリックします。 

注：  ［Windows サービス管理ツール］が開いていないことを確認しま

す。そうしないと、CCA サーバは Windows サービスとして登録されま

せん。 

必要なファイルがターゲット サーバにコピーされると、ウィザードに

はインストールの進捗状況が表示され、終了すると通知されます。 
 

11. ［次へ］をクリックします。 

CCA サーバの構成情報の画面が表示され、元のインストールで指定さ

れた構成設定が表示されます。 
 

12. CCA サーバの構成設定を確認して、［次へ］をクリックします。 

注：  インストール ウィザードを使用して、ソフトウェアをアップグ

レードする場合、既存の CCA サーバの設定を編集することはできませ

ん。 構成フィールドのいずれかを変更する場合、ソフトウェアをアン

インストールして再インストールする必要があります。 
 

CCA サーバの構成設定を以下に示します。 

CCA サーバ名  

CCA サーバ名を指定します。ソフトウェアをインストールしている

サーバの、デフォルトの名前です。 

管理者の電子メール アドレス 

CA Configuration Automation 管理者の電子メール アドレスを指定し

ます。 
 

CCA ポート番号 

CCA サーバのリスニング ポート番号を指定します。 
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AJP ポート番号 

Apache Jakarta Project（AJP）の接続ポート番号を指定します。 

メール サーバ名 

メール サーバ名を指定します。 

［次へ］をクリックすると、［データベース構成］画面が表示されま

す。 
 

13. ソフトウェアのアップグレードに関するデータベース構成の注意事項

を読み、［次へ］をクリックします。 

［データベース タイプ］画面が現れ、元のインストールで選択された

データベース タイプが表示されます。 
 

14. データベース タイプの選択内容を確認して、［次へ］をクリックしま

す。 

CCA データベース インスタンス構成の画面が表示されます。 
 

15. 元のインストールで指定された CCA データベース構成の設定を確認

し、［完了］をクリックします。 

注：  インストール ウィザードを使用してソフトウェアをアップグ

レードする場合、既存の CCA データベースの設定を編集することはで

きません。 構成フィールドのいずれかを変更する場合、ソフトウェア

をアンインストールして再インストールする必要があります。   

CCA データベース構成の設定を以下に示します。 

CCA ユーザ 

CCA データベースを作成またはロードする権限のあるユーザ名を

指定します。 
 

CCA User Password 

前のフィールドで指定された CCA データベース ユーザの非表示パ

スワードを指定します。  
 

Oracle SID 

（Oracle のみ）CCA データベースとして Oracle を使用する場合は、

Oracle データベースのシステム識別子（インスタンス名）を指定し

ます。 
 

CCA データベース インスタンス名 

（Microsoft SQL Server のみ）データベース インスタンス名を指定

します。 
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サーバ名 

CCA データベースが置かれているサーバの名前を指定します。 

ポート番号 

データベースのリスニング ポート番号を指定します。 
 

ウィザードは、ソフトウェアの更新を完了すると、新規の CCA サーバ

の構成ファイル（cca.properties）を作成します。 （詳細については、

「CCA サーバの構成ファイル」を参照してください。） 

ウィザードで、CCA サーバを起動するように要求されます。 
 

16. CCA サーバを起動するには、［はい］をクリックします。 

ウィザードによって CCA サーバのアップグレードが正常に行われた

ことが示されます。 
 

17. CCA サーバのインストール ウィザードを閉じるには、［完了］をク

リックします。 

注： エージェント ソフトウェアの以前のリリースは、CCA サーバのソ

フトウェアと互換性がありますが、「Windows での CA Configuration 

Automation エージェントのアップグレード (P. 112)」で説明するとおり、

CCA サーバで CA Configuration Automation エージェントをアップグ

レードすることをお勧めします。 

18. ブラウザのキャッシュをクリアして、CA Configuration Automation ユー

ザ インターフェースが正しく表示されるようにしてください。 

a. ブラウザを起動します。 

b. ［ツール］アイコン メニューの［インターネット オプション］を

選択します。 

［インターネット オプション］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 
 

c. ［一般］タブで［インターネット一時ファイル］オプション内の

［ファイルの削除］をクリックします。 

［ファイルの削除］ダイアログ ボックスが開きます。 

d. ［すべてのオフラインコンテンツを削除する］チェック ボックス

を選択して、［OK］をクリックします。 

ブラウザのキャッシュをクリアします。 
 



Windows で CCA エージェントをアップグレード 
 

112  実装ガイド 
 

Windows で CCA エージェントをアップグレード 

インストール ウィザードを使用する Microsoft Windows オペレーティング 

システム上では、CA Configuration Automation エージェントのみをアップグ

レードできます。 
 

ウィザードを使用するアップグレード 

Windows で CA Configuration Automation エージェントをアップグレードする方

法 

1. administrator または管理者権限を持つユーザとしてログインします。 

2. CA Configuration Automation エージェントの CD-ROM をドライブに挿

入します。 
 

3. 以下のいずれかをダブルクリックして、CA Configuration Automation 

エージェントのインストール プログラムを実行します。 

■ CA Configuration Automation エージェントと共に付属の Java VM を

インストールする場合、¥agent¥windows フォルダ内の 

AgentWindowsVM.exe。 

■ 付属の Java VM をインストールせずに CA Configuration Automation 

エージェントをインストールする場合、¥agent¥windows フォルダ

内の AgentWindows.exe。  
 

CA Configuration Automation エージェントをインストールするには 

Java VM が必要です。 Java VM はエージェントの動作中は実行されませ

ん。 2 種類の異なるエージェント インストール プログラム（Java VM を

インストールするバージョン（AgentWindowsVM.exe）と、Java VM を

インストールしないバージョン（AgentWindows.exe））が用意されて

いるのは、CA Configuration Automation エージェントのターゲット サー

バに Java VM のいずれかのバージョンがすでにインストールされてい

る可能性があるためです。Java VM をインストールしないバージョン

は、既存の Java VM を検索して使用します。 
 

注：  インストール プログラムが一般的な場所にインストールされな

かった場合、既存の Java VM が見つからない可能性があります。 

AgentWindows.exe インストールが失敗の場合、AgentWindowsVM.exe 

を使用して、CA Configuration Automation エージェントをインストール

します。 
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インストール プログラムは、必要なファイルを一時的な作業領域に抽

出することによってインストールの準備を行います。 これには数分間

かかる場合があります。 
 

インストールが正常に完了した後、またはキャンセルされた後、一時

的なストレージが解放されます。 

インストール ウィザードには［はじめに］が表示されます。 
 

4. ［はじめに］画面を読み、［次へ］をクリックします。 

注：  その時点までにすでにインストールされたファイルは自動で削除

されず、部分的な更新によって、予期せぬ結果が生じる可能性がある

ため、開始した後アップグレードはキャンセルしないことをお勧めし

ます。 アップグレードを完了する予定の場合のみ続行します。 

［使用許諾契約］画面が表示されます。 
 

5. ［使用許諾契約］を読み、［使用許諾契約の条項に同意する］を選択

し、［次へ］をクリックします。 

CA Configuration Automation ソフトウェアをアップグレードするには、

使用許諾契約に同意する必要があります。 

［重要情報］画面が表示されます。 
 

6. 著作権およびソフトウェアの使用に関する情報を読み、［次へ］をク

リックします。 

インストール場所の選択画面が表示されます。 
 

7. 元の CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアが存在す

る場所のパスを入力するか、Enter キーを押してデフォルトを使用する

か、または［選択］をクリックして場所を選択します。  

初期インストールに対して推奨されるデフォルトの場所は ¥Program 

Files¥CA¥CCA¥Agent です。  
 

注：  インストール ウィザードを使用してソフトウェアをアップグ

レードするためには、元のインストールと同じ場所を指定する必要が

あります。  既存の CA Configuration Automation エージェントのインス

トールとは異なるパスを指定する場合、CA Configuration Automation は

既存のソフトウェアを検出せず、アップグレードの代わりに新しく個

別のインストールを作成します。 
 

Windows ベースのシステムでは、パス名に使用できる文字は英数字、

アンダースコア（  _  ）、空白、および円記号（ ¥ ）のみです（他の特

殊文字は使用できません）。 指定したディレクトリが存在しない場合

は、インストール プログラムによって、ディレクトリが作成されます。  
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CA Configuration Automation は、指定された場所にインストールされた、

旧バージョンのソフトウェアを検出し、［インストール済みの製品が

存在します］ダイアログ ボックスが表示されます。 

8. ［続行］をクリックします。 

インストール プログラムによって、インストール ディスクに十分な容

量があるかチェックされます。必要なディスク容量、およびディスク

の空き容量に関するインストール前のサマリが表示されます。  
 

9. インストール前のサマリを確認して、［インストール］をクリックし

ます。 

必要なファイルがターゲット サーバにコピーされ、ウィザードに進捗

状況が表示されます。次に、CCA サーバとの通信セットアップおよび

エージェント構成ファイル（agent.conf）の作成に必要な、元のエージェ

ント構成設定が表示されます。  
 

注：  CCA サーバのアップグレードとは異なり、アップグレード中に既

存の CA Configuration Automation エージェントの構成設定を編集する

ことができます。  インストーラは元の設定をデフォルトとして表示し

ます。 
 

10. 必要に応じて、以下の CA Configuration Automation エージェントの構成

設定を編集します 

CA Configuration Automation エージェントのポート番号 

CA Configuration Automation エージェントのリスニング ポート番号

を指定します。 
 

エージェント バインド IP アドレス 

エージェント インストールの完了後に CCA エージェントがバイン

ドするマシンの IP アドレスを指定します。 

このオプションには使用可能な IP アドレスがリスト表示されます。

以下の IP アドレスは除外されます。 

■ IPv4 ループバック アドレス。 例： 127.0.0.1 

■ IPv6 ループバック アドレス。 例： 1 または 0:0:0:0:0:0:0:1 

■ IPv6 リンク ローカル アドレス。 例： fe80:: から始まるアドレ

ス 

注： 有効な IP アドレスが見つからない場合、警告メッセージが表

示され、CCA エージェントはループバック IP アドレスにバインド

します。 
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エージェント ログの有効化 

エージェント ログ記録を有効にするかどうかを指定します。 領域

の節約やセキュリティ上の理由によってマシンへのログ ファイル

の書き込みが好ましくない場合は、ログ記録を有効にしないこと

もあります。  

エージェント構成ファイル（agent.conf）を変更することによって、

エージェントのログ記録の有効または無効をいつでも切り替える

ことができます。 

サーバ ping の有効化 

サーバの ping を有効にするかどうかを指定します。 以下のいずれ

かが当てはまる場合、サーバの ping を有効にしないこともありま

す。  

■ IP アドレスおよび名前解決の競合が発生する場合。 

■ サーバに複数のネットワーク インターフェース カード（NIC）

がある場合（意図する NIC の識別が必要なため）。 

■ エージェントのインストール先のサーバと CCA サーバとの間

にファイアウォールが存在する場合（到達できないアドレスに 

ping を行うことによって生じる不要なネットワーク トラ

フィックを削減するため）。  

エージェントの構成ファイル（agent.conf）を変更することによっ

て、サーバの ping の有効または無効をいつでも切り替えることが

できます。 
 

CCA サーバ名  

デフォルト サーバ名を指定するか、または、CCA サーバのサーバ

名を使用します。 

CCA サーバ ポート番号  

デフォルトのポート番号を指定するか、または、CCA サーバのリス

ニング ポート番号を入力します。 

ウィザードによって CA Configuration Automation エージェントのアッ

プグレードが正常に行われたことが示されます。 

11. CA Configuration Automation エージェントのインストール ウィザード

を閉じるには、［完了］をクリックします。 
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Linux または UNIX での CCA サーバのアップグレード 

以下の方法で、Linux または UNIX で CCA サーバ ソフトウェアをアップグ

レードできます。 

■ コンソール モードを使用 (P. 116) 

■ ウィザードを使用 (P. 122) 
 

コンソール モードを使用するアップグレード 

コンソールを使用して Solaris または Linux 上で CCA サーバをアップグレードす

る方法 

1. ターゲット サーバのターゲット インストール ディレクトリへの書き

込み権限を持ち、ソフトウェアのインストールが許可されたユーザと

してログインします。 

2. インストール プログラムが含まれる、CA Configuration Automation コン

ポーネントおよびオペレーティング システムのディレクトリに移動

します。 

$ cd server/<operating_system> 

<operating_system> 

オペレーティング システムを指定します。Linux または Solaris のい

ずれかです。 
 

注：  このセクションの以降の部分で使用される例とプロンプトは、

Solaris サーバへの CCA サーバのインストールに基づいています。 サー

バのインストール手順およびプロンプトは Linux でも同じです。 
 

3. 以下を入力して、インストール プログラムを実行します。 

$ ./installCCAServer.bin -i console 
 

インストール プログラムは、必要なファイルを一時的な作業領域に抽

出することによってインストールの準備を行います。 この準備には数

分間かかる場合があります。 
 

適切な /tmp 領域が利用できない場合、インストール プログラムは

ユーザのホーム ディレクトリ内の領域の利用を試みます。 たとえば、

root としてログインしている場合は、インストール プログラムは一時

的な作業領域として / をチェックし使用します。 インストールが正常

に完了すると、一時的なストレージは解放されます。 
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インストール プログラムが開始され、基本的なナビゲーションおよび

キャンセルの指示を行うことができます。キー ポイントは以下の通り

です。 

■ 前の手順に戻るには、「back」と入力します。 

■ インストールをキャンセルするには、「quit」と入力します。 
 

4. CCA サーバのアップグレードを続行するには、Enter キーを押します。  

注：  その時点までにすでにインストールされたファイルは自動で削除

されず、部分的な CCA データベースの更新によって、予期せぬ結果が

生じる可能性があるため、一度開始したらアップグレードはキャンセ

ルしないことをお勧めします。 アップグレードを完了する予定の場合

のみ続行します。 
 

5. ［使用許諾契約］を読み、プロンプトで「y」を入力し、Enter キーを

押します。 

CA Configuration Automation ソフトウェアをアップグレードするには、

使用許諾契約に同意する必要があります。 
 

6. 著作権およびソフトウェアの使用に関する情報を読み、Enter キーを押

します。 

インストール ディレクトリを入力するプロンプトが表示されます。 

どの場所に CCA サーバをインストールしますか? 

 デフォルトのインストール フォルダ： /opt/CA/CCAServer 

絶対パスを入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押してください。 
 

7. 元の CCA サーバのソフトウェアがインストールされている場所のパ

ス名を入力するか、またキーを押してデフォルトを使用します。  

初期インストールに対して推奨されるデフォルトの場所は 

/opt/CA/CCAServer です。 
 

注：  インストール プログラムを使用してソフトウェアをアップグ

レードするためには、元のインストールと同じ場所を指定する必要が

あります。 既存の CCA サーバのインストールとは異なるパスを指定す

る場合、CA Configuration Automation は既存のソフトウェアを検出せず、

アップグレードの代わりに新しく個別のインストールを作成します。 
 

UNIX ベースのシステムでは、パス名に使用できる文字は英数字、アン

ダースコア（  _  ）、およびスラッシュ（ / ）のみです（空白文字や他

の特殊文字は使用できません）。 指定したディレクトリが存在しない

場合は、インストール ウィザードによって、ディレクトリが作成され

ます。 
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CA Configuration Automation は、指定された場所にインストールされた、

旧バージョンのソフトウェアを検出します。 

この場所にはすでに CCA サーバがインストールされています。 

［続行］を選択： CCA サーバおよびデータベースをアップグレードします。 

［戻る］を選択： 異なるインストール ディレクトリを選択します。 

［終了］を選択： インストール プロセスを終了します。 

-->  1- 続行 

  2- 戻る 

  3- 終了 

目的の操作に対応した数字を入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押して

ください。 
 

8. アップグレードを続行するには、Enter キー（［続行］）を押します。 

CA Configuration Automation に含まれる Java 仮想マシン（VM）をイン

ストールするか、または別の Java VM を使用するプロンプトが表示さ

れます。  

--> 1- CA Java VM を使用 

    2- 独自の Java VM を選択 

選択の数値を入力するか、または現在の選択を使用する場合は Enter キーを押してください。 
 

9. ［サーバ］に使用する Java VM 関連付けられている番号を入力するか、

または指定された Java VM をインストールするには、Enter キーを押し

ます。 

独自の Java VM を選択するように指定する場合、インストール プログ

ラムによって、使用する Java VM の場所の入力が求められます。 
 

注：  インストール プログラムでは、国内の暗号化を使用するため、指

定の Java VM バージョンをインストールすることが推奨されます。こ

の暗号化は強力で、データベースに格納されるデータに利用可能です。 

代わりに既存のインストール済み Java VM を使用することを選択する

場合、バージョンが 1.5.0_03 以降であることを確認してください。 
 

インストール プログラムによってインストール ディスクに十分な容

量があるかチェックされ、必要なディスク容量、およびディスクの空

き容量に関するサマリが表示されます。 
 

10. インストール前のサマリを確認し Enter キーを押します。 

必要なファイルがターゲット サーバにコピーされると、インストール 

プログラムによってインストールの進捗状況が表示され、終了すると

通知されます。 
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11. 元のインストールで指定された CCA サーバの構成を表示するには、

Enter キーを押します。以下に例を示します。 

CCA サーバ名： sunu5-0 

管理者の電子メール アドレス： patti.smith@birdland.com 

CCA ポート番号： 8080 

AJP ポート番号： 8007 

メール サーバ名： pop3mail 
 

注：  インストール プログラムを使用して、ソフトウェアをアップグ

レードする場合、既存の CCA サーバ設定を編集することはできません。 

構成フィールドのいずれかを変更する場合、ソフトウェアをアンイン

ストールして再インストールする必要があります。 
 

 サーバの構成設定は以下のとおりです。 

CCA サーバ名  

CCA サーバ名を指定します。ソフトウェアをインストールしている

サーバの、デフォルトの名前です。 

管理者の電子メール アドレス 

CA Configuration Automation 管理者の電子メール アドレスを指定し

ます。 
 

CCA ポート番号 

CCA サーバのリスニング ポート番号を指定します。 
 

AJP ポート番号 

Apache Jakarta Project（AJP）の接続ポート番号を指定します。 

メール サーバ名 

メール サーバ名を指定します。 
 

12. ソフトウェアのアップグレードに関するデータベース構成の注意事項

を表示するには、Enter キーを押します。 
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13. データベース タイプの選択内容を確認するには Enter キーを押します。

以下に例を示します。 

データベース タイプ： Oracle 

ENTER キーを押して続行します。 

14. 元のインストールで指定された CCA データベース構成を確認するに

は、Enter キーを押します。以下に例を示します。 

CCA ユーザ： CCA 

CCA ユーザ パスワード： co99hesion 

Oracle SID： or1 

サーバ名： sunu5-5 

ポート番号： 1521 
 

注：  インストール プログラムまたはウィザードを使用して、ソフト

ウェアをアップグレードする場合、既存の CCA データベース構成を編

集することはできません。 構成フィールドのいずれかを変更する場合、

ソフトウェアをアンインストールして再インストールする必要があり

ます。 
 

パスワードがクリア テキスト内に表示されるので、アップグレード後

に画面をクリアします。 
 

CCA データベース インスタンス作成および接続の設定を以下に示し

ます。 

CCA ユーザ 

CCA データベースへの接続および更新の権限を持つユーザ名を指

定します。 

CCA User Password 

前のフィールドで指定された CCA データベース ユーザの非表示パ

スワードを指定します。  
 

Oracle SID 

（Oracle のみ）CCA データベースとして Oracle を使用する場合は、

Oracle データベースのシステム識別子（インスタンス名）を指定し

ます。 
 

CCA データベース インスタンス名 

（Microsoft SQL Server）データベース インスタンス名を指定します。 
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サーバ名 

CCA データベースが置かれているサーバの名前を指定します。 

ポート番号 

データベースのリスニング ポート番号を指定します。 
 

15. Enter キーを押します。 

インストール プログラムによって、ソフトウェアの更新が完了し、

cca.properties と呼ばれる新しい CCA サーバの構成ファイルが作成さ

れます（詳細については、「CCA サーバの構成ファイル」を参照して

ください）。 

CCA サーバを起動するプロンプトが表示されます。 

ここで CCA サーバを開始しますか? 

-->  1- はい 

  2- いいえ 

目的の操作に対応した数字を入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押して

ください。 
 

16. CCA サーバを起動するには、Enter キー（はい）を押します。 

インストール プログラムによって CCA サーバのアップグレードが正

常に行われたことが示されます。 
 

17. Enter キーを押してインストール プログラムを終了します。 

注：  エージェント ソフトウェアの以前のリリースは、CCA サーバのソ

フトウェアと互換性がありますが、CCA サーバで CA Configuration 

Automation エージェントをアップグレードすることをお勧めします。 

「Linux または UNIX での CA Configuration Automation エージェントの

アップグレード (P. 127)」の詳細な手順に従ってください。 

18. ブラウザのキャッシュをクリアして、CA Configuration Automation ユー

ザ インターフェースが正しく表示されるようにしてください。 

a. ブラウザを起動します。 

b. ［ツール］アイコン メニューの［インターネット オプション］を

選択します。 

［インターネット オプション］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 
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c. ［一般］タブで［インターネット一時ファイル］オプション内の

［ファイルの削除］をクリックします。 

［ファイルの削除］ダイアログ ボックスが開きます。 

d. ［すべてのオフラインコンテンツを削除する］チェック ボックス

を選択して、［OK］をクリックします。 

ブラウザのキャッシュをクリアします。 
 

ウィザードを使用するアップグレード 

インストール ウィザードを使用して、Solaris または Linux で CCA サーバをアップ

グレードする方法 

1. ターゲット サーバのターゲット インストール ディレクトリへの書き

込み権限を持ち、ソフトウェアのインストールが許可されたユーザと

してログインします。  

2. DISPLAY 変数が正しく設定されていることを確認します。 

$ echo $DISPLAY 

DISPLAY 変数が設定されていない場合は、実行前にこの変数を設定しま

す。以下に例を示します。 

$ DISPLAY=<server_name/IP>:0.0 

$ export DISPLAY 
 

3. インストール プログラムが含まれる、CA Configuration Automation コン

ポーネントおよびオペレーティング システムのディレクトリに移動

します。  

$ cd server/<operating_system> 

<operating_system> 

オペレーティング システムを指定します。Linux または Solaris のい

ずれかです。 
 

4. 以下の入力で、インストール ウィザードを実行します。 

$ ./installCCAServer.bin 
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インストール プログラムは、必要なファイルを一時的な作業領域に抽

出することによってインストールの準備を行います。  これには数分間

かかる場合があります。 

適切な /tmp 領域が利用できない場合、インストール プログラムは

ユーザのホーム ディレクトリ内の領域の利用を試みます。  たとえば、

root としてログインしている場合は、インストール プログラムは一時

的な作業領域として / をチェックし使用します。    インストールが正

常に完了すると、一時的なストレージは解放されます。  
 

インストール ウィザードが開始され、［はじめに］が表示されます。 
 

5. ［はじめに］画面を読み、［次へ］をクリックします。 

注：  その時点までにすでにインストールされたファイルは自動で削除

されず、部分的な CCA データベースの更新によって、予期せぬ結果が

生じる可能性があるため、開始した後アップグレードはキャンセルし

ないことをお勧めします。  アップグレードを完了する予定の場合のみ

続行します。 

［使用許諾契約］画面が表示されます。 
 

6. ［使用許諾契約］を読み、［使用許諾契約の条項に同意する］を選択

し、［次へ］をクリックします。  

CA Configuration Automation ソフトウェアをアップグレードするには、

使用許諾契約に同意する必要があります。 

［重要情報］画面が表示されます。 
 

7. 著作権およびソフトウェアの使用に関する情報を読み、［次へ］をク

リックします。 

インストール場所の選択画面が表示されます。 
 

8. 元の CCA サーバのソフトウェアがインストールされている場所のパ

ス名を入力するか、Enter キーを押してデフォルトを使用するか、また

は［選択］をクリックして場所を選択します。  

初期インストールに対して推奨されるデフォルトの場所は 

/opt/CA/CCAServer です。 
 

注：  インストール ウィザードを使用してソフトウェアをアップグ

レードするためには、元のインストールと同じ場所を指定する必要が

あります。  既存の CCA サーバのインストールとは異なるパスを指定す

る場合、CA Configuration Automation は既存のソフトウェアを検出せず、

アップグレードの代わりに新しく個別のインストールを作成します。 
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UNIX ベースのシステムでは、パス名に使用できる文字は英数字、アン

ダースコア（_）、およびスラッシュ（/）のみです（空白文字やその

他の特殊文字は使用できません）。          指定したディレクトリが存在

しない場合は、インストール ウィザードによって、ディレクトリが作

成されます。    
 

CA Configuration Automation は、指定された場所にインストールされた、

旧バージョンのソフトウェアを検出し、［インストール済みの製品が

存在します］ダイアログ ボックスが表示されます。 

9. ［続行］をクリックします。 

［Java 仮想マシン］画面が表示されます。 
 

10. CCA サーバ用にカスタマイズされた Java VM をインストールするには、

［次へ］をクリックします。 

別の Java VM を選択するように指定する場合、ウィザードによって、

使用する Java VM の場所の入力が求められます。 
 

注：  インストール プログラムでは、国内の暗号化を使用するため、指

定の Java VM バージョンをインストールすることが推奨されます。こ

の暗号化は強力で、CCA データベースに格納されるデータに利用可能

です。 代わりに既存のインストール済み Java VM を使用することを選

択する場合、バージョンが 1.5.0_03 以降であることを確認してくださ

い。  

Java VM を選択した後、［インストール前サマリ］画面が表示されま

す。 
 

11. インストール前のサマリを確認して、［インストール］をクリックし

ます。 

インストール プログラムによって、インストール ディスクに十分な容

量があるかチェックされます。必要なディスク容量、およびディスク

の空き容量に関するサマリが、インストール前のサマリに表示されま

す。 

必要なファイルがターゲット サーバにコピーされると、ウィザードに

はインストールの進捗状況が表示され、終了すると通知されます。  
 

12. 元のインストールで指定された CCA サーバの構成情報を確認するに

は、［次へ］をクリックします。  

CCA サーバの構成情報の画面が表示されます。 
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13. CCA サーバの構成設定情報を確認し、［次へ］をクリックします。 

注：  インストール ウィザードを使用して、ソフトウェアをアップグ

レードする場合、既存の CCA サーバの設定を編集することはできませ

ん。 構成フィールドのいずれかを変更する場合、ソフトウェアをアン

インストールして再インストールする必要があります。 
 

 ［サーバの構成］設定を以下に示します。 

CCA サーバ名  

CCA サーバ名を指定します。ソフトウェアをインストールしている

サーバの、デフォルトの名前です。 

管理者の電子メール アドレス 

CA Configuration Automation 管理者の電子メール アドレスを指定し

ます。 
 

CCA ポート番号 

CCA サーバのリスニング ポート番号を指定します。 
 

AJP ポート番号 

Apache Jakarta Project（AJP）の接続ポート番号を指定します。 

メール サーバ名 

メール サーバ名を指定します。 

［次へ］をクリックすると、［データベース構成］画面が表示されま

す。 
 

14. ソフトウェアのアップグレードに関するデータベース構成の注意事項

を読み、［次へ］をクリックします。 

［データベース タイプ］画面が現れ、前のインストール時のデータ

ベース タイプが表示されます。 
 

15. データベース タイプの選択内容を確認して、［次へ］をクリックしま

す。 

CCA データベース インスタンス構成の画面が表示されます。 
 

16. 元のインストールで指定された CCA データベース構成を確認し、［完

了］をクリックします。 

注：  インストール ウィザードを使用して、ソフトウェアをアップグ

レードする場合、既存の CCA データベース構成を編集することはでき

ません。 構成フィールドのいずれかを変更する場合、ソフトウェアを

アンインストールして再インストールする必要があります。 
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CCA データベース インスタンス作成および接続の設定を以下に示し

ます。 

CCA ユーザ 

CCA データベースへの接続および更新の権限を持つユーザ名を指

定します。 

CCA User Password 

前のフィールドで指定された CCA データベース ユーザの非表示パ

スワードを指定します。 
 

Oracle SID 

（Oracle のみ）CCA データベースとして Oracle を使用する場合は、

Oracle データベースのシステム識別子（インスタンス名）を指定し

ます。 
 

CCA データベース インスタンス名 

（Microsoft SQL Server のみ）データベース インスタンス名を指定

します。 
 

サーバ名 

CCA データベースが置かれているサーバの名前を指定します。 

ポート番号 

データベースのリスニング ポート番号を指定します。 
 

ウィザードにより、ソフトウェアの更新が完了し、CCA サーバの構成

ファイル（cca.properties）が作成されます。 （詳細については、「CCA 

サーバの構成ファイル」を参照してください。） 

ウィザードで、CCA サーバを起動するように要求されます。 
 

17. サーバを起動するには、［はい］をクリックします。 

ウィザードによって CCA サーバのアップグレードが正常に行われた

ことが示されます。 
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18. CCA サーバのインストール ウィザードを閉じるには、［完了］をク

リックします。 

注： エージェント ソフトウェアの以前のリリースは、CCA サーバのソ

フトウェアと互換性がありますが、CCA サーバのホスト システムで CA 

Configuration Automation エージェントをアップグレードすることをお

勧めします。 「Linux または UNIX での CA Configuration Automation エー

ジェントのアップグレード (P. 127)」の詳細な手順に従ってください。 

19. ブラウザのキャッシュをクリアして、CA Configuration Automation ユー

ザ インターフェースが正しく表示されるようにしてください。 

a. ブラウザを起動します。 

b. ［ツール］アイコン メニューの［インターネット オプション］を

選択します。 

［インターネット オプション］ダイアログ ボックスが表示されま

す。 
 

c. ［一般］タブで［インターネット一時ファイル］オプション内の

［ファイルの削除］をクリックします。 

［ファイルの削除］ダイアログ ボックスが開きます。 

d. ［すべてのオフラインコンテンツを削除する］チェック ボックス

を選択して、［OK］をクリックします。 

ブラウザのキャッシュをクリアします。 
 

Linux または UNIX での CCA エージェントのアップグレード 

以下のいずれかの方法で、Linux または UNIX で CA Configuration Automation 

エージェント ソフトウェアをアップグレードできます。 

■ コンソール モードを使用 (P. 128) 

■ ウィザードを使用 (P. 133) 
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コンソール モードを使用するアップグレード 

コマンド ラインから UNIX または Linux で CA Configuration Automation エージェ

ントをアップグレードする方法 

1. root としてログインします。 

CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアをインストー

ルするには root ユーザである必要があります。 

2. インストール プログラムが含まれる、CA Configuration Automation コン

ポーネントおよびオペレーティング システムのディレクトリに移動

します。以下に例を示します。  

# cd agent/<operating_system> 

<operating_system> 

オペレーティング システムを指定します。AIX、HPUX、Linux、ま

たは Solaris のいずれかです。 
 

3. 以下のいずれかを入力して、CA Configuration Automation エージェント

のインストール プログラムのうちの 1 つを選択し実行します。 

■ CA Configuration Automation エージェントと共に付属の Java VM を

インストールする場合： 

# ./agentvm.bin -i console 

■ 付属の Java VM をインストールせずに CA Configuration Automation 

エージェントをインストールする場合：  

# ./agent.bin -i console 
 

CA Configuration Automation エージェントをインストールするには 

Java VM が必要です。 Java VM はエージェントの動作中は実行されませ

ん。 2 種類の異なるエージェント インストール プログラム（Java VM を

インストールするバージョン（agentvm.bin）と、Java VM をインストー

ルしないバージョン（agent.bin））が用意されているのは、CA 

Configuration Automation エージェントのターゲット サーバに Java VM 

のいずれかのバージョンがすでにインストールされている可能性があ

るためです。Java VM をインストールしないバージョンは、既存の Java 

VM を検索して使用します。  
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注：  インストール プログラムが一般的な場所にインストールされな

かった場合、既存の Java VM が見つからない可能性があります。 

agent.bin によるインストールが失敗する場合は、agentvm.bin を使用し

て CA Configuration Automation エージェントをインストールしてくだ

さい。 

インストール プログラムは、必要なファイルを一時的な作業領域に抽

出することによってインストールの準備を行います。 これには数分間

かかる場合があります。 
 

適切な /tmp 領域が利用できない場合、インストール プログラムは / 

（root ユーザのホーム ディレクトリ）内の領域の利用を試みます。 イ

ンストールが正常に完了すると、一時的なストレージは解放されます。 
 

インストール プログラムが開始され、インストールの基本的なナビ

ゲーションおよびキャンセルの指示を行うことができます。キー ポイ

ントは以下の通りです。 

■ 前の手順に戻るには、「back」と入力します。 

■ インストールをキャンセルするには、「quit」と入力します。 
 

4. CA Configuration Automation エージェントのアップグレードを続行す

るには、Enter キーを押します。 
 

注：  その時点までにすでにインストールされたファイルは自動で削除

されず、部分的な更新によって、予期せぬ結果が生じる可能性がある

ため、一度開始したらアップグレードはキャンセルしないことをお勧

めします。 アップグレードを完了する予定の場合のみ続行します。 
 

5. ［使用許諾契約］を読み、「y」を入力し、Enter キーを押します。 

CA Configuration Automation ソフトウェアをアップグレードするには、

使用許諾契約に同意する必要があります。 
 

6. 著作権およびソフトウェアの使用に関する情報を読み、Enter キーを押

します。 

CA Configuration Automation エージェントをインストールする場所を

入力するプロンプトが表示されます。 

インストール先を指定してください。 

 デフォルトのインストール フォルダ： /opt/CA/CCAAgent 

絶対パスを入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押してください。 
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7. 元の CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアがインス

トールされている場所のパス名を入力するか、または Enter キーを押

してデフォルトを使用します。 

初期インストールに対して推奨されるデフォルトの場所は 

/opt/CA/CCAAgent です。 
 

UNIX ベースのシステムでは、パス名に使用できる文字は英数字、アン

ダースコア（  _  ）、およびスラッシュ（ / ）のみです（空白文字や他

の特殊文字は使用できません）。 指定したディレクトリが存在しない

場合は、インストール プログラムによって、ディレクトリが作成され

ます。 
 

注：  インストール プログラムを使用してソフトウェアをアップグ

レードするためには、元のインストールと同じ場所を指定する必要が

あります。 既存の CA Configuration Automation エージェントのインス

トールとは異なるパスを指定する場合、CA Configuration Automation は

既存のソフトウェアを検出せず、アップグレードの代わりに新しく個

別のインストールを作成します。 
 

CA Configuration Automation は、指定された場所にインストールされた、

旧バージョンのソフトウェアを検出します。 

この場所にはすでに CA Configuration Automation エージェントがインストールされています。 

［続行］を選択： CA Configuration Automation エージェントおよびファイルをアップグレー

ドします。 

［戻る］を選択： 異なるインストール ディレクトリを選択します。 

［終了］を選択： インストール プロセスを終了します。 

--> 1- 続行 

 2- 戻る 

 3- 終了 

目的の操作に対応した数字を入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押して

ください。 
 

8. Enter キー（［続行］）を押します。 

インストール プログラムによって、インストール ディスクに十分な容

量があるかチェックされます。必要なディスク容量、およびディスク

の空き容量に関するインストール前のサマリが表示されます。 
 

9. インストール前のサマリを確認して、Enter キーを押します。 

必要なファイルがターゲット サーバにコピーされると、インストール 

プログラムによってインストールの進捗状況が表示され、終了すると

通知されます。 
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インストール プログラムによって、CCA サーバとの通信セットアップ

およびエージェント構成ファイル（agent.conf）の作成に必要な元の

エージェントの構成設定が表示されます。 （詳細については、「CA 

Configuration Automation エージェントの構成ファイル (P. 86)」を参照

してください） 
 

注： CCA サーバのアップグレードとは異なり、アップグレード中に既

存の CA Configuration Automation エージェントの構成設定を編集する

ことができます。  インストーラによって、元のインストールで使用し

た回答がデフォルトとして表示されます。 
 

10. 必要に応じて、以下の CA Configuration Automation エージェントの構成

設定を編集します 

CA Configuration Automation エージェントのポート番号 

CA Configuration Automation エージェントのリスニング ポート番号

を指定します。 デフォルトをそのまま使用するか、または別の一

意のポート番号を入力します。 

CA Configuration Automation エージェント ポート番号（デフォルト： 8063） 
 

エージェント バインド IP アドレス 

エージェント インストールの完了後に CCA エージェントがバイン

ドするマシンの IP アドレスを指定します。 

このオプションには使用可能な IP アドレスがリスト表示されます。

以下の IP アドレスは除外されます。 

■ IPv4 ループバック アドレス。 例： 127.0.0.1 

■ IPv6 ループバック アドレス。 例： 1 または 0:0:0:0:0:0:0:1 

■ IPv6 リンク ローカル アドレス。 例： fe80:: から始まるアドレ

ス 

注： 有効な IP アドレスが見つからない場合、警告メッセージが表

示され、CCA エージェントはループバック IP アドレスにバインド

します。 
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エージェント ログの有効化 

エージェント ログ記録を有効にするかどうかを指定します。 領域

の節約やセキュリティ上の理由によってマシンへのログ ファイル

の書き込みが好ましくない場合は、ログ記録を有効にしないこと

もあります。 

エージェント構成ファイル（agent.conf）を変更することによって、

エージェントのログ記録の有効または無効をいつでも切り替える

ことができます。 デフォルトは［はい］です。 

エージェント ログ記録を有効にしますか? 

->  1- はい 

    2- いいえ 

目的の操作に対応した数字を入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押

してください。 
 

サーバ ping の有効化 

サーバの ping を有効にするかどうかを指定します。 以下の場合、

サーバの ping を有効にしないこともあります。 

■ IP アドレスおよび名前解決の競合が発生する場合。 

■ サーバに複数のネットワーク インターフェース カード（NIC）

がある場合（意図する NIC の識別が必要なため）。 

■ エージェントのインストール先のサーバと CCA サーバとの間

にファイアウォールが存在する場合（到達できないアドレスに 

ping を行うことによって生じる不要なネットワーク トラ

フィックを削減するため）。 
 

エージェントの構成ファイル（agent.conf）を変更することによっ

て、サーバの ping の有効または無効をいつでも切り替えることが

できます。 

サーバの ping を有効にしますか? 

->  1- はい 

    2- いいえ 

目的の操作に対応した数字を入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押

してください。 
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CCA サーバ名  

CCA サーバのサーバ名を指定します。 

CCA サーバ名（デフォルト）： 

CCA サーバ ポート番号  

CCA サーバのリスニング ポート番号を指定します。 

CCA サーバ ポート番号（デフォルト： ） 

インストール プログラムによってアップグレードが正常に行われた

ことが示されます。 

11. インストール プログラムを終了するには、Enter キー（［完了］）を

押します。 
 

ウィザードを使用するアップグレード 

CCA サーバのアップグレードとは異なり、UNIX への CA Configuration 

Automation エージェントのインストールではコンソール モードがデフォ

ルトのインストール方法です。 インストール ウィザードを使用してイン

ストールするには、実行可能ファイルに -igui 引数を指定する必要がありま

す。  

インストール ウィザードを使用して、UNIX または Linux で CA Configuration 

Automation エージェントをアップグレードする方法 

1. root としてログインします。 

CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアをインストー

ルするには root ユーザである必要があります。 

2. DISPLAY 変数が正しく設定されていることを確認します。 

# echo $DISPLAY 

DISPLAY 変数が設定されていない場合は、実行前にこの変数を設定しま

す。以下に例を示します。 

# DISPLAY=<server_name/IP>:0.0 

# export DISPLAY 
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3. インストール プログラムが含まれる、CA Configuration Automation コン

ポーネントおよびオペレーティング システムのディレクトリに移動

します。以下に例を示します。 

# cd agent/<operating_system> 

<operating_system> 

オペレーティング システムを指定します。AIX、HPUX、Linux、ま

たは Solaris のいずれかです。 
 

4. 以下のいずれかを入力して、CA Configuration Automation エージェント

のインストール プログラムのうちの 1 つを選択し実行します。 

■ CA Configuration Automation エージェントと共に付属の Java VM を

インストールする場合：  

# ./agent<operating_system>vm.bin -i gui 

■ 付属の Java VM をインストールせずに CA Configuration Automation 

エージェントをインストールする場合：   

# ./agent<operating_system>.bin -i gui 
 

CA Configuration Automation エージェントをインストールするには 

Java VM が必要です。 Java VM はエージェントの動作中は実行されませ

ん。 2 種類の異なるエージェント インストール プログラム（Java VM を

インストールするバージョン（agentvm.bin）と、Java VM をインストー

ルしないバージョン（agent.bin））が用意されているのは、CA 

Configuration Automation エージェントのターゲット サーバに Java VM 

のいずれかのバージョンがすでにインストールされている可能性があ

るためです。Java VM をインストールしないバージョンは、既存の Java 

VM を検索して使用します。 
 

注：  インストール プログラムが一般的な場所にインストールされな

かった場合、既存の Java VM が見つからない可能性があります。 

agent.bin によるインストールが失敗する場合は、agentvm.bin を使用し

て CA Configuration Automation エージェントをインストールしてくだ

さい。 

インストール プログラムは、必要なファイルを一時的な作業領域に抽

出することによってインストールの準備を行います。 これには数分間

かかる場合があります。 
 

適切な /tmp 領域が利用できない場合、インストール プログラムは / 

（root ユーザのホーム ディレクトリ）内の領域の利用を試みます。 イ

ンストールが正常に完了すると、一時的なストレージは解放されます。 
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インストール ウィザードには［はじめに］が表示されます。 

5. ［はじめに］を読み、［次へ］をクリックします。 
 

注：  その時点までにすでにインストールされたファイルは自動で削除

されず、部分的な更新によって、予期せぬ結果が生じる可能性がある

ため、一度開始したらアップグレードはキャンセルしないことをお勧

めします。 アップグレードを完了する予定の場合のみ続行します。 
 

［使用許諾契約］画面が表示されます。 
 

6. ［使用許諾契約］を読み、［使用許諾契約の条項に同意する］を選択

し、［次へ］をクリックします。  

CA Configuration Automation ソフトウェアをアップグレードするには、

使用許諾契約に同意する必要があります。 
 

［重要情報］画面が表示されます。 
 

7. 著作権およびソフトウェアの使用に関する情報を読み、［次へ］をク

リックします。 

インストール場所の選択画面が表示されます。 
 

8. 元の CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアがインス

トールされている場所のパス名を入力するか、または［選択］をクリッ

クして場所を選択します。  

初期インストールに対して推奨されるデフォルトの場所は 

/opt/CA/CCAAgent です。 
 

注：  インストール ウィザードを使用してソフトウェアをアップグ

レードするためには、元のインストールと同じ場所を指定する必要が

あります。  既存の CA Configuration Automation エージェントのインス

トールとは異なるパスを指定する場合、CA Configuration Automation は

既存のソフトウェアを検出せず、アップグレードの代わりに新しく個

別のインストールを作成します。 
 

UNIX ベースのシステムでは、パス名に使用できる文字は英数字、アン

ダースコア（  _  ）、およびスラッシュ（ / ）のみです（空白文字や他

の特殊文字は使用できません）。  指定したディレクトリが存在しない

場合は、インストール ウィザードによって、ディレクトリが作成され

ます。   
 

CA Configuration Automation は、指定された場所にインストールされた、

旧バージョンのソフトウェアを検出し、［インストール済みの製品が

存在します］ダイアログ ボックスが表示されます。 

場所を選択すると、［インストール前サマリ］画面が表示されます。 
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9. 提示されたインストール前のサマリを確認して。［インストール］を

クリックします。 

必要なファイルがターゲット サーバにコピーされると、ウィザードに

はインストールの進捗状況が表示されます。  ファイルのコピーが終了

すると、CCA サーバとの通信セットアップおよびエージェント構成

ファイル（agent.conf）の作成に必要な元のエージェントの構成設定が

表示されます。   （詳細については、「CCA エージェント構成ファイル」 

(P. 86)を参照してください。） 
 

注：  CCA サーバのアップグレードとは異なり、アップグレード中に既

存の CA Configuration Automation エージェントの構成設定を編集する

ことができます。  元のインストールで使用した設定が、デフォルトと

して表示されます。 
 

10. 必要に応じて、以下の CA Configuration Automation エージェントの構成

設定を編集します 

CA Configuration Automation エージェントのポート番号 

CA Configuration Automation エージェントのリスニング ポート番号

を指定します。 デフォルトをそのまま使用するか、または別の一

意のポート番号を入力します。 
 

エージェント バインド IP アドレス 

エージェント インストールの完了後に CCA エージェントがバイン

ドするマシンの IP アドレスを指定します。 

このオプションには使用可能な IP アドレスがリスト表示されます。

以下の IP アドレスは除外されます。 

■ IPv4 ループバック アドレス。 例： 127.0.0.1 

■ IPv6 ループバック アドレス。 例： 1 または 0:0:0:0:0:0:0:1 

■ IPv6 リンク ローカル アドレス。 例： fe80:: から始まるアドレ

ス 

注： 有効な IP アドレスが見つからない場合、警告メッセージが表

示され、CCA エージェントはループバック IP アドレスにバインド

します。 
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エージェント ログの有効化 

エージェント ログ記録を有効にするかどうかを指定します。 領域

の節約やセキュリティ上の理由によってマシンへのログ ファイル

の書き込みが好ましくない場合は、ログ記録を有効にしないこと

もあります。  

エージェント構成ファイル（agent.conf）を変更することによって、

エージェントのログ記録の有効または無効をいつでも切り替える

ことができます。 
 

サーバ ping の有効化 

サーバの ping を有効にするかどうかを指定します。 以下のいずれ

かが当てはまる場合、サーバの ping を有効にしないこともありま

す。  

■ IP アドレスおよび名前解決の競合が発生する場合。 

■ サーバに複数のネットワーク インターフェース カード（NIC）

がある場合（意図する NIC の識別が必要なため）。 

■ エージェントのインストール先のサーバと CCA サーバとの間

にファイアウォールが存在する場合（到達できないアドレスに 

ping を行うことによって生じる不要なネットワーク トラ

フィックを削減するため）。 

エージェントの構成ファイル（agent.conf）を変更することによっ

て、サーバの ping の有効または無効をいつでも切り替えることが

できます。 
 

CCA サーバ名  

CCA サーバのサーバ名を指定します。 

CCA サーバ ポート番号 

CCA サーバのリスニング ポート番号を指定します。 

ウィザードによって CA Configuration Automation エージェントのアッ

プグレードが正常に行われたことが示されます。 

11. CA Configuration Automation エージェントのインストール ウィザード

を閉じるには、［完了］をクリックします。 
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Windows での CCA グリッド ノードのアップグレード 

CA Configuration Automation サーバ をアップグレードしたら、インストー

ルされている他のグリッド ノードをすべてアップグレードする必要があ

ります。 マスタ グリッド ノードは、CCA サーバ インストール プログラム

によって自動的にアップグレードされます。 CCA サーバがタスクをグリッ

ド ノードに割り当てるためには、グリッド ノードがサーバと厳密に同じ

バージョンである必要があります。 

次の手順に従ってください： 

1. 既存のグリッド ノードを停止します。 

2. CA Configuration Automation インストール メディア上で、dvd1、CCA、

Gridnode、Windows のフォルダを開き、以下のいずれかのファイルを

ダブルクリックします。 

■ installgridnode.exe （32 ビット オペレーティング システム） 

■ installgridnode64.exe （64 ビット オペレーティング システム）  

インストール プログラムが開始され、［はじめに］画面が表示されま

す。 
 

3. ［次へ］をクリックします。 

［使用許諾契約］画面が表示されます。 
 

4. 使用許諾契約を読み、下にスクロールして［使用許諾契約の条項に同

意する］を選択し、［次へ］をクリックします。 

［インストーラ フォルダの選択］画面が表示されます。 この画面には、

既存のグリッド ノードへのパスが表示されます。 グリッド ノードを

デフォルトの場所にインストールした場合、［検出されたローカル イ

ンストール］フィールドには、C:¥Program Files¥CA¥CCA Grid Node が表

示されます。 
 

5. このインストール用のインストール先フォルダの選択フィールドに示

されたパスが、［検出されたローカル インストール］フィールドのパ

スと一致していることを確認し、［次へ］をクリックします。 

注： インストール先フォルダに別のパスを入力する場合、アップグ

レードの代わりに "クリーン" インストールを実行します。  

［Windows サービス設定］画面が表示されます。 
 

この画面上のフィールドは編集できません。 
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6. ［次へ］をクリックします。  

［データベース サーバ］画面が表示されます。 

この画面上のフィールドは編集できません。 
 

7. ［次へ］をクリックします。 

［データベース情報］画面が表示されます。 
 

8. 対応するフィールドに以下の情報を入力し、［次へ］をクリックしま

す。 

データベース ユーザ パスワード 

前の読み取り専用フィールドで指定した CA Configuration 

Automation データベース ユーザのパスワードを指定します。 

以下のいずれかの画面が表示されます。 

■ エージェント インストーラ フォルダ -- DVD からインストールを

実行していない場合、この画面で CA Configuration Automation エー

ジェント インストール プログラムの場所を指定するよう要求さ

れます。 手順 9 に進みます。 

■ インストール前のサマリ -- DVD からインストールを実行している

場合、インストール プログラムがエージェント インストール プロ

グラムを特定します。 手順 10 に進みます。 
 

9. CA Configuration Automation エージェント インストール プログラムの

場所を入力し、［次へ］をクリックします。 

インストール プログラムによってエージェント インストーラがグ

リッド ノード ホストにコピーされます。 CCA サーバが CA 

Configuration Automation エージェントをリモートでインストールする

ためにグリッド ノードを割り当てると、グリッド ノードは、この場所

を使用してエージェント インストール プログラムを開始します。 

［インストール前サマリ］画面が表示されます。 
 

10. 入力内容を確認し、［インストール］をクリックします。  

インストールが開始され、完了すると［インストール完了］ページが

表示されます。CA Configuration Automation グリッド ノードが正常にイ

ンストールされたことを確認します。 

11. システムを再起動するオプションが選択されていることを確認し、

［完了］をクリックします。 

インストール ウィザードが閉じ、ホスト コンピュータが再起動されま

す。 
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Linux または UNIX での CCA グリッド ノードのアップグレード 

CA Configuration Automation サーバ をアップグレードしたら、インストー

ルされている他のグリッド ノードをすべてアップグレードする必要があ

ります。 マスタ グリッド ノードは、CCA サーバ インストール プログラム

によって自動的にアップグレードされます。 CCA サーバがタスクをグリッ

ド ノードに割り当てるためには、グリッド ノードがサーバと厳密に同じ

バージョンである必要があります。 

以下のいずれかの方法で、Linux または UNIX で CCA グリッド ノード ソフ

トウェアをアップグレードできます。 

■ コンソール モードを使用 (P. 140) 

■ ウィザードを使用 (P. 143) 
 

コンソール モードを使用するアップグレード 

このセクションでは、コンソールを使用したグリッド ノードのアップグ

レードについて説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. ホスト サーバのターゲット インストール ディレクトリへの書き込み

権限を持ち、ソフトウェアのインストールが許可されたユーザとして

ログインします。 

2. 既存のグリッド ノードを停止します。 
 

3. お使いのオペレーティング システムに応じて、次のようにインストー

ル プログラムが含まれる、インストール メディア上のディレクトリに

移動します。 

cd /dvd1/CCA/Gridnode/Linux 

cd /dvd1/CCA/Gridnode/Solaris 
 

注： このセクションの以降の部分で使用される例とプロンプトは、

Linux サーバでの実行内容に基づいています。 インストール手順およ

びプロンプトは UNIX でも同じです。 
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4. 以下のいずれかのコマンド（それぞれ 32 ビットおよび 64 ビット ホス

トに対し）を入力し、インストール プログラムを開始します。 
./installgridnode.bin -i console 

./installgridnode64.bin -i console 

インストール プログラムは、一時作業領域に必要なファイルをアン

パックおよび抽出します。  
 

インストール プログラムが開始され、インストールの基本的なナビ

ゲーションおよびキャンセルの指示を行うことができます。以下の

キー ポイントがあります。 

■ 前の手順に戻るには、「back」と入力します。 

■ インストールをキャンセルするには、「quit」と入力します。 
 

注： ユーザがインストールをキャンセルした場合、その時点ですでに

インストールされているファイルは自動では削除されません。 これら

のファイルを削除するには、提供されているアンインストーラを使用

します。 アンインストーラは、手順 6 で指定するターゲット インス

トール ディレクトリにあります。 

導入部の後、以下のプロンプトが表示されます。 
ENTER キーを押して続行します。 

 

5. Enter キーを押します。 

［使用許諾契約］ページが表示されます。 
 

6. 許諾契約の各ページの最後で Enter キーを押します。  

最後のページで、許諾契約の条項に同意するためのプロンプトが表示

されます。 
使用許諾契約の条項に同意しますか? (Y/N): 

 

7. y （はい）を入力して許諾契約の条項に同意します。 

グリッド ノードをインストールする場所を入力するプロンプトが表

示されます。 

インストール先を指定してください。 

 デフォルトのインストール フォルダ： /opt/CA/CCAGridNode 

絶対パスを入力するか、またはデフォルトを使用する場合は Enter キーを押してください。 
 

8. グリッド ノードが現在インストールされている場所へのパスを入力

するか、Enter キーを押してデフォルトの場所を使用します。 
 

注：  グリッド ノードをアップグレードするには、元のインストールと

同じ場所を指定する必要があります。 既存のグリッド ノードとは別の

パスを指定した場合、インストール プログラムはアップグレードでは

なく新しい別のインストールの作成を行います。 
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既存の CCA データベース サーバは、インストール プログラムによって

検出されます。 

データベース タイプ: SQL Server 

サーバ名: bgunn03 

ポート番号: 1433 

続行してもよろしいですか? 

1 - はい 

2 - いいえ 
 

9. 1 を入力して Enter キーを押します。 

データベースのパスワードを入力するプロンプトが表示されます。 

データベース構成 

---------------------- 

データベース名: cca 

データベース ユーザ: cca 

データベース ユーザ パスワード: 
 

10. リスト表示されたデータベース ユーザ用のパスワードを入力し、Enter 

キーを押します。 

注： 入力時、文字は視覚的には表示されません。 

エージェント インストーラ フォルダの選択 

現在のエージェント インストーラ フォルダ: /root/bgunn 

絶対パスを入力するか、または ENTER キーを押して現在の値を受け入れます 

   (デフォルト: /root/bgunn):  

インストール プログラムによって、インストール ディスクに十分な容

量があるかチェックされます。必要なディスク容量、およびディスク

の空き容量に関するインストール前のサマリが表示されます。 
 

11. インストール前のサマリを確認し、Enter キーを押してアップグレード

を開始します。 

必要なファイルがターゲット サーバにコピーされると、インストール 

プログラムによってインストールの進捗状況が表示され、終了すると

通知されます。 
 

インストール完了 

--------------------- 

  CA Configuration Automation グリッド ノードは以下の場所に正常にインストール 

されました: 

/opt/CA/CCAGridNode 

Enter キーを押してインストーラを終了します: 

12. Enter キーを押してインストール プログラムを終了します。 

インストール プログラムが終了します。 
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ウィザードを使用するアップグレード 

このセクションでは、ウィザードを使用したグリッド ノードのアップグ

レードについて説明します。 

次の手順に従ってください： 

1. ホスト サーバのターゲット インストール ディレクトリへの書き込み

権限を持ち、ソフトウェアのインストールが許可されたユーザとして

ログインします。 

2. 既存のグリッド ノードを停止します。 
 

3. CA Configuration Automation インストール メディア上で、dvd1、CCA、

Gridnode、Windows のフォルダを開き、以下のいずれかのファイルを

ダブルクリックします。 

■ installgridnode.exe （32 ビット オペレーティング システム） 

■ installgridnode64.exe （64 ビット オペレーティング システム）  

インストール プログラムが開始され、［はじめに］画面が表示されま

す。 
 

4. ［次へ］をクリックします。 

［使用許諾契約］画面が表示されます。 
 

5. 使用許諾契約を読み、下にスクロールして［使用許諾契約の条項に同

意する］を選択し、［次へ］をクリックします。 

［インストーラ フォルダの選択］画面が表示されます。 この画面には、

既存のグリッド ノードへのパスが表示されます。 グリッド ノードを

デフォルトの場所にインストールした場合、［検出されたローカル イ

ンストール］フィールドには、C:¥Program Files¥CA¥CCA Grid Node が表

示されます。 
 

6. このインストール用のインストール先フォルダの選択フィールドに示

されたパスが、［検出されたローカル インストール］フィールドのパ

スと一致していることを確認し、［次へ］をクリックします。 

注： インストール先フォルダに別のパスを入力する場合、アップグ

レードの代わりに "クリーン" インストールを実行します。  

［Windows サービス設定］画面が表示されます。 
 

この画面上のフィールドは編集できません。 
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7. ［次へ］をクリックします。  

［データベース サーバ］画面が表示されます。 

この画面上のフィールドは編集できません。 
 

8. ［次へ］をクリックします。 

［データベース情報］画面が表示されます。 
 

9. 対応するフィールドに以下の情報を入力し、［次へ］をクリックしま

す。 

データベース ユーザ パスワード 

前の読み取り専用フィールドで指定した CA Configuration 

Automation データベース ユーザのパスワードを指定します。 

以下のいずれかの画面が表示されます。 

■ エージェント インストーラ フォルダ -- DVD からインストールを

実行していない場合、この画面で CA Configuration Automation エー

ジェント インストール プログラムの場所を指定するよう要求さ

れます。 手順 9 に進みます。 

■ インストール前のサマリ -- DVD からインストールを実行している

場合、インストール プログラムがエージェント インストール プロ

グラムを特定します。 手順 10 に進みます。 
 

10. CA Configuration Automation エージェント インストール プログラムの

場所を入力し、［次へ］をクリックします。 

インストール プログラムによってエージェント インストーラがグ

リッド ノード ホストにコピーされます。 CCA サーバが CA 

Configuration Automation エージェントをリモートでインストールする

ためにグリッド ノードを割り当てると、グリッド ノードは、この場所

を使用してエージェント インストール プログラムを開始します。 

［インストール前サマリ］画面が表示されます。 
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11. 入力内容を確認し、［インストール］をクリックします。  

インストールが開始され、完了すると［インストール完了］ページが

表示されます。CA Configuration Automation グリッド ノードが正常にイ

ンストールされたことを確認します。 

12. システムを再起動するオプションが選択されていることを確認し、

［完了］をクリックします。 

インストール ウィザードが閉じ、ホスト コンピュータが再起動されま

す。 
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第 9 章： インストールのトラブルシューティ

ング 
 

この章では、CA Configuration Automation のインストールおよびアップグ

レードに関する問題のトラブルシューティングを実行するための、ヒント

とアドバイスについて説明します。  
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インストーラをリモートで実行 

Windows への Solaris のインストール ウィザードをリモートで実行しよう

とすると、問題が発生する場合があります。  リモート X セッションを使

用した Windows からのインストールが失敗して、テキスト文字列が不正

確に表示されたり、クラッシュやコア ダンプが表示されたり、以下の文

字列が含まれるエラーが表示されたりする場合があります。  

予期しない例外が、VM 外のネイティブ コードで検出されました。 

問題は以下によって生じる場合があります。 

■ Solaris 動作環境で Java 2 SDK を使用する、以下のうちのいずれかであ

る既知の Solaris のバグ 

■ TrueType または Type1 のフォントにアクセスするとき、X サーバが

クラッシュする場合があります。 パッチは Sun から近日中に提供

されます。 （Solaris Xserver バグ 4215548） 

■ dgalib を使用する GUI サービスによって、Xserver がクラッシュする

場合があります。 この問題はパッチ 107078-07 で解決されます。 こ

のパッチは現在、SunSpectrum サービス契約でのみ利用可能です。 

（Solaris Xserver バグ 4198669） 

パッチが利用可能になるまでは、以下の方法で回避することができま

す。 インストーラを実行する前に、環境変数 NO_J2D_DGA を「true」

に設定します。 C シェルを使用している場合は、以下の例を参照して

ください。 

% setenv NO_J2D_DGA true 

この方法によって、Java 2D ソフトウェアは DGA を使用してグラフィッ

クスを表示することを禁じられます。 

■ Windows X サーバのネイティブ ウィンドウ マネージャを使用（たとえ

ば、Windows の［Run（実行）］ウィンドウから Telnet を使用して、

インストールを実行）。 推奨される方法は、リモート サーバのネイティ

ブ ウィンドウ マネージャを使用することです。 個別の X サーバの詳

細については、社内のマニュアルを参照するか、またはサポート組織

に相談してください。 コマンド ラインからコンソール モードを使用

して、インストールを実行することもできます（詳細については、「コ

ンソール モードを使用」を参照してください）。  (40P. ) 
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インストール用にサポートされたパス名を使用 

UNIX ベースのシステムでは、パス名に使用できる文字は英数字、アンダー

スコア（ _ ）、およびスラッシュ（ / ）のみです（空白文字や他の特殊文

字は使用できません）。 

Windows ベースのシステムでは、パス名に使用できる文字は英数字、アン

ダースコア（ _ ）、空白、および円記号（ ¥ ）のみです（他の特殊文字は

使用できません）。 
 

CA Configuration Automation サーバ のインストールの確認 

CA Configuration Automation サーバ のインストールに関する問題のトラブ

ルシューティングでは、主にエラーについてのログ ファイルを確認し、

インストールの間に作成された構成ファイルの内容を検証します。  この

セクションでは、確認する必要のある重要なログおよび構成ファイルにつ

いて説明します。  これらのログおよび構成ファイルのサンプルや詳細に

ついては、「Configuration Files and Log Files」を参照してください。  
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CA Configuration Automation サーバ へのログイン 

CA Configuration Automation サーバ にログインして、ユーザ インター

フェースにアクセスする必要があります。 初めてログインするときには、

正しい URL を入力し、インストールの間に指定したユーザ、またはデフォ

ルトの管理者ユーザ（ccaadmin）としてログインする必要があります。 

CA Configuration Automation サーバ にログインする方法 

1. 任意の Windows サーバで Internet Explorer ブラウザを開きます。 

2. インストール中に入力した CA Configuration Automation サーバ の名前

とポート番号を使用し（デフォルト ポート番号 is8080）、［アドレス］

フィールドに以下の URL を入力します。   

http://<server>:<Port Number> 

CCA サーバへのログインのページが表示されます。 

3. ［ユーザ名］フィールドに「ccaadmin」またはインストール中に指定

したユーザを入力し、［パスワード］フィールドに対応するパスワー

ドを入力し、次に［ログイン］をクリックします。  

インストール プロセス中に自動的に作成されたユーザ アカウントで

ある、CA Configuration Automation 管理者としてログインします。 最初

にログインするとき、CA Configuration Automation 管理者としてログイ

ンする必要があります。   

CA Configuration Automation サーバ UI の ［タスク］パネルが表示され

ます。 
 

CA Configuration Automation サーバ インストール ログ ファイル 

以下のエラーに関するログ ファイルを確認することができます。  

■ cca.log 

■ install.log 

■ install_debug.log 

■ jakarta_service_<install_date>.log 

■ tomcat log 
 



CA Configuration Automation サーバ のインストールの確認 

 

第 9 章： インストールのトラブルシューティング  151  
 

これらのファイルは、ディレクトリ <CCA_Server_install_directory>¥logs に

あります。 デフォルトのディレクトリにインストールした場合、以下の

場所にあります。 

■ （Linux または UNIX） /opt/CA/CCAServer/logs 

■ （Windows） C:¥Program Files¥CA¥CCA Server¥logs 
 

より多くのメッセージを参照するために、ログ構成ファイルを編集 

CA Configuration Automation サーバ のログ構成ファイル（log4j.xml）によっ

て、サーバ コンソールまたはログ ファイルに表示されるメッセージのタ

イプ（エラー、警告、または情報）が制御されています。  ファイルを編

集して、デフォルトの設定より多くのタイプのメッセージを表示すること

をお勧めします。 デフォルト設定では、ログ ファイルにのみエラー メッ

セージを送信します。 

log4j.rootCategory=ERROR, LOGFILE 
 

推奨されるデフォルトの場所を使用して CA Configuration Automation サー

バ をインストールした場合、サーバのログ構成ファイルは以下のディレ

クトリに置かれます。  

■ Solaris または Linux の場合： 
/opt/CA/CCAServer/tomcat/webapps/ROOT/WEB-INF 

■ Windows の場合： C:¥Program Files¥CA¥CCA 
Server¥tomcat¥webapps¥ROOT¥WEB-INF 

 

以下のように他のメッセージを表示するために log4j.xml ファイルを変更

できます。 

■ エラーと警告メッセージを表示するには、デフォルト エントリを以下

に変更します。 

log4j.rootCategory=WARN, LOGFILE 

■ エラー、警告、情報メッセージを表示するには、デフォルトの 

エントリを以下に変更します。 

log4j.rootCategory=INFO, LOGFILE 
 



CA Configuration Automation サーバ のインストールの確認 
 

152  実装ガイド 
 

コンソールのみにメッセージを表示するか、またはログ ファイルに加え

てコンソールにもメッセージを表示する場合、LOGFILE パラメータを変更

するか、または追加することができます。  

■ コンソールにのみエラー メッセージを表示するには、デフォルトのエ

ントリを以下に変更します。 

log4j.rootCategory=ERROR, CONSOLE 

■ エラー メッセージをコンソールログ ファイルに表示するには、デフォ

ルトのエントリを以下に変更します。  

log4j.rootCategory=ERROR, LOGFILE, CONSOLE 

デフォルトでは、log4j.xml ファイルに別のログ ファイル名が指定されてい

ない場合、メッセージは <CCA_Server_Installation_Directory>¥logs ディレク

トリの cca.log と呼ばれるファイルに記載されます。 
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データベースのプロパティを編集 

CA Configuration Automation サーバ インストール中に作成されたデータ

ベース設定のうちのいずれかを編集する必要がある場合、cca.properties 

ファイルを編集します。 

データベースのプロパティを編集する方法 

1. テキスト エディタで、cca.properties ファイルを開きます。 

デフォルトのインストール ディレクトリを使用した場合、ファイルは

以下の場所に置かれます。 

■ （Windows）C:¥Program Files¥CA¥CCA Server¥tomcat¥conf 

■ （Linux および UNIX） /opt/CA/CCAServer/tomcat/conf 

2. 以下の 1 つ以上のプロパティに対して、等号（=）の右の値を編集し、

ファイルを保存して閉じます。 

db.server 

CA Configuration Automation データベース をホストするサーバを指

定します。 

デフォルト： localhost 

db.driver 

データベース ドライバを指定します。 

初期設定：  

■ （SQL Server）com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriver 

■ （Oracle）oracle.jdbc.driver 
 

db.context 

データベースのコンテキストを指定します。 

初期設定：  

■ （SQL Server）SQL_SERVER_CONTEXT 

■ （Oracle）  
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db.instance 

データベースの名前付きインスタンスを指定します。 

初期設定：  

■ （SQL Server）MSSQLSERVER 

■ （Oracle）ORA 
 

db.name 

データベース名を指定します。 

デフォルト： cca 
 

db.user 

データベースの管理者ユーザを指定します。 

デフォルト： cca 
 

db.password 

データベースの管理者パスワードを指定します。 データベースの

管理者パスワードが変更される場合、この暗号化されたエントリ

も変更する必要があります。  

注： パスワードがクリア テキスト内に格納され、ファイル レベル

のアクセス セキュリティで保護されている場合、cca.properties 

ファイルのこのエントリは直接編集できます。 パスワードを暗号

化する場合、そのためのユーティリティは、ディレクトリ <CA 

Configuration Automation サーバ_install_directory>¥bin に含まれてい

ます。 ファイルは setDbPwd.sh（Linux または UNIX）または 

setDbPwd.bat（Windows）と呼ばれています。 コマンド ラインか

らのユーティリティを実行し、新しいパスワードを入力して確認

します。 暗号化された新パスワードは cca.properties ファイルに格

納されます。 
 

db.port 

データベースのリスン ポートを指定します。 

初期設定：  

■ （SQL Server）1433 

■ （Oracle）1521  
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db.max_connections 

データベースに一度にログオンできるユーザの最大数を指定しま

す。 

デフォルト： 50 
 

db.deadlock_retry_delay_ms 

リソースのデッドロックの解決を試行するまで、データベースが

待機する時間をミリ秒で指定します。 

デフォルト： 10000 
 

#db.max_idle_connections 

データベースが許可する、アイドル接続の最大数を指定します。 こ

のプロパティをアクティブにするためには、コメント記号（#）を

削除する必要があります。 

デフォルト： 5 
 

#db.max_wait_connection_ms 

接続の確立を試行する間に、データベースが待機する時間をミリ

秒で指定します。 このプロパティをアクティブにするためには、

コメント記号（#）を削除する必要があります。 

デフォルト： 60000 
 

#db.min_idle_eviction_ms 

アイドル接続を終了するまで、データベースが待機する時間をミ

リ秒で指定します。 このプロパティをアクティブにするためには、

コメント記号（#）を削除する必要があります。 

デフォルト： 15000 

#db.eviction_run_interval_ms 

接続開放の実行と実行の間、データベースが待機する時間をミリ

秒で指定します。 このプロパティをアクティブにするためには、

コメント記号（#）を削除する必要があります。 

デフォルト： 15000 

編集によってファイルを更新します。 
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一般的なデータベース接続の問題を解決 

多くの CA Configuration Automation サーバ のインストールに関する問題は、

目的の CA Configuration Automation データベース サーバと接続できないこ

とが原因です。 データベース作成やデータ ロードの問題を解決するには、

以下のソリューションを試みてください。 

■ 以下に、正しいデータベース接続情報があることを確認します。 

■ データベース名または SID 

■ データベース ユーザの名前およびパスワード 

■ データベース タイプ 

■ データベース サーバ名（完全修飾名または IP アドレスで試行） 

■ ポート番号がデータベース サーバに適合することを確認します。 デー

タベースはデフォルト以外のポート番号で実行されている場合があり

ます。 DBA をチェックして、アクセスしようとしているサーバに対し

て、適切なポート番号を持っていることを確認します。 
 

■ CA Configuration Automation サーバ に SQL クライアントをインストー

ルし、インストール中と同じユーザ名およびパスワードを使用して、

データベース サーバへの接続を試行してください。 
 

■ インストール プロセスの間、SA または System ユーザを使用している

場合、インストールを完了するのに十分な権限を持っていることを確

認します。 CA Configuration Automation Installer にデータベース ユーザ

とスキーマの作成を許可する場合、ユーザ、テーブル、およびスキー

マを作成する DBA レベルの権限が必要です。 
 

■ サポートされているデータベース サーバのアプリケーションを使用

していることを確認します。 CA Configuration Automation サーバ は、

サポートされている特定のバージョンのオペレーティング システム 

プラットフォーム上でのみ、特定バージョンの Microsoft SQL サーバと 

Oracle をサポートします。 サポートされているデータベース アプリ

ケーションおよびプラットフォームのリストについては、「CA 

Configuration Automation リリース ノート」を確認してください。 

■ 十分なストレージ容量があることを確認します。 CA Configuration 

Automation を適切にインストールするには、最低でも 400MB が必要で

す。 データベース インスタンスまたはデータ領域（データベース コ

ンテキストによる）に、十分なストレージ容量を割り当てられていな

い場合、テーブルのロード スクリプトは失敗します。 
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データのロードに関する問題： SQL Server の例外 

サーバの起動、再起動、またはスリープ モードからの復帰時、Microsoft SQL 

サーバは必ずしも正常に起動するとは限りません。  

SQL Server を正常に起動せずに、Windows サーバをインストールしようと

した場合、CA Configuration Automation データベース にデータをロードす

ると、以下の例外エラーが表示されます。 

例外： ［Microsoft］［JDBC 用の SQLServer Driver］ ソケットを確立中にエラーが発生しました 

SQL Server を再起動し、CA Configuration Automation サーバ のインストール

を再度試みます。 
 

CCA エージェント インストールの確認 

CA Configuration Automation エージェントのインストールに関する問題の

トラブルシューティングでは、主にエラーについてのログ ファイルを確

認し、インストールの間に作成された構成ファイルの内容を検証しま

す。  このセクションでは、確認する必要のある重要なログおよび構成ファ

イルについて説明します。  
 

CCA エージェントのインストール ログ ファイル 

エラーについては、エージェントのインストール ログ ファイル

（Install.log）で確認することができます。 インストール ログ ファイルは、

ユーザの CA Configuration Automation エージェント インストールの包括的

なサマリを提供します。  詳細については、「インストール ログ ファイル」 

(P. 60)を参照してください。 

推奨されるデフォルトの場所を使用して CA Configuration Automation サー

バ をインストールした場合、インストール ログ ファイルは以下のディレ

クトリに置かれます。 

■ UNIX の場合： /opt/CA/CCAAgent/ 

■ Windows の場合： ¥Program Files¥CA¥CA Configuration Automation Agent¥ 
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CCA エージェントの構成ファイル 

サーバとポート番号識別、および競合問題については、エージェントの構

成ファイル（agent.conf）で確認することができます。 

推奨されるデフォルトの場所を使用して CA Configuration Automation エー

ジェントをインストールした場合、agent.log は以下のディレクトリに作成

されます。 

■ UNIX の場合： /opt/CA/CCAAgent 

■ Windows の場合： C:¥Program Files¥CA¥CA Configuration Automation 
Agent 

agent.log ファイルに記録される、エージェント エラーとメッセージ情報

の量およびレベルも変更することができます。   

注：  セキュリティ上の理由で環境に必要でない限り、verbose=0 の設定は

推奨しません。 エラーまたはメッセージのログ記録によって、エージェ

ントに関する問題の解決がより困難になることはありません。 
 

CA Configuration Automation サーバ の停止および起動 

CA Configuration Automation サーバ をインストールした後、サーバを起動

します。 インストールの問題を解決する間に、構成ファイルまたはデー

タベースの接続設定のいずれかを変更した場合、サーバの停止および再起

動が必要な場合があります。 

Windows で CA Configuration Automation サーバ を停止する方法 

［スタート］-［プログラム］-［CA］-［CA Configuration Automation］-［CA 

Configuration Automation サーバの停止］（または Windows サービスとして 

CA Configuration Automation サーバ をインストールした場合、［CA 

Configuration Automation サービスの停止］）をクリックします。 

Windows サービスとして CA Configuration Automation サーバ をインストー

ルした場合、［管理ツール］-［サービス］で停止することもできます。  
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Windows で CA Configuration Automation サーバ を起動する方法 

［スタート］-［プログラム］-［CA］-［CA Configuration Automation］-［CA 

Configuration Automation サーバの起動］（または Windows サービスとして 

CA Configuration Automation サーバ をインストールした場合、［CA 

Configuration Automation サービスの開始］）をクリックします。 

Windows サービスとして CA Configuration Automation サーバ をインストー

ルした場合、［管理ツール］-［サービス］で開始することもできます。  
 

Solaris または Linux で CA Configuration Automation サーバ を停止する方法 

1. CA Configuration Automation サーバ の起動および停止のコマンドを含

むインストール ディレクトリに移動します。 デフォルトの場所を使用

して、CA Configuration Automation サーバ をインストールした場合、

ディレクトリは以下の場所に置かれています。    

cd /opt/CA/CCAServer 

2. CA Configuration Automation サーバ の停止コマンドを実行します。 

./ccastop.sh 

CA Configuration Automation サーバ が停止します。 
 

Solaris または Linux で CA Configuration Automation サーバ を起動する方法 

1. CA Configuration Automation サーバ の起動および停止のコマンドを含

むインストール ディレクトリに移動します。 デフォルトの場所を使用

して、CA Configuration Automation サーバ をインストールした場合、

ディレクトリは以下の場所に置かれています。    

cd /opt/CA/CCAServer 

2. CA Configuration Automation サーバ の起動コマンドを実行します。 

./ccastart.sh& 

CA Configuration Automation サーバ が起動します。 

システムのシャットダウンおよび起動中に、CA Configuration 

Automation サーバ デーモンが停止し開始するように、CA Configuration 

Automation のインストール時に、これらのコマンドが適切な rcn.d 

ディレクトリに自動でコピーされます。  
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CA Configuration Automation エージェントの停止および開始 

CA Configuration Automation エージェントのインストール後に、エージェン

トが開始されます。 インストールのトラブルシュートの間に、エージェ

ントの構成ファイルを変更した場合、エージェントの停止および再起動が

必要な場合があります。 

Windows で CA Configuration Automation エージェントを停止する方法 

［スタート］-［プログラム］-［CA］-［Configuration Automation］-［CA 

Configuration Automation エージェントの停止］をクリックします。 

Windows サービスとして CA Configuration Automation エージェントをイン

ストールした場合、［管理ツール］-［サービス］で停止することもでき

ます。  
 

Windows で CA Configuration Automation エージェントを開始する方法 

［スタート］-［プログラム］-［CA］-［Configuration Automation］-［CA 

Configuration Automation エージェントの開始］をクリックします。  

Windows サービスとして CA Configuration Automation エージェントをイン

ストールした場合、［管理ツール］-［サービス］で開始することもでき

ます。  
 

UNIX で CA Configuration Automation エージェントを停止する方法 

1. CA Configuration Automation エージェントのコマンドを含むディレク

トリに移動します。 

cd /etc/init.d 

2. CA Configuration Automation エージェントの停止コマンドを実行しま

す。 

./ccaagent stop 

CA Configuration Automation エージェントが停止します。 
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UNIX で CA Configuration Automation エージェントを開始する方法 

1. CA Configuration Automation エージェントのコマンドを含むディレク

トリに移動します。 

cd /etc/init.d 

2. CA Configuration Automation エージェントの開始コマンドを実行しま

す。 

./ccaagent start& 

CA Configuration Automation エージェントのデーモンがシステム 

シャットダウンと起動中に停止し開始するように、CA Configuration 

Automation インストール時に、これらのコマンドが適切な rcn.d ディ

レクトリに自動でコピーされます。  
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第 10 章： CA Configuration Automation のア

ンインストール 
 

この章では、CA Configuration Automation ソフトウェアをアンインストール

する方法について説明します。 

注： より新しいバージョンへアップグレードする場合、CA Configuration 

Automation サーバ または CA Configuration Automation エージェント ソフ

トウェアの以前のインストールを削除する必要はありません。 アップグ

レードの詳細については、「CA Configuration Automation ソフトウェアの

アップグレード (P. 101)」の章を参照してください。 

この章で説明するコンソール モードおよびウィザードのインストール方

法に加えて、［サーバ］ページの［アクションの選択］ドロップダウン リ

ストで［エージェントのアンインストール］オプションを選択して、CA 

Configuration Automation ユーザ インターフェースから CA Configuration 

Automation エージェントをアンインストールすることもできます。 詳細

については、CA Configuration Automation のオンライン ヘルプを参照して

ください。 
 

アンインストールの概要 

CA Configuration Automation のアンインストール プログラムによって、大

部分の CA Configuration Automation ファイル、ディレクトリ、または、フォ

ルダ、およびレジストリ エントリが削除されます。  アンインストール プ

ログラムでは以下は削除されません。   

■ CA Configuration Automation データベース 

■ インストール中に作成されたか、またはインストール後に更新された、

ファイル、および関連ディレクトリまたはフォルダ（たとえば、ログ

および構成ファイル） 

■ CA Configuration Automation ライセンス ファイル、
license.bin.<license_date/time_stamp> 
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これらの残されるファイルは、CA Configuration Automation のアップグレー

ドのために保持されます。 CA Configuration Automation ソフトウェアを完

全に削除するためには、これらのファイル（これらのファイルが含まれる

ディレクトリまたはフォルダも）を手動で削除する必要があります。 
 

デフォルトのインストール ディレクトリを使用した場合は、以下の場所

を参照してください。 

■ cca.log ファイルは以下のディレクトリに置かれています。 

■ Solaris または Linux の場合： /opt/CA/CCAServer/logs 

■ Windows の場合： ¥Program Files¥CA¥CCA Server¥logs 
 
 

■ cca.properties.<license_date/time_stamp>、cca.properties.bk、

log4j.properties、license.bin.<license_time_stamp> ファイルは以下のディ

レクトリに置かれています。 

■ Solaris または Linux の場合： /opt/CA/CCAServer/lib 

■ Windows の場合： ¥Program Files¥CA¥CCA Server¥lib 
 

■ agent.conf、agent.log、runAgent.log ファイルは以下のディレクトリ内

に置かれています。 

■ Solaris または Linux の場合： /opt/CA/CCAAgent  

■ Windows の場合： ¥Program Files¥CA¥CA Configuration Automation 
Agent 

 

注：  基礎となる InstallAnywhere ソフトウェアは、削除することができな

かったファイルの正確なリストを常に提示できるとは限りません。また、

InstallAnywhere のグローバル ディレクトリは破損する可能性がありま

す。    破損の可能性を排除するには、InstallAnywhere のグローバル レジス

トリ ファイル（.com.zerog.registry.xml）を見つけて削除します。 このファ

イルは以下の場所にあります。 

■ UNIX の場合： /opt/CA/CCAServer/UninstallerData 

■ Windows の場合： C:¥Program Files¥CA¥CCA Server¥UninstallerData 

アンインストールの後に、CA Configuration Automation ソフトウェアを完全

に削除する場合、残っているファイルすべてを手動で削除します。 
 



Windows から CA Configuration Automation サーバ をアンインストール 

 

第 10 章： CA Configuration Automation のアンインストール  165  
 

Windows から CA Configuration Automation サーバ をアンインス

トール 

CA Configuration Automation サーバ をアンインストールするには、以下の

手順を実行します。 

注： Administrator ユーザまたは管理者権限を持つユーザとして、CA 

Configuration Automation サーバ のホストにログインする必要があります。 

CA Configuration Automation サーバ をアンインストールする方法 

1. アンインストール ディレクトリに移動して、次に、Uninstall.exe をダ

ブルクリックします。 

デフォルトのインストール ディレクトリを使用した場合、アンインス

トール プログラムは C:¥ProgramFiles¥CA¥CCAServer¥Uninstall に置かれ

ています。  

アンインストール ウィザードが開始し、［はじめに］画面が表示され

ます。 

2. ［次へ］をクリックします。 

アンインストールのオプション画面が表示されます。  
 

3. 以下のオプションのうち 1 つを選択し、［次へ］をクリックします。 

■ アンインストールの完了 -- インストール プログラムによってイン

ストールされたコンポーネントをすべて削除します。  

■ 特定の機能のアンインストール -- ［アプリケーション］ または ［ヘ

ルプ］のいずれかのアンインストールが選択できます。 チェック 

ボックス内にチェックのない機能がアンインストールされます。  

進捗状況を示す画面が表示されます。 CA Configuration Automation サー

バ ソフトウェアは削除されると、画面で選択した項目がアンインス

トールされたことを確認します。 

4. ［完了］をクリックします。 

CA Configuration Automation サーバ のアンインストール ウィザードが

閉じられます。 
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Windows での CA Configuration Automation エージェントのアンイ

ンストール 

Windows で CA Configuration Automation エージェントをアンインストールする

方法 

1. administrator または管理者権限を持つユーザとしてログインします。 

2. ［スタート］-［プログラム］-［CA］-［Configuration Automation］-［CA 

Configuration Automation エージェントのアンインストール］をクリッ

クしてアンインストール プログラムを開始します。 

アンインストール ウィザードが開始し、［はじめに］画面が表示され

ます。 
 

3. ［アンインストール］をクリックします。 

アンインストール ウィザードには、CA Configuration Automation エー

ジェント ソフトウェアが削除される進捗状況が表示され、終了時には

通知され、削除できなかったフォルダのリストが表示されます。  ディ

レクトリは手動で削除できます。 

4. CA Configuration Automation エージェントのアンインストール ウィ

ザードを閉じるには、［完了］をクリックします。 
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Solaris または Linux での CA Configuration Automation サーバ の

アンインストール 

アンインストール プログラムは CA Configuration Automation サーバ のイ

ンストール プログラムによって CA Configuration Automation サーバ ホス

ト コンピュータに置かれます。 アンインストール プログラムを使用して、

CA Configuration Automation サーバ のソフトウェアをアンインストールで

きます。 

Solaris または Linux で CA Configuration Automation サーバ をアンインストール

する方法 

1. CA Configuration Automation サーバ がインストールされているター

ゲット ディレクトリについての削除許可を備え、ソフトウェアをアン

インストールする権限が与えられたユーザとしてログインします。 

2. CA Configuration Automation サーバ のインストール ディレクトリに移

動します。 

CA Configuration Automation サーバ へのデフォルトの場所を使用して 

CA Configuration Automation サーバ をインストールした場合、以下コマ

ンドを入力します。 

cd /opt/CA/CCAServer 
 

3. 以下のコマンドを入力して、アンインストール プログラムを実行しま

す。 

./Uninstall 
 

アンインストール プログラムによって、最初に CA Configuration 

Automation サーバ ソフトウェアをインストールした方法が検出され、

同じ方法を使用してソフトウェアをアンインストールします。 

■ コンソール モードを使用してインストールした場合、アンインス

トール プログラムによって、CA Configuration Automation サーバ を

削除するように要求されます。 

■ インストール ウィザードを使用してインストールした場合、［は

じめに］画面が表示されます。 
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4. インストールのモードに応じて、以下のうち 1 つを実行します。 

■ コンソール モードを使用してインストールした場合、Enter キーを

押します。 

アンインストール プログラムによって、アンインストールの進捗

状況が表示され、終了時には通知され、コマンド ラインのプロン

プトに戻ります。 

■ インストール ウィザードを使用してインストールした場合、［は

じめに］画面の［アンインストール］をクリックします。 

アンインストール ウィザードには、CA Configuration Automation 

サーバ のソフトウェアが削除される進捗状況が表示され、終了時

には通知され、削除できなかったディレクトリのリストが表示さ

れます。   ディレクトリは手動で削除できます。 

5. CA Configuration Automation サーバ のアンインストール ウィザードを

閉じるには、［完了］をクリックします。 
 

Linux または UNIX での CA Configuration Automation エージェン

トのアンインストール 

Linux または UNIX で CA Configuration Automation エージェントをアンインス

トールする方法 

1. root としてログインします。 

CA Configuration Automation エージェント ソフトウェアをアンインス

トールするには root ユーザである必要があります。 

2. CA Configuration Automation エージェントのインストール ディレクト

リに移動します。 

デフォルトの場所を使用して CA Configuration Automation エージェン

トをインストールした場合、以下のコマンドを入力します。 

cd /opt/CA/CCAAgent 
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3. 使用するモードを選択し、以下のようにアンインストール プログラム

を開始します。 

■ コンソール モードのアンインストール プログラムを実行するに

は、以下のコマンドを入力し、Enter キーを押します。 

./Uninstall 

アンインストール プログラムによって、アンインストールの進捗

状況が表示され、終了時には通知され、コマンド ラインのプロン

プトに戻ります。 

■ アンインストール ウィザードからアンインストール プログラム

を実行するには、以下のコマンドを入力し Enter キーを押して、ア

ンインストール ウィザードを開始します。 

./Uninstall -i gui 

アンインストール ウィザードでは［はじめに］画面を表示します。 
 

4. （ウィザード モードのみ）［アンインストール］をクリックします。 

アンインストール ウィザードによって、アンインストールの進捗状況

が表示され、終了時には通知され、削除できなかったディレクトリの

リストが表示されます。 これらのディレクトリは手動で削除できます。 

5. CA Configuration Automation エージェントのアンインストール ウィ

ザードを閉じるには、［完了］をクリックします。 
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ネットワーク ディスカバリ ゲートウェイのアンインストール 

NDG サーバをアンインストールするプログラムは、インストール プログ

ラムによって NDG サーバのホスト コンピュータにロードされます。 この

プログラムを使用して、NDG サーバのインスタンスを削除することができ

ます。 

NDG サーバをアンインストールする方法 

1. Windows Administrator または管理者権限を備えた任意のユーザとして

ログインし、<NDG_Server_install_folder>¥Uninstall フォルダに移動しま

す。 ユーザがデフォルトの場所にインストールした場合、アンインス

トール プログラムが以下のフォルダに置かれています。 

C:¥Program Files¥CA¥SharedComponents¥NDG¥Uninstall 

2. Uninstall.exe をダブルクリックします。 

アンインストール ウィザードが開始し、［はじめに］画面が表示され

ます。 
 

3. ［次へ］をクリックします。 

アンインストールのオプション画面が表示されます。 
 

4. 以下のオプションのうち 1 つをクリックし、［次へ］をクリックしま

す。 

■ ［アンインストールの完了］ -- インストールされたコンポーネン

トをすべて削除します。 

■ ［特定の機能のアンインストール］ --［アプリケーション］ また

は ［ヘルプ］を削除するかどうかを選択することができます。 削

除する機能からチェックをクリアします。 

アンインストール プログラムによって、ソフトウェアを削除する進捗

状況が表示され、終了すると通知されます。 

5. ［完了］をクリックします。 

アンインストール ウィザードが閉じられます。 
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付録 A: Windows オペレーティング システム

用の WMI アクセス 
 

Softagent テクノロジにより、Windows システム上で Microsoft の Windows 

Management Instrumentation（WMI） 接続を使用して、より大量のサーバ 

データのディスカバリが可能になります。 WMI はハードウェアとシステ

ムの特性を検出するほか、リモート レジストリ サービスにアクセスして

システムにインストールされているすべてのアプリケーションの完全な

ディスカバリを実行するためにも使用されます。 

注： Windows 7 オペレーティング システム上では、リモート レジストリ 

サービスはデフォルトでは開始されません。 このオペレーティング シス

テムから情報を収集する場合は、Windows Management Instrumentation 

サービスがインストールされ実行中であることを確認します。 それに対

する接続は、コマンド ラインから wbemtest.exe を実行してテストするこ

とができます。 起動後、最上部の［接続］ボタンをクリックしてネーム

スペースとして root¥cimv2 を入力し、次に［接続］をクリックします。 さ

らに、［クラスの列挙］ボタンをクリックして［再帰］を選択してから、

［OK］をクリックします。 数百のクラスがリストされます。 
 

Softagent プローブは、データ収集対象のサーバ用の認証情報を必要としま

す。 Softagent は WMI または Web サービスを使用してホストとの接続を確

立すると、以下のデータを集めることができます。 

■ ネットワーク接続（NETSTAT コマンドを利用した、確立済みアプリケー

ション接続および開いているポートの検出） 

■ 仮想環境 

■ インストール済みのアプリケーション 

■ ネットワーク構成 

■ ハードウェア 
 

Softagent ディスカバリが正常に行われるようにするには、適切な認証情報

を提供することが重要です。たとえば、ホスティング サーバに対して有

効な認証情報が提供されると、そのサーバ下で現在稼動中のすべてのゲス

ト サーバ用の仮想関係が作成されます。 管理サーバに対して有効な認証

情報が提供されると、そのサーバ下のすべてのホスティング サーバと現

在稼動中のすべてのゲスト サーバ用の仮想関係が作成されます。 
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認証情報ボールト内の認証情報には優先順位が含まれます。 各リストの

一番上の認証情報が最初に試みられます。 あるサーバに対する適切な管

理認証情報をリストの 3 番目のエレメントとして提供した場合に、その

サーバで管理権限のない有効なユーザの認証情報が 1 番目のエレメント

に含まれていると、ネットワーク スキャンでそのサーバの詳細を正しく

検出することができません。 NDG はリモート サーバへ正常に接続する 1 

番目の認証情報セットを使用します。 認証情報が失敗しても、再試行さ

れません。 
 

ネットワーク スキャン ポリシーの大部分は Softagent を使用するかどう

かにかかわらず実行可能であり、実行されるスキャンのタイプに依存しま

せん。 Softagent は、検出されたすべてのエンティティの 2 番目のパスと

して使用することを考慮してください。 
 

Softagent がサーバとデバイスから適切に情報を集めるには、以下の前提が

あります。 

■ 認証情報ボールトに追加され、検出対象の適切なエンティティに関連

付けられた認証情報によって、それらのデバイスにアクセス可能であ

ること。 

■ WMI（Windows システム）のセットアップおよび実行ステータスが適

切であること。 

■ ターゲット システムまたはデバイスへのネットワーク アクセスを 

Softagent が保持できること。 
 

NDG が WMI を使用する方法 

NDG Windows Softagent ディスカバリでは、Microsoft の Windows 

Management Instrumentation（WMI）サービスを利用して、以下の Windows 

Server 構成を検出します。 

■ オペレーティング システムの分類 

■ ネットワーク構成 

■ インストールされたアプリケーションおよびサービス 
 

■ 仮想環境検出 

■ ハードウェア 

■ ネットワーク接続（オープン ポートおよび確立されたネットワーク接

続） 
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WMI サービスでは、環境内のすべての Windows ドメインに NDG を展開す

る必要がある場合があります。  NDG がドメイン内の Windows Server 2008 

および Vista システムを検出する必要がある場合、デフォルトの CA ネット

ワーク ディスカバリ ゲートウェイ（candgateway.exe）サービス プロパ

ティを変更して、［ログオン名］ローカル システム アカウントから 

Windows ドメイン ユーザにする必要がある場合があります。 これらの 

Windows オペレーティング システムに含まれる WMI サービスでは、管理

ドメイン ユーザが接続を適切に確立する必要があります。  この同じ制限

は、Windows ドメインの一部ではないコンピュータに NDG を展開する必

要があることも意味します。それにより、Windows ドメインのメンバでは

ない他のコンピュータを NDG が検出できるようになります。 
 

注： ローカル システム アカウントは、より以前の Windows システムも検

出します。   
 

IPv6 環境では、WMI 接続を正しく確立するために NDG を Windows Server 

2008 または Vista システムにインストールする必要があります。 詳細につ

いては、http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa391769(VS.85).aspx を参

照してください。 Windows Server 2008 と Vista 以外のマシンでは、MAC ア

ドレスおよび物理ネットワーク アダプタ情報は利用できません。 ドキュ

メント http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa394217(VS.85).aspx で、用

語「IPAddress」を検索してください。 
 

WMI は DCOM 通信を利用します。 サーバにおいて DCOM に問題があるか

または DCOM が疑わしい場合、詳細については Microsoft TechNet Web サ

イト（http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc940601.aspx など）を参

照してください。 
 

以下のテーブルでは、Windows 環境で WMI を使用して NDG にアクセスす

るリモート ホスト コンピュータの機能について説明します。 これらの 

WMI ルール テーブルは、テーブルにリスト表示された組み合わせをテス

トすることにより作成されています。 NDG は Microsoft の WMI のサポート

によって制限されており、Windows のバージョンによって変わる場合があ

ります。  
 

注： テーブル内の情報は、WMI の特定バージョンで実行された内部テスト

に基づいています。 WMI の性質により、これらのテーブル内の情報は、

多様なオペレーティング システムへの NDG Softagent のアクセス方法を

理解するための一般的なガイドラインであると考えてください。 
 

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa822883(v=VS.85).aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa394217(VS.85).aspx
http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc940601.aspx
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NDG マシン リモート ホスト マシン  

プラットフォー

ム 

ドメイン エージェント 

サービス ロ

グオン 

プラットフォー

ム 

ドメイン エージェント 

サービス ログオ

ン 

WMI 成功 

Windows 
2003 R2 Std 

Yes ローカル管

理者ユーザ 

Windows 
2003 Std SP2 

Yes ドメイン認証

情報 

Yes 

Windows 
2003 R2 Std 

Yes ローカル管

理者ユーザ 

Windows 
2003 Std SP1 

Yes ドメイン認証

情報 

No 

Windows 
2003 Std SP1 

Yes ローカル管

理者ユーザ 

Windows 
2003 R2 Std 

Yes ドメイン認証

情報 

Yes 

Windows 
2003 Std SP1 

Yes ローカル管

理者ユーザ 

Windows 
2003 R2 Std 

Yes ドメイン認証

情報 

Yes 

Windows 
2003 R2 Std 

Yes ドメイン 

ユーザ（ロー

カル管理者

グループ内） 

Windows 
2003 Std SP2 

Yes ローカル管理

者認証情報 

Yes 

Windows 
2003 R2 Std 

Yes ドメイン 

ユーザ（ロー

カル管理者

グループ内） 

Windows 
2003 Std SP1 

Yes ローカル管理

者認証情報 

Yes 

Windows 
2003 Std SP1 

Yes ドメイン 

ユーザ（ロー

カル管理者

グループ内） 

Windows 
2003 R2 Std 

Yes ローカル管理

者認証情報 

No 

Windows 
2003 Std SP1 

Yes ドメイン 

ユーザ（ロー

カル管理者

グループ内） 

Windows 
2003 R2 Std 

Yes ローカル管理

者認証情報 

No 
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以下のテーブルは、Windows XP、Vista、2008 オペレーティング システムを使用した、リモート 

ホストへの NDG のアクセシビリティを示します。 
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